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一
言 葉 の 物 質 性 が 作 動 す る と き

 Material Aspect of Language in Action

        影浦 峡

東京大学 ・大学院情報学環/教 育学研 究科

翻 訳 で は 当た り前 に接 す る けれ ど も言 語 「学 」 や

言 語 処 理 「研 究 」で は あ ま り扱 わ れ て いな い、言 葉

の 物 質 性 に つ い て 見 て み た い と思 い ま す 。話 は少 し

拡 散 しま す が ご容赦 下 さい。

         *  *  *

例 か ら入 りま し ょ う。

'Twasbrillig
, and the slithytoves

Did gyre and gimble in the wabe:

All mimsy were the borogroves,

And the momerathsoutgrabe.

ル イ ス ・キ ャ ロル の 有 名 なナ ンセ ン ス詩 ジ ャバ ー

ウォ ッキー の一 節 で 、 「翻 訳せ よ 」 と言 わ れ る と困

っ て しま い ます 。詩 は 言 葉 の 芸 術 なの で 、意 味 が 取

れ た と して も 「定 義 上 翻 訳 不 可 能 だ 」 とい う主 張 が

出 て き ます 。 とは い え、言 葉 の物 質性 に 拘 るな らば

朗 読 の声 や 書 体 な どが ど こ ま で違 え ば 「そ の 詩 」で

な くな るの か は 微 妙 で、翻 訳 の 可能 性 もそ こか ら広

が る こ とに な りま しょ う。 も っ と普 通 に 、

 「枝 垂 れ さ く ら腐 れ 出 し」

な ども 、回 文 で あ る こ とに 気 づ い て しま うと、意 味

だ け で な く言 葉 の 物 質 的 属 性 の 対 応 も維 持 しな く

て は な らな くな るた め 、 翻 訳 が 難 しくな ります 。

        *  *  *

日常 会 話 や 語 学 教 科 書 、 文法 書 に も物 質 と して の

言 葉 は 溢れ て い ます 。 例 え ば

He have a pen.

は い け な い 、 とい う とき の い け な さは 、本 来 、単 に

音/形 が い け な い とい う以 外 に 捉 え よ うが な い も

の です か ら、言 葉 の物 質 的側 面 に 関 わ っ て い ま す。

で す か ら 「三 人 称 単 数 主 語 で 時 制 が 現 在 な らば

haveはhasに な らな くて はい けな い」とい う後 付 け

の説 明 は 、言 葉 の 物 質 的 側 面 を扱 っ て い る こ とに な

りま す。 つ ま り言 語 学 も言語 処 理 も(MSWordと い

う ソフ トは 上 記haveに 緑 の 波 下線 を 引 い て くれ ま

す)言 語 の 音/形 とい う物 質 的 な側 面 を扱 っ て い る

と言 え るの で す が 、 だ か ら こそ 、 こ この と こ ろ で 、

翻 訳 が 言 葉 の か た ちや 物 質 的 側 面 を 扱 う と言 っ た

とき との 違 い が 際 立 ち ま す。

He have a pen.と い う文 を 前 に した と き 、翻 訳 にお

い て は 、少 な く と も、

(a) 「彼 がペ ン を 持 っ て い る 」 とい う状 況 が 話 題

  化 され て い る も の で あ り、従 っ て 、haveを 些

  細 な誤 り と して扱 い意 味 を 取 る か 、

(b)He have a pen.と い う言 葉 そ の もの が 話 題 化 さ

  れ て い る も の と して 、表 現 を そ の ま ま残 す か

の判 断 が 必要 に な ります 。

これ に対 して 言 語 学(や 言 語 処 理)で は 、He have

apen.と い う表 現 は基 本 的 に 、 常 に 「彼 が ペ ン を持

って い る」 とい う話題 に お い て 扱 わ れ 、そ れ を表 現

す る 媒 体 と して の 言 語 の か た ち が 正 しい か 誤 っ て

い るか と い う限 りで言 葉 の 形 が 問題 化 され ま す。

言 葉 を換 え る と、 翻 訳 で(b)の 選 択 が な され る と き

に は 、表 現 を 話題 化 して い る 言 語 学 者(で な くて も

か ま い ませ ん が い ずれ に せ よ、 「彼 が ペ ン を持 っ て

い る」 とい う話題 にお い て 語 られ たHe have a pen.

とい う表 現 の 適 切 さ を論 じる人)の 言 葉 とそ の 言語

状 況 も同 時 に 対 象 化 され ま す が 、言 語 学 に お い て 自

らの議 論 が 同 時 に 対 象 化 され る こ と は あ りませ ん。

つ ま り こ こで は 、 言 葉 の 物 質 的 側 面 だ け で は な く、

それ に つ い て 語 られ る言 葉 が 、言 葉 を使 うこ とに お

い て ど う位 置 づ け られ るか が 、両 者 の 違 い を生 ん で

い る と言 え ま す。

        *  *  *
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さ らに 、 言 葉 を使 っ て も の を 考 え る際 に 、 言 葉 の

物 質 的側 面 を利 用 す る こ とは ご く普 通 の こ とで す。

少 し話 は広 が っ て し まい ま す が 、次 の よ うな 問 題 を

解 く こ とに つ い て 考 えて み ま す。

 ニ コル と ヴ ァ レ リー が森 を 散 歩 して い た ら広 場

 に 出 ま した。広 場 に は ポ プ ラ の木 が 円形 に植 え ら

 れ て い た の で 二 人 は 木 の 数 を 数 え る こ と に しま

 した 。別 々 の と ころ か ら数 え始 め 、ニ コル に とっ

 て の20番 目の 木 は ヴ ァ レ リー に とっ て の7番 目

 の木 で 、 ヴァ レ リー に とっ て の94番 目の木 は ニ

 コル に とっ て の7番 目の 木 で した 。 木 は全 部 で

 何 本 あ っ た で し ょ う。(『ロジ カル な 思 考 を 育 て る

 数 学 問題 集(上)』 セ ル ゲ イ ・ドリチ ェ ン コ著,岩

 波 書 店,2014年)

文 科 系 で は 、 この 問 題 に最 初 か ら拒 否 反 応 を起 こ

し 、解 く こ と ま で た ど り着 け な い 人 が い ます(20

人 程 の 反応 に基 づ い て い ま す)。 興 味 深 い こ とに 、

そ う した 人 は 、 「この 問題 文 の 中 で参 照 され て い る

木 は 何 本 か 」に つ い て の話 が で き ませ ん。答 え は4

本(数 え始 め を考 慮 す る とき)な い し2本(考 慮 し

な い と き)で 、 ニ コル の20番 目=ヴ ァ レ リー の7

番 目に例 え ばA、 ヴ ァ レ リー の94番 目=ニ コル の

7番 目に例 え ばBと 名 前 を付 け る こ とが 重 要 に な り

ま す(模 範 解 答 もそ こか ら始 ま っ て い ます)。

 これ に よっ て 小 さな 可 能 世 界 を め ぐる 思 考 実験 を

始 め る こ とが で き(「Aが ニ コル の5番 目で ヴ ァ レ

リー の10番 目だ っ た ら … 」 等 々。 「ニ コル の

20番 目か つ ヴァ レ リー の7番 目が ニ コル の5番 目

か つ ヴ ァ レ リー の10番 目だ った ら … 」 と言 う

の は 、ク リプ キ流 の 固有 名 論 を持 ち 出す ま で も な く

苦 しい話 に な りま す)、 問題 が 扱 って い る世 界 の単

純 化 や 一 般 化 が可 能 に な ります 。

前 の話 と何 の 関係 が あ るか と思 われ るか も知 れ ま

せ ん が 、AとBと い う記 号 は 、話 を展 開 す るた め に

使 う以外 、独 自の意 味 は な い 、既 に 言 語 で 表 現 され

た 対 象 を 改 め て つ な ぎ とめ る、物 質 と して の 役 割 を

担 っ た記 号 で あ る点 が 大 切 で す 。

He have a pen.と は物 質 性 が 問 題 に な る所 が いわ ば

逆 な の で 、 大 胆 に 議 論 を端 折 る こ とに な ります が 、

この 問題 が ほ とん ど意 識 せ ず に 当 た り前 に 出 来 て

しま う人 はHe have a pen.を 前 に した母 語 話 者 に、

A、Bと 記 号 を付 与 して説 明す る人 が 「三単 言 」 に

言 及 す る言 語 学 者 に 対 応 す る と考 え る と、A、 Bを

付 与 す る行 為 が 問 い にお いて(そ の 中 で)ど の よ う

に作 用 す るか を考 え る人 は 、言 語 表 現 に 対 して記 号

を 重 ね て行 く行 為 を 含 め て 言 語 表 現 の 物 質 的 側 面

を扱 う翻 訳 者 に対 応 す る と考 え る こ とが で き ます。

         *  *  *

か な り乱暴 に で は あ ります が 、言 葉 の物 質 的 側 面

を 参 照 した りそれ を活 用 した りす る行 為 は 言 葉 を

使 う中 で遍 在 して お り、そ れ に もか か わ らず 言語 学

の よ うな か た ち で 言 語 を 対 象 化 す る と対 象 化 す る

言 葉 そ れ 自体 は 対 象 か ら漏 れ 落 ち るの で 、言 葉 の 中

で 言 葉 の 物 質 性 が ど う作 用 して い る の か 見 落 と し

が ちで あ る こ と を見 て き ま した 。

`Dog'consists of three characters .

機 械 翻 訳 は一 般 に この よ うな 文 一一中世 哲 学 の 用 語

を使 え ぱ質 量 代 表(suppositiomaterialis)に 関 わ る も

の一一一を苦 手 と して い ます が 、コ ン ピュー タが 、人 間

が漠 然 と考 え る と ころ の 「意 味 」で は な く記 号 の 列

(し た が っ て記 号 の物 質 的側 面 、とい って もそれ を

形 式化 した もの で す が)を 扱 って い る こ とを 考 え る

な らば 、 これ は 不 思 議 な こ とで す 。 本 来 、

jejustonedaybrillingtwasjabberwockyglydegogohoure

の 字 数 を 間 違 えず に 数 え る こ とや 、同 一の 記 号 を一

貫 して 使 い 続 け る こ とは 、コ ン ピュー タの 方 が 遥 か

に得 意 で す か ら、MTが 上記 の 文 を 苦 手 と して い る

の は 、多 分 、それ を 自分 の仕 事 だ と認 識 して い ない

か らで は ない で し ょ うか。

 MTの 進 歩 に よ り、 翻 訳 の 世 界 は大 き く変 わ っ て

い ます 。一 方 、人 間 が行 って い る翻 訳 とい う行 為 と

の 出 会 い が 、MTの 課題 設 定 をい っそ う広 げ て さ ら

に 楽 しい もの に して い く可 能性 の 側 につ い て は 、ま

だ ま だ 開 拓 の 余 地 が あ るか も しれ ませ ん。
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Challenges and Advances in Statistical Machine Translation ofJapanese

                               Graham Neubig
               Nara Institute of Science and Technology(NAIST)

Japanese, despite its relatively large speakership and economic importance, has been one of the most elusive
languages for statistical machine translation(SMT). Still, accuracy of SMT systems between Japanese and
English lags far behind that oftranslation between other language pairs such as English and French, Spanish,
or German.

There are a number ofreasons for this, but by far the most prominent is that Japanese has a grammar that is

greatly different from English, Chinese, and perhaps most other heavily researched languages(with the
exception of Korean). However, in the past s years, there have been major advances in SMT of Japanese
to/from English, leading to improvements to the point that SMT systems are posting results that exceed even
strong rule based systems in manual evaluation. In this report, I will focus on three recent advances in SMT ,
with a focus on ones that are particularly applicable to Japanese:

Incorooration of tax

One ofthe most prominent methods for SMT is phrase-based machine translation , which started in the early

2000s and remaining popular to this day, thanks in part to the widely used Moses decoder

(http://statmt.org/moses). Phrase-based SMT is based on a translation

model that looks something like a translation dictionary;it contains

aligned multi-word phrases in the source and target language such as
"went to"

→"に 行 っ た". When a new sentence to be translated is

input by the user, phrase-based SMT translates between the two

languages by translating and rearranging these short phrases into the

target order, as shown in the figure on the right.

これ は 重要な 課題 です

これ は
 山給

D
challenge

}で す.

'isan.

これ

 廿塾is
蕪
醗

F
、r D

challenge

this  is  an important  challenge

Phrase-based SMT has proven extremely effective for European languages , but it falls short on Japanese-
English and other language pairs for which the languages have very different structures. This is mainly due
to the fact that the simple idea oftranslating small chunks ofwords and testing all ofthe possible reorderings

ofthem simply doesn't scale to language pairs that require extensive reordering . One of the main reasons for
the great improvements in SMT accuracy for Japanese is methods to fix this reordering problem through the

use of the syntactic structure ofthe source sentence . There aze two main methods:pre-ordering, and syntax-
based SMT.

Pre-ordering is based on the assumption that"phrase based SMT

can do well ifthe word order of the two languages is similar."In

order to take advantage ofthis assumption, pre-ordering adds an

extra pre-processing step where we first re-order the input

sentence into a word order similar to the target language, then use

standard phrase-based SMT techniques to perform translation of

this reordered input. An example ofthis is shown on the right .

これ

こ1れ

¥/

 this  is  an important

は 重要な 課題  です
/ 一
は です 重要な  課題

D
challenge

challenge

 Pry

}Ordering
 

γ

 

M

 

B

 

Pー

The advantage ofthis method is that it is possible to use tools in the pre-ordering step
, such as syntactic

parsers and han            d-cra               fled rules, that are not easy to incorporate into phrase-based translation, and it has been
shown that this is highly effective in improving the reordering phrase-based SMT output(lsozaki et al.2010)

Syntax-based SルfT is another method that makes it possible to

overcome the difficulties posed by reordering for phrase-based SMT .

Syntax-based SMT works by first performing syntactic parsing ofthe

input sentence, then based on that syntactic pazse, using translation

rules that translate a part ofthe parse tree into words in the target

language, as shown to the right. The advantage of this method is that it

can, like pre-ordering, use the structure ofthe source sentence to

achieve more accurate reordering. Compared to pre-ordering
, it also

has the advantage that reordering rules can be directly learned by the

SMT system, and thus doesn't require splitting the MT process into two
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separate steps. This method has proven quite effective(Neubig and Duh 2014), and recently achieved state-of-
the-art results in a number of tasks, such as the English-Japanese, Japanese-English, Chinese-Japanese, and
Japanese-Chinese translation tasks at the Workshop on Asian Translation 2014(Nakazawa et al.2014). At
NAIST, we are currently developing an open-source toolkit Travatar(http://phontron.com/travatar)that
implements recent advances in syntax-based translation.

Generating Missing Words

Another problem often faced in translation to!丘om Japanese is the occurrence ofwords that only exist in one of

the two languages. For example, in Japanese, grammatical particles indicating the topic, subject, or object ofthe

sentence(``は",``が", and``を")exist, but have no coしmterpart in English, and English determiners(`6the"and 66a")

have no counterpart in Japanese. Another problematic example results from the fact that in Japanese it is often

permissible to omit the subject ofthe sentence when it is obvious from context, while this is usually not allowed

by standard English grammar. Producing these words that don't exist in the source sentence is difficult with

standard SMT techniques.

One way to fix this problem is to turn to pre-processing, specifically adding
a"dummy"token into the source sentence. For example, in the example on
the right, the pre-processing step examines the Japanese sentence, and

guesses whether the sentence has an explicit subject or not, and ifthe
sentence does not have a subject, it tries to guess the subj ect and insert the
appropriate subj ect into the source sentence. This variety of pre-processing
has been shown to be particularly effective for subj ect insertion(Kudo et al.
2014),but can also be used to insert Japanese particles into an English
source sentence, or fix other similar divergences in syntax(lsozaki et al.
2010,Hatakoshi et al.2014).
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ProbabilisticModelsusingNeuralNetworks

The final topic I will cover in this report is probabilistic models using neural networks. Neural networks

(popular recently for their use in"deep learning")aze a variety ofmachine learning that make it possible to
learn very complicated probabilistic functions. Neural networks can be used in a number ofways in machine
translation, but perhaps the most prominent are as"language models"and"translation models."

Language models, in the context of SMT, are models that predict a probability for the output sentence, giving a

high probability to natural sentences, and a low probability to un-natural sentences, helping the SMT system

produce more natural output. Traditionally, SMT systems use a variety oflanguage model called"n-grams,"
which look at the past few words in the sentence to predict the probability ofthe next word, and multiply these

probabilities together to get the probability ofthe whole sentence. Recently, a variety ofneural network called
"recurrent neural networks"have become a popular supplement to

n-gram models(Mikolov et al.2010). Recurrent neural networks
work by reading in each word of the sentence, using an
automatically learned function to"remember"the word in the form

ofavector ofnumbers, then use this vector ofnumbers to predict
the next word. These models have led to impressive gains in
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language modeling performance, and are starting to become a widely used element in state-of--the-art machine
translation systems, particularly thanks to the open-source RNNLM toolkit(http://rnnlm.ore).

Neural translation models, are a relatively new, but promising
development. Neural translation models are, like language models,
often based on recurrent neural networks. However, they differ from
language models in that they first read in the source sentence one at a
time using a recurrent neural network, essentially"remembering"the
input sentence as a vector ofnumbers. They then predict the words in
the output sentence one-by-one, selecting the word that has the highest

probability, generating the output sentence. It is, in a way, hard to
believe that such a simple process is powerful enough to learn all the
intricacies involved in translation, but already neural translation
models are posting impressive results that rival other methods in
translation between European languages(Jean et al.2015, Luong et al.
2015).
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Conclusion

This report has covered three advances in SMT technology that have proven particularly effective in improving

accuracy of translation to or from Japanese in the past five years. All in all, this is an exciting time for Japanese

SMT, as the accuracy is finally starting to approach a level that is actually acceptable for serious users.

It should be noted, however, that none ofthese three technologies are丘nished;in飴ct, research in some ofthese

fields has j ust started. Unresolved problems include how to further improve the accuracy ofsyntactic parsing or

deal with mistaken parse trees in translation, how to better estimate missing words by incorporating richer

context and more varieties of information, and more refined neural network models with higher accuracy. In

addition, there are still a number ofother problems such as generating the correct conjugations ofwords in the

target sentences, or choosing the correct word sense for ambiguous words. These will be among the challenges

that researchers will have to tackle to make even more accurate, useful SMT systems in the near future.
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目的 と 目論 み 、存 在 と関係

        佐野 洋

東京外国語大学 大学院総合国際学研究院

1.は じ め に

1.1.出 来事(も の ご と)の 生起

 「時 間が 流 れ る」 とい う我 々の 常 識 的 な意 識 は 、現

実(の 物理)世 界 の 事 実 で は あ りま せ ん 。 [1]は 「わ

れ われ は時 間が 流 れ る 、 あ る い は過 ぎ て い くの を体 験

しな い。 われ わ れ が 体 験 して い る の は 、 われ われ の 現

在 の知 覚 と、現 在 の記 憶 の な か に あ る過 去 の知 覚 との

違 い で あ る。(231頁)」 と指 摘 しま す。 同 著 で は 「時

間 の枠 組 み の正 確 な描 像 は 、 動 く、 あ るい は 変化 す る

描 像 で は あ りえ ず 、静 的 で な けれ ば な らない 」とい い 、

時 空 と は単 一 の 不 変 ブ ロ ッ ク と な る そ うで す(【1];

235頁 か ら引 用 した 図1を 参 照)。

1三膜一檬導

であると考えようとします。主観的な時間の流れを感

じているのです。言語学分野の多くの書籍でもこの主

観的な時間の意識を使 った説明がなされています。過

去、現在、未来を点として直線上に配置する模式です。

しかし、時間は瞬間の系列であって、すべての運動と

変化は、異なる瞬間における、ある実体のバージョン

の相違に他ならないのであり、それは瞬間そのものが

不変であることを意味 しています([1】:233頁)。 そ

して現在は、客観的には単一の瞬間ではあ り得ません。

蕪 舗 熱亡
賑

ぐk＼こ＼ミ
＼、

、  ＼ 、  ＼

夙 ＼遜 ミド1套 ＼

窺＼

ミ雲料 添
過蓋

時聞

」

＼
＼

隊
悉来

図2

図1

 瞬間毎のスナ ップショットが、物理的に存在する空

間全体にまたがり単一のブロックを構成 します。図1

では個々の時間(現 在)の スナップショットを(本 来

は空間なので三次元ですが)二 次元で表現 しています。

「われわれが 「瞬間」と呼ぶものは、時空を切った一

片のスライスであって、こうしたスライスの内容がた

がいに異なるとき、われわれはそれを空間を通る変化

すなわち運動と呼ぶ」([1]:236頁)と 説明 していま

す。

 物理学では今(現 在)と いう概念は必要 としません。

なお、図2は 一つのスナップショットを三次元の空間

として表 した図を図1に 追加 した ものです。追加 され

た三次元の空間の矢印は、動き(コ ト)を 表 します。

空間内には当然ながらモノが含まれます。

 我々が意識する常識的な認識は、現在が単一の瞬間

 [1】では、出来事同士を 「原因と結果」として説明す

るときには、動いている現在(主 観的な時間の流れ)

を用いて考 えていると指摘 しています。 ですから、

(我々が意識する)主 観的な時間認識は、エピソー ド

記憶と関係する意識内で創造 された概念存在なので し

ょう([2D。 主観的な時間の流れは常に脳内のシミュ

レーションによって行われる意識の産物として扱 う範

疇のものです。

 単一の動き、すなわち極度に限定され断片化 された

時空表現としての運動の把握(い わゆる出来事の意味)

では、我々は恐らく無意識に不変の瞬間の系列を用い

て考えて(言 語学の表現形式と違い比較的現実に近い

時間の捉え方を して)い るのでしょう。出来事の役割

を考察する際には図2を 用いるのがよいことにな り

ます。
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1.2.因果関係の捉え方

 ヒ トの思考パターンの特徴として、原因を見つける

ことに熱心であることが知られています。原因を見つ

ける思考のプロセスが以下のように区分されています

([2】:64頁)。

 a 自分の行動の物理的な結果を予測することがで

  きる。

 b 他者の行動の結果を予測することができる

 c 他者の行動の原因を予測することができる

 d 物理的な出来事の原因を理解する

 a～dへ の順序は、(生物の)進 化の過程で現れる順

序でもあるといいます。そ してdは(不 明な点が多い

ことを断りながらも)人 間以外の動物には、ほとんど

見られないそうです。原因の知覚(記 憶 との比較)に

よって過去の概念が生まれます。さらにdは 物理的な

カが原因で起 こる結果 と、いわゆる行為者(の 力)が

引き起こした出来事を区別できる(因 果関係に違いが

ある)こ とになります。原因の知覚 と予測する能力を

組み合わせることで主観的な時間の流れが意識できま

す。

1.3.コ トとモノ

 諸事万端、森羅万象、すべてはものごと(物 事)で

成 り立っています。ものごとをどのように表現(記 号

化 して語 と)す るのかは言語によって違います。そし

て記号化の明示的な仕様として文法があります。文法

は、形態論的、統語論的で意味論的な性質を説明する

枠組みです。その中で品詞 とは、枠組みの説明で使わ

れる語彙カテゴリーです。個別言語で文法が異なるよ

うに品詞名(語 彙カテゴリー名)も 個別言語によって

名称が違います。

 本稿では、動詞 と名詞、用言と体言に焦点をあてて、

英語 と日本語のものごとの捉え方と違いを、ヒ トの時

空間把握と、思考様式としての因果関係の捉え方の違

いとして考察 します。

2.目 的 と目論 み

2.1.目的と動詞(英 語)

 英語は(従 来から指摘 されているとおり)、動詞の意

味を「目的のある出来事」として表すことを好みます。

動作 ・行為の背後に目的があると想定し、意図的であ

ると考えよ うとします。意図は原因の特別なケース

([21:145頁)で 、因果関係理解のための要素の一

っです。ですから典型的な出来事は、被動対象を伴い、

動作主によって意図的に引き起 こされ、完了する動作

です。それは状態変化(比 較的長い時間の経過)を 伴

いますから、三次元空間は連続体 として時空間を作 り

ます。時空間規模が大きいことが特徴です(図3)。

なお、左右の点線のスナップショッ トは、動作 ・行為

前の状態 と、後の状態を示 しています。

    ゆ   ゆF

(動 )

…〈被勤

開始

・象)

 継続

譲 存結果)

図3

完了

 時空間が大きいのでモノが自律的に存在 し、モノと

モノが区別され、それらモノ同士が変化を伴 う関係(一

方か ら他方ヘカが及ぶ他動性関係)で 結ばれ ることが

好まれます。そ うして他動詞がよく使われます。

 孤立語化が進む英語([3Dは 、位置関係を用いて

動作主と被動対象を表 します。つまり動詞の前の位置

と後ろの位置で表 します。自動詞と他動詞があり、同

じ形をしている語彙がたくさんあります(自 他同形)。

動詞と名詞が同形の語彙も数多くあります。このこと

から(い わゆる)名 詞句表現で動作や行為を表現する

ことができます。中には形容詞も同 じ格好をしている

語 もあります(日 本語では考えられないことです)。

 時空間の大きさは語が表す意味によって違 うものの、

比較的大きな時空間を使 うので、(主観的な)時 間推移

の表現が発達 し、そして文法的に分化 し多用されます

(完了表現や仮定表現等)。

 時空間の規模が大きいので空間位置の関係性を表す

形態素(in、 on、 at、 toな ど)を 語に前接させて出来

事への関与の仕方や他の語 との関係を表します。三次

元の空間的な位置関係を担ったり、また、例えば、接

8



触 す る な ど動 的 な 関係 表 現 を 担 わせ た り しま す。 形 態

素 の種 類 が 豊 富 で 細 か な 違 い を 表 現仕 分 け られ ます 。

つ ま り表 現 粒 度 と して 意 識 します 。 例 え ば 「年3.5%

の 融 資 」 を"annual loans at 3.5%"と 表 現 しatを 使 い

ま す。 「債 権 の売 買益 」 を"gains from bond trading"

と 言 い 換 え 、fromを 使 い ま す 。 「需 要 の 回 復 」 を

"recovery in demand"で 表 す よ うにinを 用 い ます 。こ

の よ うに三 次 元 時 空 間 内 の位 置 関 係 表 現 を明 示 します 。

 な お 、ヒ トは物 理 的 な 因 果 関係 も理 解 で き ま す か ら、

"The sun rises in the east and sets in the west ."(「太

陽 は東 か ら昇 っ て西 に沈 む 。」)な どの 自動 詞 表 現 も あ

ります し、あ ま り変 化 の 起 こ らな い コ トと して 、be動

詞 や 自動 性 の高 い動 詞(become、 get等)を 使 っ た状

態 表 現 も行 い ます 。

2.2.目 論み と用 言(日 本 語)

 日本 語 は 、用 言 の意 味 を 「計 画 した 出来 事 」 と して

表 す こ とを選 好 します 。 動 作 ・行 為 の背 後 に 目的 が あ

る と想 定 は しま す が 、意 図 的 で あ る こ とを保 留 し、 他

者 の 心 を理 解 し よ うと しま す(目 論 み)。 他 者 が 知 って

い る こ と を理 解 す る こ とは 因 果 関係 理 解 で す(【2]:

145頁)。 で す か ら典 型 的 な 出 来 事 は 、主 体 に よっ て 目

論 ま れ 、(推 論 に拠 って)結 果 と して 起 こ るだ ろ う出 来

事 が 引 き起 こ され つ っ あ る動 作 で す(取 り掛 か り表 現 、

あ るい は 始 動 表 現)。主 体 と動 作 主 が 一 致 す る必 然 性 も

必 要 性 も あ りませ ん 。 目論 む 主 体 は 、 日本 語 が膠 着 型

の こ とば で あ る こ とか ら 「日本 人 が 」 の よ うに 、形 態

素 「が」 を後 続 して表 します 。 動 作 主 も形 態 素 「が」

を後 続 して表 します 。

疹

{ 体b .嶋  
 

象

-
.1

対
1

図4

開始(始勤)

この場合の三次元空間も連続体 として時空間を作 り

ます が 、そ の 大 き さ は小 さ く、 スナ ップ シ ョ ッ ト(瞬

間 あ る い は 状 態)に 近 い イ メ ー ジで す(図4)。 で す

か ら、動 詞 の意 味 も状 態 性 表現 が 多 くな ります 。

 時 空間 が小 さ い の で モ ノが 関係 的 に存 在 し、 それ ら

モ ノ 同士 が在 る 関係(一 方 と他 方 が 繋 が る静 的 な状 態

性 の 関係)で 結 ばれ る こ とが選 好 され ま す。

 「が」を は じめ 関係 を表 す 形 態 素(「 が 、を、に 、へ 、

に 、 か ら」 な ど)を 体 言 に 後接 す る こ とで 、 出来 事 へ

の 関 与 の仕 方 や 他 の語 との 関係 を 表 しま す。 二 次 元 の

平 面 的 な位 置 関係 や 静 的 な 関係 表 現 を 担 うの で種 類 が

少 な い の が特 徴 で す。 助 辞 相 当形 態 素(「 ～ に っ い て 、

～ に 関 して 、 ～ に 対 して 、 ～ に と って 、 ～ に よ っ て 、

～ に お い て 、～ に か け て 」な ど)が 発 達 して い る の は 、

人 口が 急 激 に 増 え た 中 世 か ら、 産 業 発 展 ・振 興 に努 め

た 近 代 に か け て複 雑 で 多 様 な 表 現 の 弁 別 が 必 要 に な っ

た か らで し ょ う(【4D。

 目論 む 主 体 と動 作 主 を一 致 させ 、そ して 被 動 対 象 を

形 態 素 「を 」 を後 続 させ て表 し、他 動 性 表 現 を 行 い ま

す 。 た だ 、 コ トの 表 現 の 大 き さが 小 さ いの で 、 他 動 詞

と称 して み て も動 作 ・行 為 規 模 は 自ず と小 さ く、 そ れ

は 、例 えば 「A社 は発 電 用 設 備 を設 置す る。」の 英 語 訳

"Company A plans to build a facility to generate ."に

み る よ うに 、 日本 語 の他 動詞 の 意 味 が 、動 作 ・行 為 が

よ り明示 され る別 の他 動 詞 で 表 され て い る こ とで も分

か りま す。同種 の動 詞 、「改 善 を 重 ね る 、推移 を 見守 る 、

善 処 を検 討 す る 」 な どほ とん ど状 態 表 現 に 近 い で し ょ

う。 で も よ く使 わ れ る こ とば で す 。

 この よ うに 自動性 の 用 言 と他 動 性 の 用 言 が あ ります 。

ほ とん どは 字 形 に よ って 区別 され ます(「 上 が る」 「上

げ る」の よ うに 自他 異 形)。 用 言 と体 言 が 同 形 の 語 彙 は

サ 変 体 言 以 外 に ほ とん どあ りませ ん(サ 変 体 言 は 、「勉

強 す る」 の よ うに 「す る 」 を後 接 して用 言 と して 用 い

る こ とば です)。

 さ らに 「震 災 の 報 道 で悲 しみ が伝 わ っ た。」の よ うに

動 作 ・行 為 が到 達 した 意 味 の あ る事柄 も 自動 性 の用 言

で 表現 します(こ の 例 の 場 合 、 用 言 の 意 味 は到 達 付 近

だ け の 有様 を表 して い るの で しょ う)。無 論 、他 動性 の

用 言 を使 っ た 動 作 表 現 や 行 為 表 現 もあ りま す が 、 これ

ま で 述 べ た よ うに 用 言 の 基 本 の 意 味 は 一 貫 して 動作 ・
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 行 為 の 始 動 部 分 を表 します 。

3.存 在 と 関 係

 3.1.存 在 と冠 詞(英 語)

  英 語 は、 大 き な時 空 間 内 で モ ノが 自律 的 に存 在 で き

 るの で 、名 詞 の 意 味 を 「存 在 す るモ ノ」 と して 表 す こ

 と を選 好 します 。 身 近 に あ って 外 形(輪 郭)が は っ き

 り して い る個 物(man、 woman、 penやapple)が 、

存 在 す る典 型 的 な モ ノで す 。peopleやmachineryの

 よ うに 集 合 させ て 存 在 させ るモ ノ もあ りま す 。 形 容 詞

や 形 容 詞 句 で 性 質 や 属 性 を限 定 す る こ とに よ って 、 他

 と区 別 させ て 存 在 させ るモ ノ もあ りま す 。 時 間 範 囲 を

 区 切 っ た り、 領 域 を 限 定 した りす る こ とで 外 形 を持 た

せ 存 在 させ る モ ノ も あ り ま す("along history"/"a

life")a

 英 作 文 の 参 考 書 で しば しば 「パ ラグ ラフ 内 で 同 じ単

語(名 詞)を 繰 り返す な 」 との 指 南 が あ りま す が 、 英

語 で は 、 モ ノを表 す表 層 語 形 が 現れ る た び に 存在 を想

起す る よ うに解 釈 す る か らで し ょ う。 文脈 に 間 断 な く

存在 す る モ ノが現 れ る の は厄 介 です 。 す な わ ち言 い換

え表 現 は代 名 詞 の役 目を担 っ て い る の です 。 です か ら

関連 語(シ ソー ラス)辞 書 が発 達 す る の も頷 け ます し、

 こ の 手 の指 南 書 が教 え る よ うに代 名 詞 が 文 中 で重 要 な

働 き を担 うの です 。

 存 在 物 を 示 す 形 は 、 不 定 冠 詞("a/an")+単 数 形 形

態 と複 数 形 形 態 です 。 唯 一 物 の 存 在 を示 す 形 は定 冠 詞

 ("the")+名 詞 形態 です 。

}・職 ・wh・1・i・am。m凪 。。t。 五、h.・(鯨 は 哺 乳 動 物

1で あ り魚 で な い。):永 続 的 に 続 く仮想 的 な 存 在 物 を
{
1表 現します。従って定義に近い意味表現ができます。
}1さ

らに超時間的に無変化の性質は、モノの唯一性にも
ヨ繋

がっています。生起 した事柄 も唯一の存在物です。

ひとつの存在 として解釈 します。

1"Awhale is a mammal, not a fish."(鯨 は 哺 乳 動 物 で
i

lあ って魚ではないのだ。):イ ルカやシャチなどと区

}別 することで、概念体系内における存在物を表現 しま

膿 鶴欝 ご警灘 驚 離三
}

}singer."は 「彼 は 歌 が 上 手 だ 。 」 で す 。 ま た 、 例 え ば 、

f

l"alittle farther along the river"の よ う に 時 間 経 過 も

"Whales are mammal
, not fishes."(鯨 は 哺 乳 動 物 で

魚 で な い。):集 合 化 した 鯨 に 見 られ る特 徴 表 現 を表

します 。 存 在 は永 続 的 で な く、 もっ か の と こ ろ認 識 で

き るモ ノ の集 団 に 共 通 す る 特 徴 を 表 しま す 。 ま た 、

"teachings"(「 教 え 」)の よ うに事 柄 も(時 制 を排 し

て)集 合 化 して存 在 させ ま す。

 なお、(無冠詞+)名 詞形態を使ってモノの機能や働

きを表現 します。 また、Britainの ように生活世界の

中の唯一物は固有名詞 と呼ばれ、無冠詞であっても唯

一物は語頭文字を大文字 として表します
。文法上、特

別な扱いを受けるのです。英語においてモノは存在す

ることが大切なのです。

3.2.関 係と役割語(日 本語)

 日本語は、小さい時空間内で関係的にモノを示すの

で、体言の意味を 「機能を表す」関係物 として表すこ

とを好みます。国語辞書で、幾つか言葉の定義を確認

してみてください。機能表現が定義文 として記載 され

ていることが確認できます。例えば 「机」は以下のよ

うです。機能を中心に説明されています。台の形状や

脚の数や大きさについての説明はありません。

机:(1)本 を読んだ り,字 を書いたりするのに用いる

脚付きの台。(2)飲 食物を入れた器や供物をのせる台。

(三省堂 大辞林)

 ま た 、 「私 、俺 、僕 、拙 者 、小 生 」 「わ た し、お れ 、

ぼ く」 や 「あ な た 、 君 、 きみ 、 お 前 、 貴 様 」、 「彼 、彼

女 」、 「私 た ち 、 手 前 、 手 前 ど も」、 「お 父 さん 、 お 母 さ

ん 、(名 前)、 お じい さん 、お ば あ さん」、「先 生 、社 長 、

部 長 、課 長 」 な ど役 割 を 示す 語 が 大 変 豊 か で す 。 これ

らは こ と ば を用 い る状 況 の 中 で 、他 との 立 場(機 能)

を 明 らか に します 。 例 え ば 、[3]はhe、 sheの 翻 訳 の

歴 史 を示 し、「彼 女 」が翻 訳 語 と して 近 代 に 造 語 され た

こ と を説 明 して い ます 。heが 代 名 詞(存 在 す るモ ノ を

代 行 す る役 割 り)で あ る の に対 して 、「彼 」は 「発 言 者

と聞 き手 か ら外 の 、遠 くの もの を指 す 」 と して 、(発 話

の 場 に お け る関 係 を示 す 役 割 の)指 示 詞 で あ る とい い

ま す(【3】:197頁)。

 さ らに 、 い わ ゆ る男 言 葉 や 女 言 葉 の よ うに 、役 割 を
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連想させる形態素も発達 しています。ただ し 「行く並

よ、食べるの じゃ、飲むぜ」のように用言の後続要素

として現れます。そ して 日本語には挨拶表現が多い

(様々な表現がある)こ とも指摘されています。#t会

生活の中でお互いの関係性を判断する道具として、ま

た確認する道具として使っているので しょう。

 勿論、私たちはモノが存在することを知っています。

ご承知のように 「いる、ある」を使って有性 と無性の

区別をした上でモノの存在を表現 します。「いる、ある」

の使い分けが当然の如くできることか ら分かるように、

私たちはモノを、その存在性だけでなく有性(有 情)

と無性(無 情)で 区別 し仕分けています。例えば、箪

笥(た んす)を 一樟、二樟 と数えるように、助数助辞

(樟)を 使 うことで、存在(す るモノ)の 形状や性質

まで区別 します(た ぶん中国語の量詞(類 別詞)の 影

響でしよう)。

 なお、固有の存在であっても文法上特別な扱い(文

中のどこにあっても語頭文字を大文字にするなど)を

受けることはありません。要するに、知っていること

は大事なのですが、存在するとい うことはさして重要

でないので しょう。

4.モ ノ とコ トの在 り方

4.1.モ ノに対する感覚 ・知覚 ・情意の表現

 モノの性質 ・属性の表現には大きく分けて二種類あ

ります。感覚や知覚を通 じて存在す ると見なせ る性

質 ・属性です。「暑さ、寒さ、高さ、重さ」などです。

これ らは定量化可能な性質 ・属性で、客観的な扱いを

受けることが多く、物質世界の中で常識的なスケール

を想定す ることもできます。

 もう一つは、推論、判断や評価を通じて解釈 した上

で存在すると見なせる性質 ・属性です。「美 しさ、正 し

さ、汚さ、悪さ、綺麗さ」などです。 これらは想像上

の認識的な性質 ・属性であって主観的で、ですか ら共

通の基準を見いだすことが困難です。但 し、社会的な

行動規範や規律規範、判断水準を設けることで、量化

可能な性質 ・属性であると見なし、例えば 「良い、悪

い」のように二値的な扱いをすることもあります(と

いっても 「良い」程度 と 「悪い」程度が測れるわけも

なく、尋常一様な水準からの乖離の程度が、両語で同

等 で あ る保 障 もな い の で す)。

 ま た 、 「騒 々 しい 、痛 々 しい 」な ど動 作 ・行 為 に 価値

付 け を行 い モ ノの性 質 ・属性 の 表 現 に使 う こ と も多 く

見 られ ま す。 「嬉 しい、悲 しい 、可 笑 しい 」な ど認 知 主

体 が 持 つ感 情 を コ ト化 して性 質 ・属性 の 表 現 を行 い ま

す。

4.1.1.存 在 を 表 す モ ノ の 有 り方 の 説 明(英 語)

 英 語 に お い て 形 容 詞 は 、 名 詞 で 表 され る モ ノを よ り

限 定 し、 他 と区 別 す る働 きが あ ります(存 在 の 担保)。

表 した い モ ノの 存 在 を よ り明 瞭 に す る役 割 を 担 っ て い

ま す 。典型 的 に他 と弁 別 す る た め 種類 や 固有 の 性 質(一

時 属 性)を 説 明 す る表 現 を担 い ます 。

 例 えば 、"He is a clever man."は 「男 は 多 数 い るが 、

彼 は そ の うち賢 い 部 類 に属 す る」 も しくは 「賢 い 男 は

多 数 い るが 、 彼 は そ の うちの 一 人 で あ る」 とい う意 味

を表 します 。 そ れ に対 して 日本 語 の 「彼 は 賢 い 男 だ。」

は 「彼 は賢 い性 質 を もっ た男(だ)」 とい う意 味 です 。

 指 示 形 容 詞(this、 that、 these、 those)は 同 時 に

代 名 詞 で も あ ります 。each、 every、 either、 neither

な どの配 分 形 容 詞 も代 名 詞 で す し(everyは 除 く)、 数

量 形 容 詞(some、 any、 many)な ど も同 じ機 能 を持

ち ます 。 「the+形 容詞 」 で 、 そ の 形 容詞 が 表す 人 々全

体 を 代 表 させ る こ とが で き る こ とは 皆 さん も ご存 じの

こ とで す("the Japanese"、"the accused"(被 告 人))。

 存 在 す るモ ノが 比 較 の 対 象 にな るの で 、 絶 対 基 準 が

用 い られ ます 。 形 容 詞 は 、比 較 の た め の 語 形 変 化 を 持

って い ます 。 一 時 的 な、 あ る い は主 観 的 な 比 較 基 準 を

表 す 表 現 はasを 用 いて 示 します 。 関係 代 名 詞 に よ る

修 飾 表 現 は典 型 的 な一 時 的 な性 質 ・属 性 の 追 加 の た め

の表 現 です 。

  (日本 語 と反 対 に)永 続 的 で あ る こ と と一 時 的 で あ

る こ とを 、 客観 的 な表 現 と主観 的 な表 現 に対 応 させ る

こ と もで き ます 。

4.1.2.関 係(機 能)を 表 す モ ノの 詳 細 な説 明(日 本語)

 日本 語 で 形 容 言や 情 態 言([4Dは 、体 言 で 表 され

るモ ノ を詳 し く説 明 す る働 きが あ ります。 表 した い モ

ノの 概 念 を よ り明 瞭 にす る役 割 を担 って い ます 。 例 え

ば 「今 宵(1992年9月 の夜 に)見 た金 閣 寺 の 美 しい

中秋 の 名 月 」 と 「今 宵(1992年9月 の夜 に)見 た 借
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楽園の美 しい中秋の名月」において、「月」は物理的な

唯一物ですが、月を存在するモノとして特定すること

に関心がなく、二つの表現は話 し手の内面世界で(外

界の月を参照 して)表 象 された 「月」を詳 しく説明す

る役割を担っています。

 二種類のモノの性質 ・属性の表現に、形容言(「 うす

い、かたい、いたい、うれ しい」など)と 情態言(「 し

ずか、はるか、ほのか」など)が ある程度対応 してい

ます。この区分は活用形態の違いに基づきます([6D。

意味的な違いから属性形容詞と情意形容詞に分けるこ

とがあ ります。属性形容詞は連体修飾や有題文を使い

客観的な属性を表 します(「柔 らかいケーキ」、「ケーキ

は柔らかい」等)。情意形容詞は連体修飾や無題文を使

い主観的な属性(話 し手の判断や評価)を 表 します(「柔

らかなケーキ」、「ケーキが柔らかだ」など)。

 情態言は、推論、判断や評価を通 じて解釈した上で

存在すると見なせ る性質 ・属性 を表します。そ して、

モノの性質 ・属性 として捉 えるだけでなく、コ トの様

態として捉えることができるほか、性質を状況である

とみなす概念を表 します。ですから 「静か(な)」 のよ

うに副詞(「 静かに過ごす」)や名詞(「 静かの海」)と

しても使います。

 (英語 と反対に)客 観的であることと主観的である

ことを、永続的な表現 と一時的な表現に対応 させるこ

ともできます。ただし、形容言 も状態言 も活用 します

から、一時的であるだけでなく判断や評価の意味が加

わ ります。

4.2.コ トに対する感覚 ・知覚 ・情意の表現

4.2.1.評 価を補う(英 語)

 時空間の表現の大きさが大きいのでwind(「 曲が り

くねる、曲がって進む」)のように動作や行為の有 りさ

ま(様 態)を 含む語彙 も多くあ ります。

 事態 として、ある程度の表現の大きさがあるので出

来事の生起の蓋然性を表す副詞(頻 度副詞)が 発達し

ています。話 し手の判断や評価が動詞に表れないので

文修飾の副詞が発達 しています。様態や程度副詞にも

話 し手の評価や判断を表す語彙が多くあります(法 助

動詞も評価を補 うためと蓋然性を表現するために使わ

れていると考えられます)。

4.2.2.有 様 を補 う(日 本 語)

 副 詞 の 種 類 が 多 い こ とや 擬 態 語1擬 音 語 が発 達 して

い る こ と も用 言 の 表 現 規 模 が 小 さ い こ とが影 響 して い

ま す。 一 つ の 出 来 事 の 表 現 内 に動 作 や 行 為 の有 り さま

(様 態)を 含 め る こ とが で き ず 、「くね くね 進 む 」の よ

うに 、擬 態 語1擬 音 語 が 副 詞 と して 、動 作 や 行 為 の有 り

さま(様 態)を 取 り立 て て 表 す 手 段 に な っ て い ます 。

オ ノマ トペ が 多 い 特 徴 も頷 けま す 。

5.お わ り に

 本 稿 で は 、英 語 と 日本 語 の もの ご との 捉 え方 と違 い

を 、 ヒ トの 時 空 間把 握 と思 考 様 式 と して の 因 果 関 係 の

捉 え方 の違 い と して 考 察 しま した 。紙 幅 の 関係 か ら 「文

の骨 格 」、 「基本 の 文型 」、 「コ トの 中 の コ ト(事 態 の 包

摂 、分 詞 とto不 定詞 、 「の」 と 「こ と」等)」、 「働 き掛

け(受 動 や 使 役)」 な どの 話 題 は挙 げ て い ませ ん。因 果

関 係 の捉 え方 を基 本 に 、「文 の 情 報 構 造 」等 も含 め て 両

言 語 の 違 い を考 察す る こ とが で き ま す。 稿 を 改 め て 、

ご報 告 した い と考 え て い ます 。
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機械翻訳事始め[v]

    坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 1966年 に米国か らALPACレ ポー トが勧

告 され、全世界に衝撃 をあたえた ことは、

前 回に報告 したが、今回 は、その後の状況

について報告 したい と思います。

1.MTか らCLへ

 情 報処理 学 会 では 、1961年11月 に機械

翻 訳研 究 会 の 第1回 が 開催 され た。 原則 と

して、奇 数 月 に一 回 開催 され た。1962年1

月 か ら、研 究 会 が研 究委 員 会 と して 、委 員

会制 で発 足す る ことに なった。

 そ して、1967年 度 か ら、機 械 翻訳研 究 委

員 会 は、Computational Linguistics研 究委

員 会 、通 称 「CL研 究委 員 会」に改称 され た。

 そ の結 果 と思 われ る が、1967年 度 以降 の 、

この 委員 会 等 で 発表 され た論 文 を私 が調 査

した範 囲 で は、1976年 度 まで の、 ほ ぼ10

年 間 で 、機 械 翻 訳 とい う言葉 が用 い られ た

タイ トル は、全 タイ トル75件 の 中で、以 下

の4篇 に過 ぎない。

・1967 .3.18、 「ロシア語科 学論 文 タイ トル の

自動 翻訳 」、 岡本哲 也

・1967 .7.15, Phrase Structure Language

の機 械翻 訳へ の応 用」、 田町常 夫

・1967 .12、 「電 子計 算機 に よ る和 文英訳 」、

坂井 利 之他

・1970 .5.16、 「機械 翻訳 の ため の基礎 的 プ ロ

ジ ェク ト」、野崎 昭 弘

 そ の他 の タイ トル には 、 日本 語 の分 析 、

英 語 の分析 、辞 書 につ いて 、か な漢 字変 換 、

文字 発 生 装置 、漢 字 の符 号化 、記 号 処理 、

意味 処理 、KWIC、 質 問応 答 とい った言 語 の

分析 とシステム化 といったCL研 究が主流

となったことが分かる。

 2.学 会 で の発表 状況

1966年 以 降、1980年 までの約15年 間 に 、

学 会誌 「情報 処 理」1)に 掲載 され た機 械 翻

訳 に関す る論文 は 、次 の6篇 だ が、 この 中

で 、研 究発 表 と して の論 文 は 、1)、3)、

5)の3件 だ けだ。それ も、おそ らく、ALPAC

レポー トが 、発 表 され る前 か ら研 究 な され

て きた もの の報 告 と考 え られ る。 また 、他

の論 文 も言語 処 理 、 自然 言 語 、 とい っ た言

葉 が 中心 とな って い る。 機械 翻訳 を 中心 に

した研 究 あ るい は、 プ ロジ ェ ク トは、皆 無

に等 しい と言 える。

1)「 機 械 翻訳 の一模 型 」、西村 恕 彦 、Vbl.8,

 No.2,1967.3, No.6.

2)「 最 近 の言 語 処 理研 究 につ い て」、坂 井

 利 之 、長 尾真 、VbL10, No.1,1969.1.

3)「 電 子 計算 機 に よ る和 文 英訳 」、坂 井利

 之 、杉 田繁治 、渡辺 明正 、Vbl.10, No.6,

 1969.11.

4)「 自然 言 語 の 機 械 処 理 」、栗 原 俊 彦 、

 Vo1.14, No.4,1973.4.

5)「 専 門分 野 を対象 とした 日英機械 翻訳 に

 っい て」、首藤 公 昭、Vbl.14, No.9,1973.9.

6)解 説 「機 械 翻訳 」、長尾 真 、Vo1.20, No.10,

 1979.10.

 これ に 対 して、 日本語 処 理 、 漢字 処理 に

関 す る論 文 は 、毎 年 の よ うに発 表 され 、電

子 計算 機 の ハ ー ドウェア の高 速 化 、 コ ンパ

ク ト化 に ともな い、 ソフ トウェア の 充実 と
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あ いま っ て 、 日本 語 特 有 の処 理 技 術 が発 表

され て きた。

1)「 漢 字 の 陰極 線 管 表示 方 式 」、仲摩 雅 年

 他 、Vo1.9, No.6,1968.11.

2)「 デー タ 自動 圧縮 編集機 能 を もつKWIC

 索 引 システ ム」、植 村 俊亮 、Vbl.9, No.6.

 1968.11.

3)「 文 字 列 の 配 列 順 序 に つ い て の 問 題 」、

 西 村 恕 彦 、Vo.10, No.1,1969.1.

4)「 漢 字 情 報 処 理 特 集 に つ い て 」、 石 田 晴

 久 、 浦 城 恒 雄 、VbL10, No.5,1969.9.

5)寄 書 「漢 字 テ レ タ イ プ ラ イ タ の 使 用 経

 験 」、 西 村 恕 彦 、Vbl.11, No.2,1970.2.

6)「 和 文 入 力 に 関 す る 一 考 察 」、 保 原 信 、

 山 本 稔 、Vbl.11, No2,1970.2.

7)「 計 算 機 意 味 論 の 実 験 」、 西 村 恕 彦 、 岩

 坪 秀 一 、Vol.11, No.3,1970.3.

8)報 告 「計 算 機 に よ る 標 準 文 字 図 形 の 発

 生 」、Vbl.12, No.3,1971.3.

9)「 科 学 技 術 に お け る 情 報 検 索 の 諸 問 題 」、

 中 井 浩 、Vbl.13, No.6,1972.6.

日本 語 特 有 の 処 理 シ ス テ ム と して 、 ハ ー

ド、 ソフ トの両 面 での処 理 に関 して は、

1)「 漢 字 か な混 り文 変換 シス テ ム」、松 下

 温 、 山崎 晴 明、佐藤 文和 、Vbl.15, No.1,

 1974.1.

2)資 料 「タ ッ チ 打 法 に よ る 漢 字 入 力 」、 川

 上 晃 、 川 上 義 、Vbl.15, No.11,1974.11.

3)解 説 「姓 名 の カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム 」、

 田 中 康 仁 、Vbl.16, No.3,1975.3.

4)解 説 「漢 字 プ リ ン タ ー の 縦 横 変 換 方 式 」、

 面 谷 和 生 、Vbl.16, No.5,1975.5.

5)解 説 「漢 字 情 報 処 理 に お け る 特 殊 漢 字 」、

 大 倉 信 治 、Vbl.16, No.6,1975.6.

6)解 説 「漢 字 処 理 シ ス テ ム の 一 例(FCL)」 、

柿 沼 悌 司 、Vol.16, No.8,1975.8.

7)解 説 「高 速 漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム に つ

 い て 」、 黒 崎 悦 明 、Vbl.16, No.9,1975.9.

8)解 説 「パ タ ー ン 合 成 に よ る 漢 字 入 出 力

 装 置 」、長 谷 川 実 郎 、Vbl.16, No.9,1975.9.

9)解 説 「S5000漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム に

 お け る 文 字 コ ー ド」、 菊 池 利 徳 、Vbl.16,

 Noll,1975.11.

10)「 日本 語 文 入 力 用 カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム

 の 試 作 」、 木 村 健 、 遠 藤 安 彦 、 小 橋 史 彦 、

 Vo1.17, Noll,1976.11

11)「 カ ナ 漢 字 変 換 の 一 方 式 」、 牧 野 寛 、 勝

 部 康 人 、 木 澤 誠 、Vbl.18, No.7,1977.7.

12)解 説 「漢 字 処 理 装 置 」、 長 谷 川 実 郎 、

 Vo1.10, No.4,1978.4.

13)「 国 語 辞 書 の 記 憶 と 日 本 語 文 の 自 動 分

 割 」、 長 尾 真 他 、Vbl.19, No,6,1978.6.

14)「 清 書 プ ロ グ ラ ム 」、 杉 原 厚 吉 、Vol.20,

 Noll,1979.11.

15)「 漢 字 姓 名 入 力 シ ス テ ム 」、 野 寄 雅 人 他 、

 Vo1.19, No.3,1978.3.

16)展 望 「日 本 語 の ワ ー ド ・プ ロ セ ッ シ ン

 グ 」、 河 田 勉 、 天 野 真 家 、Vbl.21, No.8,

  ...1.

17)解 説 「日 本 語 文 字 発 生 方 式 」、野 村 仙 一 、

 小 池 博 之 、VbL21, No.11,1980.11.

自然 言 語処 理 を中 心に 、

1)「 自然 言語 処理 の た めの プ ログ ラ ミング

 言 語PLATON」 、長 尾 真 、 辻 井 」 、

 Vo1.15, No.9,1974.9.

2)「 速 記 反 訳 シ ス テ ム 」、 絹 川 博 之 他 、

 Vo1.16, No.6,1975.6.

3)談 話 室 「外 国語 デー タ ・バ ン クの構想 」、

 披 田野陽 一,Vbl.16, No.9,1975.9.

4)「 新 しい記号 処理 概念 に よるSNOBOL

 イ ン タプ リタ」、 三 上和 敬 、 豊 田順 一 、

 田中幸 吉 、Vbl.16, No.6,1975.6.

5)「 ス トリン グ処 理用 仮想 計算 機VC!Sと

 そ の上 で のSNOBOL 3の 実現 、国立勉 、
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 吉 田 雄 二 、 福 村 晃 夫 、Vbl.16, No.11,

 1975.11,

6)「 語 彙 の一 分割 法 の提 案 一意 味及 び文脈

 情 報 を 用 い た 日本 語 文 の 解 析 一 名 詞

 句 ・単 文 の 処理 」、長 尾 真 、 辻井 潤 一 、

 田中一敏 、Vbl.17, No.1,1976.1.

7)「 意味 及 び文脈 情報 を用 い た 日本 語 文の

 解析 一 文 脈 を考慮 した 処理 」、長 尾 真 、

 辻 井 潤 一 、 田 中 一 敏 、VbL 17, No.1,

 1976.1.

8)「 日本 語 文 献 に お け る重 要語 の 自動 抽

 出」、長尾 真 、水 谷幹 男 、池 田浩之 、Vol.17,

 No.2,1976.2.

9)報 告 「第6回 計算 言 語 学 国際 会議 に 出

 席 し て 」、 長 尾 真 、 辻 井 潤 一 、

 Vo1.17,No.11,1976,11.

10)「 自然 言 語 処理 プ ログ ラ ム」、長 尾真 、

 辻 井潤 一 、Vbl.18, No.1,1977.1.

11)「 日本 語情 報処 理 の過去 ・現 在 ・将 来 」、

 長尾真 、Vbl.19, No.2,1978.2.

12)「 日本語 情 報処理 特集 号 の編集 にあ た っ

 て」、長尾 真 、 田中穂積 、Vbl.20, No.10,

 1979.10.

13)「 情報 科 学 と自然 言語 」、長尾 真 、Vbl20,

 No.3,1979.3.

14)「 べ た書 き文 の分 か ち書 き と仮名 漢 字変

 換 」、 牧 野 寛 、 木 澤 誠 、Vbl.20, No.4,

 1979.7.

15)「 英 語論 文 の清書 に お ける英 単語 の 自動

 文節 に 関 す る統 計 的 方 法 、 朝 倉 秀 三 、

 Vo1.21, No.1,1980.1.

16)「 日本語 文構 造解 析 に よ る 自動イ ンデ ク

 シ ン グ方 式 」、 絹 川 博 之 、 木 村 睦 子 、

 Vo1.21, No.3,1980.5.

17)「推論 過程 をFuzzy化 した 自然言 語 シス

  テ ム」、三重 野博 司、戸 内順 一、Vbl.21,

  No.6,1980.11.

 さ らに、 言語 理 論 か ら人 工知 能へ の問題

と して 、

1)講 座 「言 語理 論 の最 近の話題 1」、笠 井

  琢美 他 、Vbl.15, No.1,1974.1.

2)講 演 「人 工知 能 研 究 に つ いて の 二 三の

  問題 」、西野 博 二、VbL 15, No.6,1974.6.

3.国 立国会図書館での文献

 国立国会図書館 のイ ンターネ ッ トによる

キー ワー ド検索2)に よると、

「機械翻訳」のキー ワー ドで得 られ た500

件の中か ら、1980年 までの文献を抽出する

と、以下の40の 文献が得 られた。この文献

の著者 を調べてみ ると、九州大学関係者が

15名 、京都大学が6名 、電気試験所が5名

と26件 の発表がな され ている。すなわち、

日本 では、 これ らの機 関が中心に機械翻訳

の研究が進 められてきた ことが分かる。

1)「 言 語 の機 械 翻訳 一1・2-」 、栗 原俊

 彦 他 、 電 気 通 信 学 会 雑 誌 、46(11),

  1963.11.

2)「 日米 科 学協力 委 員会 の機械 翻訳 セ ミナ

 ー につ い て」、 渡辺 修 、計量 国語学 会 、

  1964.06.

3)「 機 械 翻訳 の現 況 」、野 崎 昭弘 、情 報 処

 理 月例 資料:4)、1965.

4)「 機 械 翻 訳 の 意 味」、 大坪 一 夫 、言語 学

  論叢 、1965.05.

5)「 機 械 翻 訳 の 日本 語 に因 ん で」、井 上増

  次郎 、海 星 女 子学 院 大学1短 期 大学 紀 要

  (通号4)、1965.12.

6)「 言 語 」、 大河 内一 男 、服 部 四郎 、他 、

  東京 大学 公 開講座 、1966.

7)「 機 械 翻 訳 にお け る品 詞 分 類 と法 則 抽

  出」、清野 武 、電 気通 信 学会雑 誌 、50(2)、

  1967.02.

8)「Astudy on mechanical translation
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  from English into Japanese」 、杉 田繁

  治 、博 士論 文 、1968.

9)「 機 械 翻 訳 の現 状 」、 田町 常夫 、エ レク

  トロニ クス 13-05、1968.05.

10)「 機 械 翻 訳 に お け る諸 文 法 につ い て一

  Chomskyの 文法論 を 中心 に して」、小

  熊 均 、都 留 文科 大学研 究紀 要 、1968.06.

1D「 機 械 翻 訳 シ ステ ム につ い て の予 測 」、

  西 村 恕彦 、電気試 験所 彙 報 、、1968.10.

12)「 機 械 翻 訳 のた め の英 和 文 法 の研 究 」、

  西 村 恕 彦 、 電 気 試 験 所 研 究 報 告 、

  1969.01.

13)「D・treeモ デル に よ る機械 翻 訳 の アル ゴ

  リズ ム と諸 問題 につ いて」、石 原好 宏 、

  九州 大 学工学 集報 、1969.08.

14)「 英語 文 の単語 お よび熟 語 に含 まれ る構

  文情 報 の機 械 翻訳 につ い て」、石 原好 宏

  他 、1969.10.

15)「 ソ連 の機 械翻 訳 研 究 」、 石綿 敏 雄,計

  量 国語 学会 、1969。12.

16)「 機 械 翻訳 システ ムの 開発」、西村 恕彦 、

  電気 試験 所研 究報告 、1970.01.

17)「 機 械 翻 訳 プ ログ ラム の作 成 」、西 村恕

  彦 、 電 子 技 術 総 合 研 究 所 研 究 報 告 、

  1971.03.

18)「 日英 機 械翻 訳一1-」 、栗 原 俊 彦 、 九

  州 大 学工学 部集 報 、44(4)、1971。08.

19)「 日英機械 翻 訳 につい て一2一 述部 の処

  理 に つい ての考 察」、首藤 公昭 、福 岡大

  学 工学集 報 、1972.03.

20)「 日英機械 翻訳 につ い て一3一 単語 の意

  味 分類 と意 味的基 本構 文 」、首 藤公 昭 、

  福 岡大 学工 学集報 、1972.08.

21)「 トランジス タ回路 に 関す る分野 にお け

  る 日英機械 翻 訳・1-」、栗 原俊 彦 、九州 大

  学 工学集 報 、1972。10.

22)「 機 械 翻訳 シ ステム の研 究」、西村 恕彦 、

  博 士論 文、1973.

23)「 機 械 翻 訳 につ い て の一 考察 」、奥 村 宣

  嘉 、英米 文 学語 学研 究1関 西学院 編 、(通

  号2)、1973.

24)「 日常 言語 の機械 翻 訳(英 文)」、猪 俣靖 、

  北九州 工 業専 門学校 研 究報 告 、1973.01.

25)「 機 械 翻 訳 の研 究」、 渡部 満 彦 、言 語 生

  活 、1973.02.

26)「 日英 機械 翻訳 につ いて一4-P-P関

  係 お よび修 飾構 造 の意 味処 理」、首藤公

  昭 、福 岡 大学 工学集 報 、1973.02.

27)「 日英機械 翻 訳 につ いて一5一 連語 の処

  理 お よび 翻 訳 アル ゴ リズ ム 」、首藤 公

  昭、福 岡大学 工学集 報 、1973.05.

28)「D・treeモ デ ル に基づ く英 日機械 翻 訳 の

  た め の 言 語 分 析 に つ い て 」、 石 原 好 宏

  他 、電 子通信 学 会論 文誌 、D,1974.07.

29)「 日英機 械 翻 訳 につ いて一6一 述部 処理

  システ ムPPSIに つ い て」、首藤 公 昭 、

  福 岡大 学工 学集 報 、1976.03.

30)「 日英機 械 翻訳 の た めの述 部処 理 システ

  ム」、首藤 公 昭 、鶴丸 弘 昭、吉 田将 、電

  子通 信 学会論 文誌 、D、1977.10.

31)「 機 械 翻訳 お よび機 械 援助 翻訳(抄 訳)」、

  W.J.Hutchins著 、 中井 浩抄訳 、情報 管

  理 、1979.03.

32)「 機 械 翻 訳(日 本 語情 報 処理 〈特集 〉)、

  長 尾 真 、情報 処理 、1979。10.

33)「 機 械翻 訳 を理解 す るた めの基礎 用語 」、

  辻 井潤 一 、エ レク トロニ クス 、1979.12.

34)「 機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る基礎 的研

  究 」、長尾 真 、京都 大 学 、1980.

35)「 気 象 情報 理解 システ ム(ISBAR)に よ

  る 日英機 械 翻 訳」、田町常 夫 、九州 大学 、

  ・'1

36)「 意 味表 現 を仲介 とす る科 学技 術 文献機

  械 翻訳 システ ム に関す る研 究」、堂下修

  司、京都 大 学 、1980.

37)「 機 械 翻訳 と機 械援 助 翻訳 」、石綿敏 雄 、
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  現代 の 図書館 18(3)、1980.09.

38)「 機 械 翻 訳論 の試 み 」、 石原 好 宏 、 山 口

  大学 工学 部研 究報 告 、31(1)、1980.10.

39)「 着 実 に進 展 して い る機械 翻 訳(コ ン ピ

  ュー タ言 語 学(特 集)、 長 尾真 、科 学朝

  日、1980。10.

40)「80年 代 の機 械 翻訳 システ ム(計 算機

  は どこま で言 語 を理解 で き るか)」、辻

  井 潤一 、 自然1中 央公 論社 、1980.10.

 以 上の よ うな調査 か ら、ALPACレ ポー ト

前 後 にわ た っ て、 この 当時 、 我 が 国で は 、

計算 機 技術 の進 歩 と と もに、 これ を基 に 、

自然 言 語 処理 の技 術 が 、進 展 して き た こ と

が分 か る。

 そ して 、 トラン ジス タの進 歩 と と もに、

開発 の 中心 が 次 に述 べ る よ うな 日本 語 ワー

プ の開発 に向か っ た。

4.日 本 語 ワー ドプ ロセ ッサJW・103)

 1978年 に東芝 に よって開発 され た。初 の

日本語 ワー ドプ ロセ ッサ 、1978年9月 に発

表 。 出荷 開始 は、1979年2月 、当時 、 コン

ピュー タで 取 り扱 え る 日本 語 の 文字 は、 特

殊 な機 器 を用 い る一 部 システ ム を 除 き、 カ

タカナ が 当た り前 で あっ た。 一 方 、欧 米 で

は 、 タイ プ ライ タか ら進 化 した ワー ドプ ロ

セ ッサ が 広 く普 及 してお り、 日本語 で利 用

で き る ワー ドプ ロセ ッサ が望 まれ て いた。

 東 芝 で は、総 合 研 究 所 で森 健 一 らに よっ

て基礎 研 究 を重 ね た 文節 指 定入 力 に よるか

な漢字 変換 を、ミニ コ ンTOSBAC-40Lを 母

体 に した 事務 机 サ イ ズ のハ ー ドウェア に搭

載 し、 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサJW・10と し

て発 売 した。 文 節 指 定入 力 とは 、文 章 の読

み を文 節 ご とに 区切 って入 力 す る方法 で 、

た とえば、 「漢 字 を簡 単 に入力す る」 とい う

文 章 を入 力す る場 合 、 「か ん じを かん たん

に に ゅ う りょ くす る」 の よ うに3つ の文

節 に 区切 って入 力す る。JW・10の 入 力 方法

に は、 文節 指 定 入 力 の ほか に 、漢 字指 定入

力 が あ った。 漢 字指 定入 力 は 、漢 字 部分 を

指 定 して入 力 す る方 法 で、 先 の例 の場 合 に

は 、 「【か ん じ】 を 【か んた ん 】 に 【に ゅ う

りょく】す る」 の よ うに入 力 す る。 か な漢

字 変 換 技術 の開 発 に あ た って の最 大 の課 題

は 、同 音 異義 語 の 選 択 で あ った。 結 局 、文

章 の前 後 関係 、使 用 頻度 な どを利 用 した方

式 と した。 か な漢 字 変換 で使 用す る辞 書 に

は 、最 大80,000語 まで 登録 が可能 で、使用

者別 に頻 度 管理 を行 って い た。標 準 登録 語

と して辞 書 に 登録 す る こ とが で きたが 、 そ

の語 数 は、普通 単語 が10,000語 、固有名詞

が8,000語 であ った。JW・10が 発表 され た

時 の新 聞 で は 、 か な 漢 字 変 換 の 実 用性 を、

「例 え ば...ウ ラニ ワニニ ワ トリ→ 裏 庭 に

鶏 」 とい う表現 を用 い て いた。

  JW・10  JW・10モ デル2 JW-5

発売1979年2月 1980年7月  1981年1月

価格630万 円～ 340万 円～   260万 円～

 東芝の研 究開発チームを率いていた森健

一氏の談話 として4)
、

 当初、手書きの書類 を読み取 る装置を作

ろ うとしていたが、役人か ら、「欧米の役所

の生産性 が高いのは、タイプライター を使

って文書を作っているか らだ」と指摘され、

手書きの書類 を作 らなくて済む ように、「ワ

ープ ロ」の開発 を目指 した。

 そのコンセプ トは、

 ・手書き よりも早 く日本語の文章ができ

  る

 ・欧米の タイプライ ターのよ うに どこで

  も持 っていけるポー タビリテ ィー

 ・文書 ファイル に、電話線 を通 じてどこ

  か らで もアクセスできる

 ここで問題 なのは、「かな」あるいは ロー
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マ字で入力 して漢字 に直す時に 日本語に多

い同音異義語が問題 です。入力 したい単語

を、1回 目の変換 で どれだけ出せ るか、つ

ま り第一変換率を どれだ け高 くで きるかが

カギです。実験 した結果、手書 きよ り早 く

しようと思 ったら、第一変換率が95%以 上

にならなければ駄 目だ とい うことが分かっ

た。

5. ・.と 私の研究

～学生か ら東京大学生産技術研究所へ

 1959年 に大学4年 生にな り、卒業研究の

指導を電電公社 、武蔵野通信研究所 の半導

体研究部の川 ロ室長の指導 を受け、「トラン

ジスタの高周波特性」の研究 を行 なった。

卒業後 、就職 を川 口氏の推薦で、東京大学

生産技術研 究所 、第三部、野村民也教授の

研究室で働 くことにな り、1960年4月 に大

学卒業後は、 ここで働 かせていただ くこと

になった。 野村先生は、当時 「東大の ロケ

ッ ト」 と呼ばれていた ロケ ッ トのテ レメー

タ リングの専門家で した。 この後 、渡米す

るまでの1年 半の間、研究室の先輩の助手

の下で、 トランジスター回路の設計 を行 な

った。

 東大での研究内容 は、 自動雷検出装置 の

製作で、落雷の際のイ ンパル ス電流 を24時

間監視 し、磁気テープ に自動記録す る装置

で、 トランジスタ300個 か らなる回路の作

成 を先輩の もとで、お手伝 いす る仕事 で し

た。 当時、半導体製品は、米国が リー ドし

ていて、 トランジス タ回路の設計を進 める

には、米国の大学院に進 んでみたい とい う

願望が心の中に膨 らんできま した。そこで、

大学4年 のとき、「フルブライ交換留学生」

と、プ リンス トン大学へ奨学生の申請 を行

ない、幸いにもプ リンス トン大学大学院電

気工学科に奨学生 として合格 した。

 六本木での研究が半年 を迎 えた とき、留

学のときが来た。

～フルブライ ト交換留学生 として、プ リン

ス トン大学へ～

 ここか らは、私の人生 を決 めた出会 いで

す。アメ リカで迎 えた春 の初め、ロシアで3

番 目の宇宙飛行士であるチ トフ氏が大学の

講演会に来 ま した。 その講演 を聴 いて、私

の心 を悩ませ ることにな りま した。 当時、

私 は東 大の ロケ ッ ト打 ち上 げの 一員 で し

た。 まだ、 日本では、弾道 を描 くロケ ッ ト

を追尾 し、そ こか ら情報 を得 るレベルで、

人工衛 星、ま して有人宇宙船の打ち上げな

ど、何十年後 しか実現で きない レベルだ と

思 っていま した。 そこで、 この私の留学の

経験 を生か した仕事 はない ものか と、考え

ました。

 この大学には、すでに、デ ジタル ・コン

ピュータが設 置 され、そのプ ログラムの書

き方 を授業で習いま した。 「今の 日本 にはな

いが、必ず、デ ジタル ・コン ピュー タの時

代が来るはずだ」。 このコンピュータを応用

した研究はないものか と日々考 え、 コン ピ

ュータを利用 して、言葉 を翻訳す る研究は

どうなのか。 自分は 日本語 と英語 な ら少 し

はできる、そこで、 日英翻訳 をコン ピュー

タで行なえないのか。 このこ とについてい

ろいろと調べ、 日本 で、その研 究が始 まっ

ている、そ の 目的の コン ピュータが電気試

験所で、 トランジスタを使 って試作 されて

いることが分かった。 日本に帰 って、これ

を私の仕事に しよう!

～公務員試験か ら電気試験所へ～

 1962年10月 、留学 を終えて、帰国後、

公務員試験 を受 け、合格、電気試験所の面

接を経て、1965年4月 、夢 にまで見た電気

18



試験所に入所できま した。研修期間の3ヶ

月を終 え、通産省工業技術院電気試験所電

子計算機部情報処理特別研 究室に配属 され

ま した。

 私が入所 した とき、電子計算機部長 が和

田弘氏、研究室長が蓼沼良一氏、研 究室に

は西村恕彦氏が在室 されていて、すでに英

語 か ら日本語へ翻訳する計算機 「ヤマ ト」

が研究室に置 かれていま した。 これは、世

界で最初に作 られた翻訳 をす るための電子

計算機 で した。 この装置は、 トランジス タ

3,000個 を使 い、箪笥のよ うな大きさで、ブ

ラウン管 にそのプログラムの状態が ビッ ト

で表示 され るもので した。辞書を記憶す る

ための ドラムは、当時の電気洗濯機位の大

きさで した。 これで、4Kビ ットの記憶容量

です。今 では、想像 もつ きません。正確で

はあ りませんが、恐 らく、400語 位 の英和辞

書が蓄積 されていた と思われ ます。 この計

算機が 「ヤマ ト」と銘 々されたのは、「Ilove

yOU.」 と入力すると、「ワ レ ナ ンジヲ ア

イス。」 と 「大和言葉」で出てくるような翻

訳機だか らです。 この翻訳機 の操作 を学び

ま した。

 しか し、 この当時の 日本人の常識は、あ

る 日、友達 と会い、一杯や りなが ら、今度

入所 した研 究室 の名前 を教 えた ら、情報処

理 とは、下水処理みたいなもの、それは、

ソフ トウェアの研究だ とい うと、それ って、

アンダ ウェアの ような下着のことか、言語

処理特別研究室 とは、暗号解読の よ うな研

究をや る ところか と質問 を返 されて、往生

した記憶 があ ります。今では、想像す るこ

ともで きない時代での、研究のスター トで

した。

 そ して、機械翻訳の原理が理解で き始 め

た矢先 に、ALPACレ ポー トが1966年 に出

され たわけです。そ して、次の年 か ら、電

気試験所の予算項 目か ら機械翻訳 とい う言

葉 は消えて しまいま した。

 そ して、その後の10年 間は、カナ漢字変

換、KWIC、 辞書の蓄積 、検索、 COBOLと

いったプ ログラ ミングといった 自然言語処

理 の基礎研 究 と以下に記す よ うな詰将棋や

点字 といった応用研究を行なった。

 ～ 「将棋 ゲームの指 し手の理解モデル と

オンライ ン処理について」5)～

 とい う論文をプ ログラム ・シンポジュー

ムで発表 した。

 このゲーム を考 えつ くまでの経過 を述べ

てみ よう。 日本語 の計算機 による処理を考

えている とき、言語 と将棋 の比較 の話を思

い出 した。確か次のよ うな比較が述べ られ

ていた と思 う。

   形態論一駒の動き(駒 の働 き)

   統辞論一駒組、戦法

   意味論一詰める(必 死、詰めの手順 、

       終盤の技法)

   音韻論一手順 の分析 、統合に よる形

       態論への導入

 そこで思い出 され るのが、スイスの言語

学者 ソシュール(F.De Saussure)の 一般言

語学論義(Cours de Linguistique Generale,

1916)の 中で語 られている言葉 「想像 しうる

すべての比較の うちで、最 も適切 なのは、

言語の営 と将棋の勝負 とのそれである」(小

林英夫訳)で あ る。 もちろんここでの将棋

とはチェスを指 している。

 自然言 語 にお ける意 味の定義 と比較 し

て、少な くとも処理結果(ゲ ー ム終了時;

詰み)評 価 は明確 である とい う点に興味が

ひかれたの と同時に、チェスに比べて将棋

についてのプ ログラム化 は2、3の 報告を除

いて、その明確な手法の報告がな されてい

ない。 さらに、TSS画 像端末による日本語
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(漢 字)の 表示 が容 易 に 行 え、concurrent

file処 理 が 可能 な シス テ ム が利 用 で き る と

い うこ とか ら、 人 間 が学 習 す るた めの 将棋

QAシ ステ ム を試 作 して み よ うと思 い 立 っ

たの が、 このプ ログラム 開発 の動機 であ る。

画像 の制御

 TSS画 像 端 末 に よ り局 面 を 表 示 す る に

は、TOSBAC5600 FORTRAN-Yを ホス ト

言語 と してTSS環 境 下で働 くPLOD 10と

言 うグ ラフ ィ ック ・ソフ トウェ ア を用 いて

い る。 駒 を表 示す る漢 字 パ ター ンは 直線 で

分割 され た最大62個 の座 標 で表わ され てい

る。1文 字 は文字 パ ター ンの フ ァイ ル(3,000

種 の文 字)か ら漢字 番 号で 索 引 し、PLOT-10

に よ り表 示 す る。 なお 、 玉方 の駒 は漢 字 パ

ター ンを座標 変換 した もの を用 いて い る。

   9  A   °  偽   曳   ■   鎚   ぎ   隆

後

手

持

駒

馨:勤}簿 響 讐 尋 融 深1拶

 艇       切

4`癖4`癖4{癖 象 癖 癖

灘

               先

歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 歩 ㌦ 手

 角       飛   持

香 桂 銀 金 王 金 銀 桂 香 賢 駒

第1図 初期局面の表示例

 ～仮名点字 自動代筆システム6)～

 視覚障害者が言葉 を理解す るには、耳を

介す るか、点字を通 してである。現在視覚

障害者が本を読むには、直接、人(健 常者)

に読んでもら うか、 または これ を録音 した

磁気 テー プ を利 用す る とい う方 法 と点字

書 ・点訳書を読む といった方法がある。点

字 とテープは、その足 らざる ところをあい

補 い、視覚障害者の読書において、欠 くこ

とのできない役割 を果た している。

 訓練 され た視覚障害者 は、点字を放送の

アナ ウンサーがニュースの原稿を読む以上

の速度で点字 を読 める。 しか し、視覚障害

者 のために点字があって も、点字 で書かれ

た点字書は、非常に少 な く、かつ高価 であ

る。年間新 しく発行 され る通常の単行本は、

2万 点 を越 える。新聞 ・雑誌 を含めると、2

倍 に達す るとお もわれ るが、点字書は200

点前後に過 ぎない。 これ以外は、点訳奉仕

者による点訳書で、手作 りで作 られるので、

1冊 だけである。点字書 も多 くて300部 程

度である。これは視覚障害者の人 口が25万

人、その うち視力が完全にない者が10万 人、

さらに点字 を読める者が5万 人 といった少

ない面 もあるが、出版 され る点字書 は、原

本であ る普通図書に比べ、数倍 か ら数十倍

の価格 にもなる。 この原因は,発 行部数が

少ない こと、一冊の分量が多 くな り、高価

とな るとい った悪循環 によるものである。

た とえば、夏 目漱石の 「坊ちゃん」の文庫

本が点字では全2巻 に、また三省堂の国語

辞典が全32巻 にもなる。

 点字 と普通文字 の世界を結ぶ過程に、計

算機 を導入す ることによ り、正確で、高能

率、経済的な処理体系、点字情報処理の実

用化が待たれ ている。 とくに、 自動代筆 と

自動点 訳 の システ ム開発 が求 め られ て い

る。

 視覚障害者 が、直接点字 タイプ ライタを

打鍵す ることによ り、点字紙上に点字モニ

タが得 られ ると同時に、穿孔 された8単 位

の紙テープが得 られ る。 これ を計算機への

入力 と し、プ ログラムによ り普通文字へ変

換 し,出 力する方法を自動代筆 と呼ぶ。

 点字の世界で も、普通文字の世界 と同様

に 日本 と欧米 とでは,そ の表記 法が異なっ
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てお り、 日本語は漢字 ・平仮名 ・片仮名 と

いった多種の文字を使用 している。 しか し、

先 天的 な視覚 障害者 に漢 字 を教 える こ と

は、非 常に 困難 であ るため、 日本独 自の

Brailleの6点 点字に、仮名 を当てはめた仮

名点字表記法が一般 に用い られている。既

報の 「Braille符 号と漢字の変換処理」にお

いて、長谷川氏考案の漢字点字符号系を用

い る自動代筆 システムについて述べている

が、汎用性の面か ら、本 システムは、仮名

点字 と普通文字の漢字仮名混 じり文に変換

するシステムである。

 ここで採用 した仮名 点字体系は、できる

限 り日本点字表記法な らびに 「点字毎 日」

の表記法に準ず るが,54年 度 に改定の表記

法及び表記法 と矛盾す る点は修正を加 えた

ものである。

 「点字毎 日」の3部 に当たる約10万 字 を

標本 として入力 し,on-lineのTSS端 末上 に

処理結果 を出力す るシステム を開発 した。

なお、入力 を効率的に行 うた めに、汎用の

複合用語 に対す る速記処理機能が付加 され

ている。

 計算機により、仮名点字文を普通文(漢 字

かな混 じり文)に 変換する自動代筆 システム

では、仮名か ら漢字への変換での同音異義語

の処理である。

 本システムでは、約8,000語 の 自立語 と200

語ほどの付属語の辞書を用い、その接続情報

により解析を行い、同音異字の選択を行った。

標本 として 「点字毎 日」約10万 字を用いて、

変換実験を行い、90%以 上の変換率が得 られ

た。ただ しテキス トは,文 節 レベルの分かち

書きがなされている。 さらに、詳細に分野別

の変換辞書を付加す ることにより,95%程 度

の実用的なシステムの開発 目標が得 られた。

 1966年 頃になると、 日本で も、商用の電

子計算機 が発売 されま した。そ こで、研究

室 で は、 この 商用 の 計算 機 を用 いて 、機 械

翻訳 の シス テ ム の開 発 を始 め ま した。 プ ロ

グラ ミン グ言語 と して、COBOLを 用 い 、英

語 か ら 日 本 語 へ 、 入 力 文 と して 、Bell

Telephone Journalと い う技 術 文書 を翻 訳

す るシス テム の開発 を5年 程 か け、5名 程 の

研 究者 で進 め 、新 しい機 械翻 訳 システ ム 「や

ま と」をNEAC2200の 計 算機 上でCOBOI.

に よ る英 日翻 訳 システ ムの 開発 をす す め、

これが 完成 したの は、1968年 で した。

 ～研究室での機械翻訳 システムの開発

 つぎに、 日本 での コンピュー タの発展 と

ともに、情報処理の時代がやってきま した。

英語で書かれた論 文や技術 レポー トが増加

す る一方 で、 これ を 日本語に翻訳す る技術

翻訳家 の数が圧倒 的に不足す る時代 を迎 え

ま した。

 そ こで、科学技術庁が、国家プ ロジェク

トとして、1982年 か ら、いわゆる 「Muプ

ロジェク ト」がスター トす るわけですが、

これは、次回に述べたいと思います。
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一
The Five-Year Race to lbkyo 2020 Started at the TAUS Executive Forum .

                          The goal Beat Google.
                              (www.taus.net)

Jaan van der Meer

  We have heard this story many times

over the past sixty years in five years

from now, the computer will produce fully

automatic high quality translations. The

story goes back to January 1954 when

enthusiastic researchers in IBM's

headquarters in New York told the press

about the first experiment with MT that

they just concluded in cooperation with

scientists of Georgetown University. If all

goes well, the electronic brain will be

ready in five years to translate all of the

Soviet Union's documents into the

Queen's English in just a week's time.

  Now Japan has made it its story. The

inspiration is more peaceful with the

Olympic Games coming to Tokyo in 2020

Japan wants to surprise the world with

high quality   real-time   machine

translation  technology.  Naive  or

courageous?Well, this time the chances

are definitely much more positive. Dr.

Minoru Etoh, CEO of the newly formed

company Mirai Translate (= Future

Translate), is aware of the history of MT

and its disillusions. However, in an

interview in the last issue of TAUS

Review he said"Olympics are a good

motivation for everyone to contribute

their best work. We need to truly utilize

this hype."

  Minoru("Mick")Etoh unveiled the

plans for Mirai Translate at the TAUS

Tokyo Executive Forum hosted by

Oracle Japan on April g and 10. As Vice

President of NTT DoCoMo, he learned

to see the future when he was

managing artificial intelligence and

machine learning teams in California

and Japan. He opened his presentation

(http:〃www.slideshare.net1TAUSlmirai・tr

anslate-taus-tokyo-2015)with the credo

"lmpossible only means th
at you have still

screwed up the solution."Mirai Translate

has all the bits and pieces to make it

work. As a joint venture of NTT DoCoMo,

FueTrek and SYSTRAN, and with strong

ties to NICT, the company can avail itself

of multiple translation technologies, good

MT training tools, a large suite of natural

language processing tools and‐most

importantly‐large volumes of language

and translation corpora. The Mirai

Translate start・up team of丘 丑een people

is hiding  on  the  third  floor of a

hard-to。find office building, in one of the

backstreets of Akasaka, just a few

hundred meters from the prestigious NTT

DoCoMo office tower.

  Five years to beat Google. Nobody will

say it in so many words‐especially not in

Japan-but Google Translate has become

the benchmark for everyone who is set out
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to develop automated translation. The

hype for the Olympics of 2020 is a great

driver of course, but there is more that

can help to make this a success story.

First, there is funding from the

government. Two  ministries offer

financial support to various companies

and projects helping them to speed up the

development and deployment of machine

translation. Second, as everyone who

tried knows very well, automatic

translation from and into Japanese is

more complex and challenging than for

most other languages. Third, the need for

automatic translation in Japan is more

urgent than for most other regions.

Seventy-two percent of the Japanese don't

speak English. The urgency that is felt

now to open up communications with the

rapidly increasing stream of visitors and

business people is putting more focus on

spoken translation(S2S). Moreover, as we

have seen at the TAUS Tokyo Forum, the

progress that is being made on this front

is already impressive.

  One example of the support from the

Japanese government is the consortium

that is formed by Toyohashi University

of Technology. Professor Isahara opened

the TAUS Tokyo Forum with a

presentation of this multiyear project

and the partnership with TAUS

(https:〃www.taus.netlthinktank!news!pr

ess・releaseltaus-and・toyohashi・university

-of-technology-partner-to-support-japanes

e-industry-with-machine translation).

Japanese businesses‐large corporations

as well as language service providers‐

can join this consortium and share their

translation memory data helping each

other to train and build better MT

engines. The TAUS Data repository will

be used as the common platform for the

hosting and pooling of data. The project

looks  similar to  the  European

Commission's initiative to collect data

from regional and national governments

in all member states to help expand and

improve the MT@EC  automated

translation service.

  Like the European Commission, the

Japanese government is not betting on

one horse only. Big hopes are given to

NICT, the well-known research center

based in Kyoto, which will push the

already  impressive  VbiceTra4U

application to a state-of-the-art real-time

communications  application  with

support from the Ministry of Internal

Affairs. Dr. Eiichiro Sumita, the director

of NICT, presented and demonstrated

(http:〃www.slideshare.net/TAUS/nict-tau

stokyo2015)the accomplishment of NICT,

in cooperation with 290ther institutes in

25 countries under the U-STAR

consortium. If you have any doubts about

whether this might work(we listened to

the demos at the TAUS Forum), the

researchers invite you to download the

free apps from Google Play and the Apple

App store. The Olympic hype(and the

government support)allowed Dr. Sumita

to increase the efforts. He doubled the

number of researchers and formed the

Global Communications Plan (GCP),

again with the aim to collect as many as
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translation data as possible from the large

global corporations in Japan.

  Michael Paul, working for ATR Lek‐a

division of Fueh℃k, one of the hlvestors血

Mirai Translate - made it clear that

speech-to-speech translation is not just a

gadget that people want to play with on their

mobile phones. He presented a case story

(http:〃www.shdeshare.net!TAUS11430-mich

ael-paul)where ATR Lek has helped a

Japanese global rubber company to

establish much more efficient processes in

its Chinese factories with the help of a

custom-bu皿t domain-specific S2S system. Tb

complete the picture of the S2S market

s㏄tor Mark Sehgman of Spoken Translation

(http:〃www.slideshare.net1TAUS!spoken・

translation-taus-tokyo-forum-2015) and

the`TAUS house evangelist for S2S')gave

alively show of over the phone translation

apps.

  Now the question is: does the

introduction  and  adoption  of  S2S

applications represent a disruptive or

sustainable innovation for established

language   service   providers   like

Lionbridge and Moravia? Paula

Shannon, CSO, SVP of Lionbridge

(http:〃www.slideshare.net1TAUS/lionbrid

ge-taus-tokyo-forum-2015), assured the

audience at the TAUS Tokyo Forum that

machine translation is our industry's

single biggest innovation. Lionbridge

looks at all scenarios for the use of MT:

where it simply helps to add efficiency or

reduce costs(because it usually does), but

also where it opens completely new

opportunities and may hurt existing
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business, i.e. disruptive  innovation.

Ninety-three percent of the content on the

Internet is in English and seventy-two

percent of users prefer it to be in another

language, says Paula Shannon. Machine

translation serves as a force multiplier, as

we recorded in the TAUS MT Market

Report.

  Vladimir Reiff, who is heading

up sales for Moravia in Asia

(http:〃www.slideshare.net1TAUS11400・vl

adimir・re面, zoomed in on the case of

deploying MT for after sales support. A

clear case, as it seems, and as it has been

for a long time. Famous(for the insiders)

are the slides that Microsoft presented

already ten years ago showing that users

in almost all language regions are almost

as happy with the machine translated

support articles as with the human

translated articles. Chris Wendt

(http:〃www.slideshare.net1TAUS11120-ch

ris-wendt), who is heading up MT

Research at Microsoft, presented updated

reports about the user experience on

Microsoft's sites. The delta in the

satisfaction rate between human and

machine translation is negligible, except‐

indeed‐for Japanese.

  The Japanese language barrier is just

alittle harder to crack, as witnessed by

Nikon  Precision  Technology. The

Japanese manufacturer of wafer steppers

has a long history of using machine

translation technology. There is simply no

other way for the engineers and product

groups internally to keep up with the

communications and to respond effectively



to customer needs, which soon means

real-time chat translation. Andy Jones

(http:〃www.slideshare.net1TAUS11150・an

drew-jones)reported on the efforts and

step-by-step successes he and his team

have booked in narrowing the delta

between human and machine translation.

And which technology are they using

these days?Microsoft Translator Hub!

  The Microsoft Translator Hub popped

up in many presentations at the TAUS

Tokyo Forum. Think about Japanese

legislation. There are about 8,0001aws

and regulations in Japan and every year

about 1001aws are amended. In the spirit

of opening up Japan, these laws and

regulations should somehow be translated

into English. Crestec is participating in

this ambitious MT project that Yasuhiro

Sekine

(http:〃www.slideshare.net1TAUS!crestec-t

aus・tokyo・fbrum-2015)reported on at the

TAUS Tokyo Forum. The motor behind

this ambition for now is the Microsoft

T士anslator Hub.

   Exact numbers were not shared for

the conference recordings, but from

the conversations over lunch, dinner

and tea breaks, it became clear that

MT has exceeded the 40%of total

production  output  that  TAUS

estimated in its recent MT Market

Report. In a joint presentation of

Honyaku  Center  (the  largest

translation company in Japan)and

Memsource,  Hiroki  Kawano

(http:〃www.slideshare.net1TAUS!hon

yaku-center-taus-tokyo-forum-2015)

and David Canek talked about the rapid rise

of Memsource to become the most popular

translation technology in the company

(http:〃www.slideshare.net1TAUSla-path・t

o-partnership-honyaku-centers-adoption-

of-memsource-cloud). The success can be

contributed to a large extent to the power

of the cloud, which allows Honyaku

Center to measure and analyze

everything, but perhaps also to Microsoft

Translator Hub, which populates all the

empty segments when no matches are

found in the memory. All the meters point

in a positive direction on the company

dashboard when Memsource is the tool of

choice. No wonder also that Chris Wendt

called Memsource his favorite translation

memory tool.

  In summary, we can say that the TAUS

Tokyo Forum 2015 was a milestone event.

All the evidence is there In five years,

Japan will surprise the world with an

unprecedented translation power and a

population happily conversing in the

languages of the visiting tourists and

businessmen. But whether the winning

platforms will be all Nippon powered

technologies or be cruising also on Google

and Microsoft clouds, remains to be seen.

Microsoft has already gained a strong

positon and Google is not giving up. The

fancy Google offices in Roppongi Hills are

very attractive for the young and bright

developers and computational linguists.

In the race towards Tokyo 2020, we expect

that many more investments will be
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made, new products and platforms will be

launched and more alliances will be formed.

Just as we were wondering why Gengo, the

crowdsourced translation service based in

Tokyo, canceled their participation in the

TAUS Forum at the last minute, we were

surprised by the news that the company

raised a new investment of$5.4 million

from Japanese firms. Matt Romaine, who

took over the helm as CEO of Gengo,

mentioned Tokyo 2020 as an important

motivator for the Japanese investors to step

in. For the new Gengo strategy of Open

Data, Matt Romaine could very well have

taken his inspiration from the TAUS

Forum in Dublin in 2013, where he saw

Aiman Copty presenting the business

intelligence   dashboard   of   Oracle's

Worldwide Product Translation Group. The

datafication of the translation industry

(https:〃www.taus.netlthink・tank!articles!

event'articles!are-translation・industry・le

aders-up-to-the-challenge)was announced

there and then. In addition, it is obvious

of course if you can't measure and

benchmark, you don't know anything...

you certainly cannot claim that you beat

Google.

  If you want to know more, be

inspired and find out how the future of

the translation industry will play out,

join TAUS at the next Industry

Leaders  Forum   in   Berlin

(https:〃events.taus.net!events!forumsl

taus-industry・leaders・forum-2015) or

the  QE  Summit  in  Dublin

(https:〃events.taus.net!events!confere

nces/taus-ge-summit-2015).

なお 、本 原 稿 の 日本 語 訳 版 「Googleに 打

ち勝 つ の は誰 だ 。」は 以 下 のペ ー ジ で ご 覧

に なれ ま す 。

https:〃ja.taus.net/blog/beat-google
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一
  TAUS Tokyo Forum

     氏名:中 村 哲三

所属:(株)エ レク トロスイ ス ジャパ ン

TAUS Tokyo Forumが 今 年 も4月9日 、10日 の両 日、

東 京 、青 山 の オ ラ クル タ ワー で 開催 され た(日 本 オ

ラ クル 株 式 会社 協 賛)。2010年 か ら始 ま ったTAUS

Tokyo Forumは 、 早 い もの で 、 今 年 で5年 目 とな る

(2011年 は 中止)。 主 催 者 は オ ラ ンダ の機 械 翻 訳 系

の シ ン ク タ ンク 、TAUS(Translation Automation

User Society)で あ る。 参加 者 は 、 ツー ル ベ ン ダ ー 、

LSP(Language Service PrQvider)、 関 連 ソ フ トウ ェ

ア企 業 、 ク ライ ア ン ト、新 規 ビジ ネ ス 開発 な ど約

60名 に の ぼ った 。2020年 の オ リン ピ ック に 向 け て 、

機 械 翻 訳(MT)へ の 期 待 が 高 ま る中 、官 民 そ れ ぞ れ に

さま ざま な 動 きが 活 発化 して い る こ と もあ っ て 、そ

れ ぞれ の発 表 に 対 して 白熱 した議 論 が 展 開 され た。

合せ て20の プ レゼ ンテ ー シ ョン が成 され た。 そ の

内 訳 は 以 下 の とお りで あ る:MT動 向2、 MTサ ー ビ

ス3、 ケ ー ス ス タ デ ィ2、 研 究 発 表6、 音 声MT翻 訳

2、 周 辺 技 術/サ ー ビ ス5
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まず 、オ ラ クル(株)の 千 明(ち ぎ ら)さ ん に よ る ホ ス

トス ピー チ か ら始 ま り、TAUSの 主宰 者 で あ るJaap

van der Meerさ ん の今 年 度 の プ ログ ラ ム紹 介 に引

き継 が れ た 。

そ れ ぞ れ の プ レゼ ンテ ー シ ョン の概 要 は 以 下 の と

お りで あ る。

■4月9日(木)

・豊橋技術科学大学 とTAUSの 提携

豊 橋 技 術 科 学 大 学(TUT)の 井 佐 原 先 生 が 、 文 部科 学

省 の援 助 を受 けて 今 年 の4月 に機 械 翻訳(MT)の 新

規 プ ロジ ェ ク トを ス タ ー トさせ た こ とを発 表 した 。

これ は 、MTの 品質 を 向 上 させ るた め に 翻 訳 メ モ リ

ー(TM)を 集 積 し、ドキ ュ メ ン ト関 連 に 活 用 して い こ

う とい う もの で あ る。バ イ リンガ ル の テ キ ス トデー

タや 用 語 辞 書 は 、MTの 品 質 向 上 に は 欠 か せ な い。

TUTはTAUSと 提携 して 、 TAUSのTAUS Data

Repositoryや 評 価 シ ス テ ム で あ るDynamicQuality

Frameworkを 活 用 して 、 日本 の ク ライ ア ン ト企 業や

翻 訳 産 業 が それ ぞれ のTMな どの 言 語 リ ソー ス を共

有 し、 翻 訳 品 質 を 向 上 させ て い くこ と を促進 す る。

この プ ロ ジェ ク トは 、2日 前 の 「多言 語 情 報 発 信 シ

ンポ ジ ウム(TKUN)」 で 一 般 に 公 開 され た。欧 米 の 企

業 と異 な り、 日本 の 各 企 業 か らは なか な かTMデ ー

タの 共 有 とい う発 想 が 出 て こ な い。そ うい う意 味 で

も、 この プ ロ ジ ェ ク トが 日本 のTMデ ー タ の 共有 を

促 進 し、MT発 展 に貢 献 す る で あ ろ うこ とは予 測 で

き 、そ の 動 向 は注 目に値 す る。
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・MTの 多 角 的 な 活 用

世 界 の 翻 訳 産 業 を 牽 引 す る トップLSPで あ る ライ

オ ン ブ リッジ 社 の 副社 長 、Paula Shannonさ ん の 発

表。ライ オ ンブ リッ ジ社 がMTを どの よ うに と らえ 、

活 用 して い る か を説 明 した。ライ オ ンブ リッ ジ社 は

MTを 以 下 の よ うに 活 用 して い る:

一 ク ライ ア ン トが翻 訳 で き る コン テ ンツ 量 を飛 躍

的 に増 加 させ る

一 翻 訳 コス トを低 減 す る

一 ク ライ ア ン トが 素早 く世 界 中 の ユ ー ザ ー に 情報

を提 供 で き る よ うにす る

一 翻 訳 対象 ご とに 異 な っ た 品質 で提 供 す る

MTは 翻 訳 会 社 に とっ て継 続 的 革新 な の か破 壊 的 革

新 な の か とい うジ レン マ を もた らす 。 しか し、イ ン

ター ネ ッ トコ ンテ ン ツ の93%が 英 語 で 書 か れ て い

て 、そ の うち72%の ユ ー ザ ー が母 国 語 で そ れ らの 情

報 を入 手 した い と思 っ て い る こ とを考 えれ ば 、MT

が そ の解 決 策 に な る こ とは 見逃 せ な い。

・日英における数字表現のMT翻 訳

翻 訳 ベ ン チ ャー で あ る八 楽(Yaraku)の リン ギ ス ト

Mike Tian-Jian Jiangさ ん の発 表 。 彼 は こ の フ ォ

ー ラ ムの 常 連 で も あ る
。 自社 内 のEBMTを 使 っ て 数

字 表 現 を含 む 文 章 のMT効 率化 を 実 現 した。 数 字 が

含 まれ たTMの フ ァ ジ ー マ ッチ を合 成 して翻 訳 す る

もの で あ る。これ を 実現 で き て い るCATツ ー ル は な

か な か 少 な い 中、八 楽 で は特 にCJKに つ い て 良 い成

果 を出 して い る。

・MTと 検 索 エ ン ジ ン

これ ま た この フォ ー ラム の 常連 で あ るマ イ ク ロ ソ

フ ト社 のChris Wendtさ ん の発 表。 自社MTを 使 っ

て 自社 の 多 言 語 カ ス タマ ー サ ポ ー トサ イ ト作成 を

効 率 化 して い る。 目標 と して は 、翻 訳 をユ ー ザ ー に

とっ て どの よ うに すれ ば最 適 に な る か とい うこ と

で あ る。な に もす べ て 人 力 で 手 間 暇 か けて 作 れ ば い

い とい うわ け で は な い。第 一 、翻 訳 の 量 が あ ま りに

も膨 大過 ぎ て 、予 算 や 時 間 制 限 が あ る中 で な か な か

対応 で き る もの で もな い。チ ェ コ語 の 例 を使 っ て説

明。 ナ レ ッジベ ー ス の 重 要 な 部 分2.5%は 翻 訳 者 が

翻 訳 して い る。 そ の2.5%の と こ ろの ペ ー ジ ビュ ー

が50%を 占 め る。 そ れ 以 外 の と ころ をMTを 使 っ て

約10日 で 翻 訳 した 。(た だ し、日本 語 で は難 しい。)

・日本 語 をMTで 翻 訳 で き る か

半導 体 関連 の フ ォ トリ ソ グ ラ フ ィー 装 置 メー カ ー

で あ る ニ コ ン プ レシ ジ ョン テ ク ノ ロ ジー の

Andrew Jonesさ ん の 日英MT苦 労 話 。 毎 月300万 文

字 の技 術 資料 を翻 訳す る 必 要 が あ る。Wordbee TMS

にMicrosoft Translator Hubを 連 動 させ てMT化 し

て い る が 、 日英 の翻 訳 品 質 は な か な か 向 上 しな い 。

現 時 点 で は 、日本語 の ドキ ュ メ ン トを英 語 ネ イ テ ィ

ブ が概 要 を理 解 す る の に役 立 て て い る 程 度。現 状 で

の問 題 点 は以 下 の とお り:

一 意 思 が 明快 で な い表 現

一 論 理 に一 貫 性 が な い

一 文 章 の 構 造 が稚 拙(や た らExce1を 使 う)

一 語 数 が 多 い

'Women in LQcalizationの 紹 介

こ の フ ォ ー ラ ム と は 直 接 関 係 な い が 、午 後 の セ ッ シ

ョ ン の 初 め に 、Women in Localizationと い う

LinkedInグ ル ー プ に つ い て 、 日本 支 部 代 表 の 上 田

有 佳 子 さ ん(ネ ッ トア ッ プ 株 式 会 社)か ら 説 明 が あ

っ た 。Women in Localizationは 、2008年 に カ リ フ

ォ ル ニ ア で 設 立 さ れ た 、ロ ー カ リ ゼ ー シ ョン 業 界 で

働 く 女 性 が 交 流 を 深 め て 知 識 や 技 術 を 共 有 し合 う

グル ー プ 。 日 本 支 部 は 現 在22名 。 定 期 的 に 交 流 イ

ベ ン トを 開 催 し て い る 。 参 加 希 望 者 は 、LinkedIn

で 「Women inLocalizatiQn」 とそ の 日本 支 部 「Women

in LQcalizatiQn Japan」 の 両 グ ル ー プ に 入 会 申 請

を す る こ と。 以 下 参 照:

〈http://womeninlocalization. com/〉
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・ア フ ター サ ー ビ ス と して のMT

急 速 に 成 長 して い るチ ェ コのLSP、 モ ラ ビア 社 の

Vladimir Reiffさ ん の発 表 。 同社 は ア ジ ア地 域 で

も販 売 を大 き く伸 ば して い る。同 社 は 、ア フ タ ー セ

ー ル スサ ー ビス を拡 売 の チ ャ ン ス と して と ら え て

い る。企 業 は ア フ タ ー セ ー ル ス サー ビス を将 来 に 向

け て の投 資 とは考 えず 、コス トと感 じて い る と ころ

が あ る。 そ うい っ た 中 でMTの 活 躍 の 場 が 考 え られ

る。 コ ス トを抑 え てMTを 活 用 して サ ポ ー トマ テ リ

アル を 効率 的 、 効果 的 に つ くる こ とに よ っ て 、LSP

は ク ラ イ ア ン トを つ な ぎ とめ る こ とが で き る。効 果

的 な サ ポ ー トマ テ リア ル に よっ て 、 ユ ー ザ ー のCS

は 向 上 す る。そ して 、ク ライ ア ン トは そ れ を他 社 と

の 差別 化 に利 用 で き るか らで あ る。

・日本 法令 の翻 訳 シ ス テ ム づ く り

日本 有 数 のLSP、(株)ク レ ス テ ッ ク の 関 根 さ ん の ニ

ッ チ(だ け ど 重 要!)へ の 挑 戦 。 法 務 省 が 運 営 す る

「日本 法 令 外 国 語 訳 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 」

〈htt 噸//www. is aneselawtranslation. o.'/〉 と

い う もの が あ る。 こ こ に 、これ ま で に 翻 訳 され た 日

本 法令 は2015年 の1月 で 約500も あ る。 しか し、

この 数 字 は満 足 で き る もの で は な い。 日本 で 施 行 さ

れ て い る 法 令 は約8,000も あ る か らで あ る。 しか

も、翻 訳 され た もの の 多 くは 最 新 の 改 訂 が 反 映 され

て い な い。そ の 改 訂 を適 用 す るの に時 間 が か か るか

らだ 。 毎 年 、100も の 法 令 に改 訂 が入 る とい う。 改

訂 の た び に 翻 訳 を 直 す の は 無 理 な 話 で あ る。そ こで

登 場 す るの が 関 根 さん が 開 発 、 担 当す るMTで あ る

 Japanese Law Machine Translation

〈http://itrd. crestec. cQ. jp/jlmt/default_en. as

px>。 SMTにTMを コ ンバ イ ン した もの で 、2014年7

月 か らテ ス トを 開始 した。 現 在 、TMを 集 積 中。

○ お茶の会

ホス トであるオラクル社のご厚意により、両日の休

憩時間に、トップフロアにあるお茶室でお茶の会が

催された。海外からの参加者の関心を集めた。

・日本発 のMTエ ン ジ ン の 可能 性

(株)ヒ ュー マ ンサ イ エ ンス の 徳 田 さん 、中 山 さ ん に

よ る発 表 。 最 近 、 ヨー ロ ッパ 発 のMTエ ン ジ ン が優

勢 に な って きて い るが 、それ は あ くま で も欧 州 言 語

に焦 点 を 当て た も ので あ る こ と を認 識 す べ きで あ

る。欧 米 言 語 とは 異 な る構 造 の 書 語 ペ ア の 場 合 、つ

ま り 日英 な どの場 合 は 日本 発 のMTエ ンジ ンを 使 っ

た ほ うが 品質 の 良 い翻 訳 が 得 られ る とい う もの。①

日本 発 のSMT(Syntaxあ り)、 ②SMT(Syntaxあ り)、

③SMT、 ④.; の4つ の エ ン ジ ン を使 っ て 、300ペ

ー ジ の マ ニ ュア ル を英 日で 試 した結 果
、① が 最 も 品

質 が 良 か った 。
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・ポ ス トエ デ ィ ッ ト価 格 の 決 め 方

これ また 日本 有 数 のLSP、(株)十 印 の 川 原 さん に よ

る興 味 深 い トピ ッ ク。MTが 翻 訳 実 務 に 大 き くか か

わ りだ した 昨 今 、しか も ス タ ン ダー ドな 価 格 設 定 が

定 着 して い な い現 状 、ポ ス トエ デ ィ ッ ト(PE)価 格 の

決 め 方 は 、当の 翻 訳 会 社 の み な らず ク ライ ア ン トや

翻 訳 者 に とっ て も非 常 に気 に な る と ころ で あ る。十

印 は 、①MT翻 訳 の 目的 、②PEの レベル 、③MTの 品

質 の3つ をPE価 格 設 定 の 要 素 と した。 ① で は概 要

がつ か めれ ば い い のか 、それ と も対外 的 に使 用 した

いの か と い うこ とが あ る。③ は コーパ ス の 量や 元原

稿 の 品 質 レベ ル に影 響 され る。この3つ の 要 素 をベ

ー ス に、 そ れ ぞ れ の 評 価 に従 っ て価 格 を設 定 した 。

当然 の こ とだ が 、PEの 価 格 は一 定 で は ない 。

・ ドキ ュ メ ン ト発 行 後 の ポ ス トエ デ ィ ッ ト

○ ネ ッ トワ ー キ ン グ デ ィ ナ ー

一 日 目 の 終 了 後 に
、赤 坂 エ ク セ ル ホ テ ル 東 急 で 主 催

者 に よ る ネ ッ ト ワ ー キ ン グ パ ー テ ィ が あ っ た 。 リ ラ

ッ ク ス し た 雰 囲 気 の 中 で 、参 加 者 た ち は 交 流 を 深 め

あ う こ と が で き た 。

                    、饗懸 ・
   善纏   聯 胱灘煕鮒 ・胸凱～一            儲・一一～    レ蹴鷺緕
     《 棚撫一               護剛噸噺              鵜糊                              _

1醗 貧
複 紘 、

マ イ ク ロ ソ フ ト社 のChrisWendtさ ん の 再 登 場 。 SNS

ネ ッ トワー クを うま く使 え ば 、ス ピー ドと コス トと

品質 は 共 存 で きる とい うもの。 マ イ ク ロ ソフ ト社

は 、 しば ら く前 か ら外 部 リ ソー ス を 活用 してPEを

行 っ て い る。 ウェ ブ 上 で ドキ ュ メ ン トを発 行 した

後 、 その ドキ ュ メ ン トの表 現 に 問題 が あ っ た場 合 、

外 部 の メ イ ンユ ー ザ ー か らSNSで 指 摘 を して も ら

い 、そ の 指 摘 を内 部 で評 価 して 、必 要 で あれ ば 内 容

を変 更 す る と い うもの 。 これ に よ り、従 来 、ス ピー

ドと コス トだ けのMT結 果 に 品 質 が加 わ る こ とに な

った 。

■4月10日(金)

・HTよ り もMT

ノ㌧ .

 、;

ドキ ュメ ン ト シス テ ム ソ リュー シ ョン の(株)ISE

の若 林 さん と弊職 に よ るプ レゼ ンテ ー シ ョン。日本

企 業 で あ っ て も、各 企 業 が 有 す る英 仏 な ど の大 量 の

英 語TMデ ー タ を活 用 す れ ば 、 MT翻 訳 品 質 を大 幅 に

向上 で き る とい う もの。言 語 に よ っ て は 、翻 訳 者 が

翻 訳 した もの と同等 、も し くは そ れ 以 上 の 成 果 を あ

げ た もの もあ った 。 ま た 日英 に つ い て は 、MT品 質

を向 上 させ る た め に 、そ の 前 段 階 と して 日本 文 を書

き な お す 作 業(プ リエ デ ィ ッ ト)を 提 案 した 。 弊 職

は 、日本 語 を わ か りや す く翻 訳 しや す くす るた め に

 Plain and Logical Japanese (PLJ) 77 Rules

と い うル ー ル を 設 け て い る。 これ は 既 存 の ル ー ル

や 、 日本 文/英 文 ライ タ ー で あ る弊 職 が 長 年 に わ た

っ て 蓄積 して き た も の を ま と め な お した もの で あ

る 。PLJを ご 希 望 の 方 は 、 中 村 ま で:

〈tetsuzo. nakamura@electrosuisse. CO. jp>
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・エ ニ ドア の翻 訳 サ ー ビス

ク ラ ウ ド翻 訳 サ ー ビスConyacで お な じみ の(株)エ

ニ ドア のUna SQfticさ ん に よ る発 表 。 ク ラ ウ ド翻

訳 サ ー ビス とは 、ネ ッ トを 介 して 翻 訳 を手 軽 に 依 頼

(ユー ザ ー 側)し て 、受 注(翻 訳 者 側)す る も の。現 在

で は 、45,000人 もの バ イ リンガ ル 、 マ ル チ リンガ

ル 翻 訳者 た ち が ネ ッ ト上 で 、 ロー カ リゼ ー シ ョン 、

コ ピー ライ テ ィン グ、校 正 作 業 、PEな ど ドキ ュメ

ン ト関 連 の 作 業 に 従 事 して い る。

・(株)み らい 翻 訳 の 紹 介

設 立 した ば か りの ニ ュー ベ ンチ ャー 、(株)み らい翻

訳 の栄 藤 さ んか ら、自社 とそ の ロー ドマ ップ の紹 介

が あ っ た。み らい 翻 訳 はNTTド コモ 、フ ユー トレ ッ

ク 、 シ ス トラ ン3社 の合 弁 企 業 。NICTと も連 携 し

て い る。 そ の 出 自 か ら、 「しゃ べ っ て コ ンシ ェル 」

な ど リアル タイ ム で の音 声 を絡 め たMT展 開 、 そ し

て ビ ッグデ ー タ を活 用 して の新 規 分 野 の 開拓 な ど

前 途 は果 て しな く広 が っ て い る。 日本 人 の72%が 英

語 を話 せ な い 、 理解 で き な い とい う絶 好 の(?)環 境

下 で 、 どの よ うにMTを 活 用 して 新 規 ビジネ ス分 野

を開 拓 して い け る か 、他 人 事 な が ら非 常 に 気 に な る

と こ ろで あ る。

・翻 訳 セ ン タ ー 、Memsourceと 提 携

日本 一 のLSP(株)翻 訳 セ ン ター の河 野 さん とク ラ ウ

ド型 の翻 訳 プ ラ ッ トフ ォー ムMemsourceのDavid

Canekさ ん に よ る発 表 。 翻 訳 セ ン ター は2011年 に

Memsourceを 試 験 的 に使 い始 めた 。 そ して 、現 在 で

は段 階 的 に 、言 い換 え る と部 門 単位 でMemsourceを

導 入 して い る。 そ の成 果 は 大 き く表 れ て き て お り、

昨年2014年 に は翻 訳 セ ン ター は売 上 で94億 円 、そ

して 純利 益2.7億 円 を 達成 した。部 門 に よ って は 従

来 勢 力 の 抵 抗 が あ る もの の 、収 益 の 向 上 と い う観 点

か ら、次 第 に社 内 で の 地位 が確 立 され て きた 。

・音 声MT翻 訳 の そ の 先

音 声 ベ ン チ ャ ーSpoken Translation社 のMark

Seligmanさ ん の 発 表 。 Converser 4.0、 携 帯 電 話 を

使 っ て リア ル タ イ ムMTの デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン 。

い わ ゆ るSpeech-to-speech(S2S)翻 訳 。 MTに つ い

て はPangeanic(Manue1さ ん)の 協 力 を 得 て い る 。

対 象 言 語 に 翻 訳 し た も の を 元 言 語 に 戻 す こ と で 、そ

の 翻 訳 の 品 質 を 評 価 す る(Back translation)こ と

も行 っ て い る 。

;纏1轟 賠灘 ・憲 ・・1
                 卿 鱗噸 騨繁壌璽    辮 騨 騨 聯 鱒、

蘂 ψ 、ド.
編賛 」 ト     ・、

   .`'         弱・
  翼

・TM Townの 紹 介

栃 木 県在 住 のKevin Diasさ ん が 、 ラ ンチ 前 に 飛 び

入 りで発 表 。TM Town-A Translation Enablement

Platformと い うTM利 用 の 翻 訳 者 登 録 サ イ トを 運 営

して い る。独 自の アル ゴ リズ ム を使 っ て 、翻 訳 者 と

依 頼 翻 訳 業 務 の マ ッチ ン グが 判 断 され る。翻 訳 者 は

TM Townに 自 由 に登 録 で き る。 そ して 自分 にマ ッチ

した 仕 事 が 来 た ら、それ を割 り当て られ る。詳 細 は

以 下 の サ イ トに:〈https://…. tm-tQwn. com/〉
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・工場現場での音声MT翻 訳 ビジネスアプリ

音 声 翻 訳 ベ ン チ ャ ー の(株)ATR-TREK社 のMichael

Paulさ ん に よ る発 表 。 この 会 社 は前 出 フ ユ ー トレ

ッ ク社 の 子 会 社。スマ ー トフォ ン向 け音 声 翻 訳 サ ー

ビス の 「しゃ べ っ て 翻 訳 」な ど をつ くっ て い る。 こ

の 「しゃ ぺ っ て翻 訳 」は 全 国300か 所 の 旅 行 案 内 所

で海 外 か らの観 光 客 に 活 用 され て い る。Michae1さ

ん は 、この 技 術 を 日本 の 某 ゴム メー カ ー の 中 国 工 場

で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ツ ール に転 用 した。日本 人

技 術 者 と中 国 人 労働 者 の 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

促 進 に 活 用 して い る の で あ る。 騒 音 の 大 きな 工場

で 、音 声認 識 の 問題 を ク リア した りす る 苦 労 が あ っ

た。

・U-STARコ ン ソー シ ア ム

NICTの 隅 田 先生 に よ るS2Sの プ レゼ ンテ ー シ ョン。

多言 語 音 声MT翻 訳 を 実 現す る た め に 、世 界 中 の音

声MT翻 訳 研 究 を ネ ッ トワー ク化 した。 これ が 、

「U-STARコ ン ソー シ ア ム」(Universal Speech

Translation Advanced Research cQnsortium)で あ

る。U-STARは 、現 在 、世 界25の 国や 地域 の30の

研 究 所 か ら構 成 され て い る。U-STARは 世 界 の 公 用

語 の95%を カバ ー して い る。 こ こで 使 わ れ て い る多

言語 音 声MT翻 訳 ア プ リが 「VoiceTra4U」 で あ り、

ア ップル 、ア ン ドロイ ド双 方 で 無 料 で ダ ウ ン ロー ド

で き る よ うに な っ て い る。 プ レゼ ン では 、初 期 の 音

声MT翻 訳(1992年)を 紹 介 しなが ら 、そ れ と現 在 の

もの を比 較 させ た。 ま さに 、音 声MT翻 訳 の 最 先 端 。

飛 躍 的 な進 化 を遂 げ て い る と言 え る。現 在 、総 務 省

の号 令 の も と、研 究者 を2倍 に増 や して 、医療 、シ

ョ ッ ピン グ 、交 通 、ホ テル とい っ た シ ー ン で の活 用

の 研 究 が 成 され て い る。

・TAUS Quality Dashboard

TAUSのJaap van der Meerさ ん の 発 表 とま とめ。

TAUSで は 会 員 相 互 のMT品 質 の 向上 を促 進 して い く

た め に 、Dynamic Quality Framework(DQF)を 提 供

して き た。これ を さ らに使 いや す い もの にす る た め

にQualityDashboardと して進 化 させ た。 これ に よ

り、 会員 相 互 にMTの 初 歩 か ら、 MTア ウ トプ ッ トの

評 価 、PEの トレー ニ ン グな どの 分 野 まで 幅 広 くMT

に 関 す る集 合 知 と して のMT推 進 環 境 を整 備 した。

   嘲■                  .                  ●

              一 一

塾麹 鐸難愚塗魁1
一 ヨ 騨ず ・匹二 謡

a._.   
、

■■1■L____-  F

TAUSはMTの フ ァ シ リテ ー タ ー と し て の 活 動 に よ

り 、世 界 中 に 参 加 メ ン バ ー を 拡 大 して き て い る 。 さ

ま ざ ま な 分 野 のTMデ ー タ が っ ま っ たTAUS Data

Repositoryは 今 や550億 セ グ メ ン トに 達 し て い る 。

ま た 、Dynamic Quality FramewQrkシ ス テ ム は 会 員

相 互 のMT評 価 やMTの 貴 重 な ナ レ ッ ジ ベ ー ス と し て

機 能 し て い る 。TAUSに 関 し て の ご 質 問 は 、 主 宰 者

で あ るJaap van der Meer〈jaap@taus. net> ま た

は 中 村 ま で ど うぞ

<tetsuzo. nakamura●electrosuisse. co. jp>

予 告: TAUS Tokyo Forum 2016

開 催 予 定 日 2016年4月19日(火)、20日(水)
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多言語情報発信シンポジウム報告

井佐原均豊橋技術科学大学

1.シ ンポ ジ ウムの概 要

名称:グ ローバル社会への対応 を 目指す多言語情報発信 シンポジ ウム

   ～Translation Knowledgebase and User Network(TKUN)の 提案～

主催:国 立大学法人豊橋技術科学大学多言語翻訳研究本部

後援:経 済産業省

   一般財団法人テクニカル コミュニケーター協会

   一般社団法人 日本翻訳連盟

   アジア太平洋機械翻訳協会

日時:2015年4月7日(火)シ ンポジウム10:00～17:00

             情報交換会 17:00～19:00

場所:一 橋講堂中会議場(東 京都千代 田区)

参加者:企 業、翻訳会社を中心に130名

     (内訳概数:産 業界か ら60名 、翻訳業界か ら60名 、大学等か ら10名)

    情報交換会 約50名

2.開 催趣 旨

 グローバル社会を迎 え、国内製 品の海外販売、国内企業 の海外進出、国内観光地への海

外か らの集客な ど、様 々な場面で海外への情報発信の重要性が高まっている。 ヨー ロッパ

においては欧米言語間の機械翻訳が実用化 され、様々な分野で活用 されは じめている。 一

方、 日本では機械翻訳の性能 は不十分 と思 う人が多 く、機械翻訳を ビジネスで活用す ると

い う考え方が十分 に浸透 していない。

 この状況を打破す るためには、我 が国の国際競争力を強化につながる効率良い多言語情

報発信 を実現す る枠組みが必須である。 ここでは個 々の組織の持つ言語資源 を集約するこ

とによって機械翻訳 の精度 を向上す ることは もちろんであるが、適切 な文書作成や後編集

も含めた多言語情報発信プロセスを規定 し、機械翻訳 を単体のシステムではなく、このよ

うなプ ロセ スの一部 と して取 り扱 うこ とが必要であ る。 これ を実現す る枠組み として、

Translation Knowledgebase and User Network(TKUN)を 提案 した。 TKUNに 業種の垣

根を越 えた様々な企 業 ・組織が結集 し、それぞれの持つ知識やデー タを持 ち寄ることによ

り、効率の良い多言語化が実現できる。今回、TKUNに 関わる話題 を議論 し、協力者 を募

ることを 目的に本 シンポジウムを開催 した。
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3.シ ンポジウムの成果 と今後の展開

 このシンポ ジウムはTKUNの 目指す方向性 を、多言語化す るべ き文書を持つ産業界 と、

多言語化 を実際 に行 う翻訳会社 に直接語 りかけることを目的に開催 した。 シンポジウム参

加者は、おおよそ、ユーザ企業か ら60名 、翻訳会社か ら60名 、大学等か ら10名 であった。

学術集会ではな く、社会実装のための広報の場 とす る目的は十分に達せ られた。産業界か

らの参加者 として、様々な分野の著名 な企業の参加が あった。翻訳会社か らは、国内外の

トップ クラスの企業か らの参加 を得た。また、産業界、翻訳業界の双方の業界団体の参加

もあった。我 が国における多言語情報発信 への興味の高ま りを実感する とともに、本 シン

ポジウムにおいて、的確な対象に向けてTKUNの 有効性 を伝 えることができた。

 今後は、 この シンポジ ウムを後援 していただいた方々をは じめ、オール ジャパ ンの体制

での多言語情報発信環境の整備 を推進 したい。国際的に認知 されているTAUSの 枠組みを

デー タ共有のプ ラッ トフォームと して用いることによ り、産業界、翻訳業界の双方 の参加

を容易にす る予定である。

4.シ ンポジ ウムの詳細

4.1 オープニング

 シンポジウムの開始にあた り、シンポジウムの

主催者を代表 して、大西隆豊橋技術科学大学学長

/日 本学術会議会長が、開催の ご挨拶を行 った。

麟耀灘繊樋 7
織からのご挨拶を頂いた。はじめに経済産業省商

務情報政策局情報通信機器課広瀬健治課長補佐  大西隆学長(豊 橋技術科学大学)

熱鷺 膿三鷺難 臨紬灘1
で あ り、期待 す る との ご挨 拶 を頂 いた。つ づ けて 、

山崎敏正テクニカルコミュニケーター協会専務             鞭

理事か ら、日英翻訳に対す る協会会員のニーズに

合ったプ・ジェクトとして期待しており脇 会と        灘

してバックアップしたいとのご挨拶を頂いた。東             灘

郁 男 日本翻訳連盟会長/株 式会社翻訳セ ンター                         広瀬健治氏(経済産業省)

社長 より、翻訳業界へのクライアン トのニーズを

満たすためには機械翻訳の使用が考え られ 、翻訳

繋{

灘
x

g
,-
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に関わる諸団体が協力す ることが必要 との ご挨

拶を頂いた。また、中岩浩巳アジア太平洋機械翻

訳協会会長/名 古屋大学教授か ら、今回のシンポ

ジウムが機械翻訳協会 の 目指す方 向 と一致 して

お り、機械翻訳を含めた翻訳 ワークフローの実現

に期待す るとのご挨拶を頂 いた。

難
擦欝

蒔
                    覇
                    繍

山崎敏 正 氏(テ クニカ ル コ ミュニ ケー ター協会)

騰1灘継
M

炉 黙

東郁男氏(日 本翻訳連盟) 中岩浩 巳氏(ア ジア太平洋機械翻訳協会)

{"%F

A

4.2 基調講演

 シンポジウムの初めに、京都大学名誉教授 ・元

総長/日 本学士院会員の長尾真先生による 「グロ

ーバル社会における多言語機械翻訳(MT)の た

めの相互協力の必要性」と題 した基調講演が行わ

れた。グローバル時代にな り世界中の人々の交流、

貿易、技術輸 出、等々が盛んにな り、多言語間の

相互翻訳の必要性がますます高まってきている。

特 に2020年 東京オ リンピック ・パ ラリンピック

が開催 され る とい う状況に対処す るた めには翻

訳 関係者 と企業 が相互 に協力す る体制 を作 るこ

懲琴

騨騨 蔭・

長尾真先生(京 都大学)

・
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とが重要である。東京 オ リン ピック ・パ ラ リンピックをスポーツのみな らず、文化 の祭典

でもあると位置づけ、京都を対象 とした動 きを紹介 した。機械翻訳 システムの現状や性能

向上の方法に触れ 、産業界におけ る翻訳システムへの要求がますます増 大す る言語産業時

代の到来を示 し、言語資源の作成 と共有の重要性 から、TKUNの 必要性を論 じて頂いた。
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4.3 TKUNの 紹介

 一般講演 として、まず井佐原均(豊 橋技術科学

大学教授)が 「国際競争力の強化 に今 、求め られ

るもの。-TKUNの 提案一 」 と題 して講演を行

った。我 が国産業の国際競争力の強化に必須であ

る効率の良い多言語情報発信を実現す るために、

ユーザの持っデータや知見の共有に基づ く新 し

い翻訳プロセスを実現す る枠組み として、TKUN

を提案 した。TKUNで は、機械翻訳を用いた多

言語情報発信の性能向上のため、文書作成、機械

翻訳(用 語辞書の充実)、 後編集 の3つ のチャン

井佐原均(豊 橋技術科学大学)

スを活用する。TKUNは 、機械翻訳エ ンジンの開発プ ロジェク トではな く、企業の垣根を

越 えてのデータ共有を行 うことによ り、多言語情報発信プ ロセス全体の効率化を 目指す、

協働実証プロジェク トであることが強調 された。

 次に秋葉友良豊橋技術科学大学准教授が 「開発

と評価のための言語資源」と題 して講演を行った。 撫議           懸 蕪

ここでは、現在の主流である統計的鰍 翻訳 ll憾 譲 ,. 。馨 撰

(SMT:Statistical Machine Translation)の 手

法を概説 し、SMTの 改良や評価 に必要 となる言

語資源 を紹介す るとともに、言語資源の大きさと

翻訳性能について論 じた。また、多言語機械翻訳

の実現において問題 とな る言語資源が不十分な

言語 に対 して、他の言語の大規模資源 を利用 して

機械翻訳を適用する手法について紹介 した。

4.4 海外 の動 向紹介

 オ ラ ンダ に拠 点 を置 く翻 訳 の国 際 的 シ ン ク タ

ン クで 、本活 動 と協力 協 定 を結 ん で い るTAUS

の紹 介 をTAUSの デ ィ レクター であ るJaap van

der Meer氏 が 「Introduction of TAUS and

insights in the global market for machine

translation」 とい うタイ トル で 講 演 を行 った。

TAUSが 世 界 的 な翻 訳産 業 の リソー スセ ン ター

で あ り、よ り良 い グ ロー バル コ ミュニ ケー シ ョン

の実 現 を 目指 して、翻 訳産 業 の規模 や重 要性 の拡

大 を 目指 して い る こ とが示 され た。また 、TKUN
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秋葉友良(豊 橋技術科学大学)
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Jaap van der Meer氏(TAUS)

プロジェク トの支援 によって 日本語化 されたTAUSの ウェブページも紹介 された。
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 Microsoft ResearchのChris Wendt氏 は

「MicrosofしTranslator and TAUS Data・The

importance of in-domain training material for

statistical MT」 と題 した講 演が行 った。 Microsoft

は2003年 か ら 自社 の技術 資料 を機械 翻 訳 し、後 編

集 な しに ウェブ上 で公 開 して い る。この よ うな精 度

の機 械 翻訳 の実現 に は、分 野 ご との学習 デー タを使

用す る ことが重 要 で ある こ とを実例 に 沿 って示 し、

分野 ご との翻 訳 メモ リの共 有 の重要 性 を述べ た。小

規模 で ス ター トし、成 功例 を示 し、拡 張す る とい う

サ イ クル の重 要性 を述 べ た。
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 Chris Wendt氏

(Microsoft Research)

4.5 産業界か らの多言語情報発信への期待

 パナ ソニ ック株式会社の大西浩司氏は 「制作現

場の一例 と機械翻訳"深 化"へ の期待」と題 して、

パナ ソニ ックでの使用説 明書 の開発 体制 を紹介

し、電子マニュアル(eマ ニュアル)の 多様化 に

ついて触れた。またグローバル展開の加速 により、

マニュアルの多言語同時完成が必須 とな り、マニ

ュアル作成 の30%以 上の時間及び コス トが翻訳

に費や されることを示 した。機械 に出来 ること、

機械の方が得意なことは機械に任せ たい と、機械

翻訳への期待 を寄せ た。

 ヤマハ株式会社の遠藤幸夫氏は、翻訳メモ リの

導入に よ り英語 か ら欧州言語への翻訳 で成果 を

あげた こと、しか し日英翻訳では うま く使 えなか

ったことを述べ、多 くの部署で英訳のニーズがあ

ることか ら機械翻訳への期待を述べた。 ドキュメ

ン トのス タイル をルール として覚 えこませ るこ

とで、あるいは大量のコーパスを統計的に分析 さ

せ ることで、それぞれの業界に とって自然な英文

に翻訳が可能 とな り、いろいろな場面での翻訳ス

ピー ドア ップが可能 とな り、正確なメ ッセージを

世界に発信で きると、期待を述べた。
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 バ ン ドー化学株式会社の岩崎英丈氏は 「多言語     灘警

情報 発 信 へ の期 待 ～ ビジネ ス の強 化 にPlus   ,,、

。。。の醗 を!一」と題 して、実務 におv、て直面 膿

した問題 を例示 し・その解決策 とな りうるデー タ 難

べ一 ス の必甦 を述 べた・TKUN一 の鮪 と し
3g...

て 、語学 ハ ンデ ィを減 らす 緩 衝材 と して の役 割 を#M.k.〉

                      こ蓑こ   w再

求めた。具体的には、一般的分野では 「何処でも

利用出来 るサー ビス」が、専門的分野では 「完成

まで連続的連携 したサー ビス」が必要 とされ るで

あろ うと述べた。

翼
餐

岩崎英丈氏(バ ン ドー化学株式会社)

4.6 翻 訳 会社 の 立場 か ら

 株 式 会社 翻 訳 セ ンター の 河 野 弘毅 氏 が 「デ ー

タを使 った翻 訳 を成 功 させ る方 法」 と題 した講

演 を行 った。Translation Management System

を利 用 した翻 訳 に お い て、機 械 翻 訳 が 使 われ る

場 合 はお よそ半 分 で あ り、 そ こで はマ イ ク ロ ソ

フ トとGoogleの シェアが圧 倒 的 で ある。デー タ

を使 った翻 訳 を成 功 させ るに は 、大 量 か つ高 品

質 の 言 語 資産 ・優 れ た 工 学 技 術(エ ン ジ ン 改

良)・ 上 手 な言語 資 産運 用 の 三つ の 要素 が あ る。

言 語 資産(用 語集 ・翻 訳 メモ リ ・コーパ ス)は

雛 姦
纐    .
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醗

騰
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簑
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鞘
鞘

鑓

1
鍾

河野弘毅氏(株 式会社翻訳セ ンター)

翻訳会社に よる人力翻訳 か ら取 り込まれ る。翻訳会社は言語資産 を管理す る役割 を担 うこ

とになろ うとの見解が示 された。

4.7 国際標準化の動 き

 機 械翻訳 に関わ る国際標準 の制定の現状 につ

いて、株式会社川村インターナシ ョナルの森 口功

造氏が 「機械翻訳+ポ ス トエデ ィッ トに関す る国

際標準化の動 き」 と題 して講演 した。現在、ISO

に お い て 、 翻 訳(ISO17100)、 制 限 言 語

(ISO24620・1)、 後編集(ISO18587)な ど、翻

訳 ・通訳に関連す る国際標準化 について議論が進

め られている。講演では、機械翻訳処理を した

後のポス トエデ ィッ ト(後 編集)に 関わるプロ

セス、要員の資格な どを国際標 準化す るため議

論 されているISO18587の 現状 を説明 した。

_.騰 鰯

灘
鐵

へ

     森 口功造氏

(株式会社川村イ ンターナシ ョナル)

38



4.7 クロージング

 シンポジウムの総括 として、井佐原均豊橋技術科学大学教授か ら、TKUNの 実働に向け

て以下のよ うなメッセージが述べ られた。

ユーザ企業の方に

  可能 な範囲のデー タ共有か ら始めて、TKUNの 有効性を実感 していただきたい。

LSP(Language Service Provider)の 方 に

  データを用いた翻訳プ ロセスの向上を実現 し、ユーザ企業に有効性を示 していた

  だきたい。

大学 ・研究機 関 ・機械翻訳ベ ンダーの方に

  ユーザ企業やLSPに 実際に提供 できるシステムの開発 を進 めていただきたい。

国や業界団体の方に

  皆様の リーダーシ ップによって、我が国企業 による理解 を促 し、新 しい枠組みの

  構築を支援 していただきたい。

 最後に、井上光輝豊橋技術科学大学理事副学長 が、講演者、参加者 にお礼 を述べ るとと

もに、機械翻訳の社会実装に向けて企業の皆様 にご支援いただきたい とご挨拶 した。

井上光輝理事副学長(豊 橋技術科学大学)

5.終 わ りに

 豊橋技術科学大学では多言語翻訳研究本部を設置 し、TKUNの 活動を推進 してまい りま

す。皆様のご支援をよろ しくお願い申 し上げます。
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一
第14回 日中 自然 言語 処理共 同研 究促進会議(CJNLP2014)参 加報告

アジア太平洋機械翻訳協会

中岩 浩巳,長 瀬 友樹

1. は じめに

 日中自然言語処理共同研究促進会議は 日本と中

国の言語情報処理の研究者が情報交換する目的で

2001年 から毎年、日中交互で開催 している招待ベ

ースの国際会議です。2014年 は中国開催の年とな

り、2014年10月12日 、13日 に四川省の省都であ

る成都にて開催されま した。

 本報告では、同会議の様子を発表内容を中心にご

紹介 します。

2. 参加機関

 中国での開催 ということもあり、中国側の参加機

関は中国の自然言語処理の研究開発を代表する大

学 ・研究機関 ・企業からの参加がありました。具体

的には、企業としては、マイクロソフ トリサーチア

ジア、百度、富士通研究所北京、リコーソフ トウェ

ア研究所北京、大学からは、北京大、精華大、復旦

大、恰爾濱工大、重慶大、東北大、厘門大、蘇州大、

西華大、北京交通大、北京郵電台、北京言語大、大

連理工大、江西師範大、研究機関からは中国科学院、

中国科学技術情報研究所から30人 の参加がありま

した。 日本からは東北大、筑波大、豊橋技科大など

の大学、JST、NICTの 独立行政法人、富士通

研、NTTの 企業を中心に19人 参加 しました。

3. 会議概要

 中国語情報処理学会会長の李生教授 と、AAMT

初代会長の長尾眞京大名誉教授からの ご挨拶のあ

と、日中双方か ら様々な発表がありました。

 招待講演 としては、蘇州大の周国教授による中国

語の談話構造アノテーションに関する講演 と、マイ

クロソフ トリサーチアジアの辻井先生によるバイ

オテキス トの構造化に関する講演があ りま した。

 一般公演は、オーラル17件 とポスターセ ッショ

ン22件 がありました。中国側の主な発表は、精華

大における自然言語処理研究(語 義曖昧性解消、中

国語表現パターン抽出、言語横断情報検索等)、実

時間Web検 索を用いた機械翻訳(マ イクロソフ ト

リサーチアジア)、アノテーシ ョンの自動アダプテ

ーション(中 国科学院)、言語理解のためのエンテ

ィティ関係付与 と関係抽出(中 国科学院)、 スケル

トンベース翻訳(東 北大(中国))、百度 自然言語処理

グループにおける研究開発、統計翻訳 とテンプレー

ト翻訳を融合 した中日機械翻訳(大 連理工大)な ど

で分野は多岐にわた ります。

 AAMTか らは、 AAMTの 概要紹介と、最近の

委員会活動の紹介を行いました。

轡

0

/

職 鋤
.蟻 斗

オ ー ラ ル セ ッ シ ョン会 場

4. AAMT委 員 会 活 動 の紹 介

 AAMTか らの 発 表 は 、10月12日 の オ ー ラル セ ッ

シ ョン で 、筆 者(中 岩)よ り、AAMTテ ス トセ ッ

トを用 い たMT出 力 の 自動 誤 り分析 、及 び 、用 語 集

を簡 単 に作 成 ・共 有 ・再 利 用 す る こ とを 目的 と した

用 語 集 形 式UTXの 紹 介 を行 い ま した。 AAMTテ ス

トセ ッ トが 中 日翻 訳 エ ン ジ ン評 価 の た め の ツ ール
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で あ り、 ま た 、UTXが 日本 語 、英 語 に加 え て 中国

語 を サ ポ ー トした こ とで 、中 国 か らの 参 加 者 に も興

味 を持 っ て 聞 い て い た だ け た よ うで した。

 翌 日の ポ ス タ ー セ ッシ ョ ンで は 、AAMTテ ス トセ

ッ トに よ る 自動 評 価 サ イ トと、UTX形 式 の チ ェ ッ

クプ ログ ラ ム の 実 演 デ モ を 筆 者(長 瀬)が 行 い ま し

た。 レン タ ル のWifiル ー タか ら 日本 の サ ー バ へ の

接 続 が必 要 で した が 、 問 題 な くデ モ が 動 作 しま し

た 。会 場 に机 の用 意 が あ りませ ん で した が 、前 日の

ポ ス ター 発 表 者 か らPCス タ ン ドを借 りる こ とが

で きま した 。90分 の セ ッ シ ョンで 、7,8名 に対 して

デ モ 説 明 と質 疑 の 対 応 を しま した 。

 質 疑 の 中で 、エ ン ジ ンベ ン ダ が テ ス トセ ッ トに チ

ュー ニ ン グ して しま うこ とを 危 惧 す る コ メ ン トが

あ りま した 。対 処 方 法 と して 、テ ス トセ ッ トに 大量

の ダ ミー 文 を 混 ぜ て 本 物 の テ ス ト文 が わ か ら な く

して い る こ と を説 明 しま した 。 今 後 の 進 め 方 と し

て、特 許 や 契 約 書 な ど特 定 文 書 向 け の テ ス トセ ッ ト

の開 発 を検 討 中で あ る こ とを伝 え ま した 。

    1 臥 ㌶.       織

    諭 聾      "

悔 羅,編
            や   ,

r一
  畠   聖            へ 〆  、醒

鷲藷1
      ポスター発表の様子

門性の高い用語を記述する枠組みであるため、多訳

語の問題は起き難いことを説明 しました。

5. 所感

 筆者は本会議の初期から度々参加 していますが、

回を追 うごとに、中国側の研究開発のレベルが向上

している印象があ ります。これは、現在の 自然言語

処理に関連す る主要国際会議 における中国か らの

発表件数の多さを反映 しているものであるともい

えます。 日本は、20世 紀までアジアにおける自然

言語処理研究の リーダ的存在でしたが、残念なが

ら、今は中国に逆転 されているといっても過言では

ありません。これは現在の中国の経済状況を反映 し

ているものでもあるのでしょう。その意味でも、日

本の研究開発 は中国との連携が今まで以上に重要

であり、本会議の意義がさらに重要になってきてい

るのではないでしょうか。

6. 次回の本会議

 前述の通 り、次回は日本開催の番 となりますが、

本会議の最後に青森で開催され ることがアナ ウン

スされています。

 UTXに 関しては、複数の人か ら多訳語の扱いに

ついての質問があ りました。UTXは 部門やプロジ

ェク トといった比較的小さな組織を単位 として、専
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一
Japio世 界 特 許 情 報 全 文 検 索 サ ー ビス(Japio・GPGIFX)の 紹 介

  長谷川雅昭、大塩只明

一般財団法人 日本特許情報機構

1 は じめ に

 一 般 財 団 法 人 日本 特 許 情 報 機 構(以 下 「Japio」

とい う)で は 、2012年7月 に 主 要 国 ・機 関 の 特 許

文 献 を 日本 語 と英 語 の 両 方 で横 断 的 に検 索 で き る

「Japio世 界 特 許 情 報 検 索 サ ー ビ ス 」(以 下

「Japio・GPG」 と い う)の 提 供 を 開 始 し、 AAMT

ジ ャー ナ ルNo.55(March 2014)で ご紹 介 させ て

い た だ きま した。

 また 、2014年8月 よ り、主 要 国 ・機 関 の 特 許 明

細 書 全 文 を 蓄積 デ ー タに加 え た 「Japio世 界 特 許 情

報 全 文 検 索 サ ー ビス 」(以 下 「Japio・GPG!FX」 と

い う)※1の 提 供 を 開 始 し て い ま す 。 今 般 、

Japio-GPGIFXの ご紹 介 の た め誌 面 を頂 き ま した

の で 、 そ の 特 長 、 概 要 、使 用 して い る機 械 翻 訳 技

術 、今 後 の 予定 につ い て 、 ご説 明 します 。

※1Japio・GPGIFXは 、株式会社発明通信社 とJapioが

  協同で提供す るサー ビスです。

...        1
世罫詩許情朝全文検稟サービズ・一悔[_

         国 匹 蝿L」
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一 回
・◎7一ζ 天の鐸■」三層藺_セ ご,嘱 :マ..

[Japio-GPGIFXト ッ プ ペ ー ジ]

2 Japio-GPGIFXの 特 長

(1)世 界 の 特 許 情 報 を横 断検 索

 Japio・GPGIFXは 、 日本、中国、米国、欧州と

国際特許出願(以 下 「PCT」 とい う)の 特許明細

書全文を日本語及び英語(機 械翻訳含む)に より、

一括で横断検索できます
。 また、前記以外の国 ・

地域 ・機関の特許出願 も発明の名称、要約文の英

語※2を日本語(機 械翻訳)で 検索できます。

※2欧 州特許庁(EPO)が 提供している全世界規模の特

  許書誌情報データベース(以下「DOCDB」 という)

  の英語情報を使用しています。

(2)日 本語ダイレク ト検索

 あらか じめ機械翻訳された日本語を直接検索す

ることにより、日本語の特許公報を検索する感覚

で、世界の特許情報を検索できます。

 また、機械翻訳 された 日本語は検索結果にも表

示されますので、迅速に閲覧できます。 この機械

翻訳された日本語は、段落 ごとに原文(英 語、中

国語)と 対訳形式で表示 しますので、機械翻訳文

と原文を対比 しながら閲覧できます。
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(3)便 利な検索支援機能

 技術用語の異表記を知 ることができる 「用語検

索支援機能」、出願人や発明者の表記バ リエーショ

ン(表 記ゆれ、省略形などの異表記)を 確認でき

る 「出願人検索支援機能」、「発明者検索支援機能」

の各機能により、検索作業をサポー トします。

ア.用 語検索支援機能

 検索式に用いる技術用語の作成支援のため、入

力 したキーワー ドから日本語や英語の技術用語の

関連語を抽出 してリス ト表示できる機能です。こ

れは、Japio独 自の言語資源 とノウハ ウを活用 した

もので、日本語 ・英語での技術用語の異表記語 ・

関連語の把握と、漏れが少ない検索に役立ちます。

イ.出 願人検索支援機能

 出願人名を検索 し、 日本語 ・英語 ・中国語での

表記バ リエーシ ョンを参照できます。その参照結

果から自動生成 される検索式を、コピー&貼 付け

だけで検索に利用できます。

ウ.発 明者検索支援機能

 発明者名を検索 し、日本と英字での表記バ リエ

ーションを参照できます。特に、外国人の発明者

名をカタカナで検索 して、その英語表記を調べる

ことができます。

・米国、欧州、中国の特許については、JPO及 び

INPITが 作成 した和文抄録(米 国特許明細書和

文抄録、米瞬公開特許明細,韮ド和 丈抄録 、欧州公

開特許明細書和文抄録、中国公開特許和文抄録)

も蓄積 しています。

収録国

中国(CN)

日本(JP)

アメリカ(US)

欧州(EP)

PCT(WO)

韓国(KR)

蓄積開始年
(公報発行年)

1985年

1993年

1979年

1978年

1993年

1978年

   使用データ
※データ種別により蓄積期間は異なる

中国公報データ、中国公開特許和文抄録テキスト
データ、機械翻訳デー4,代 農図面 、全図面、D㏄

DB

日本公開特許公報データ、公表公報データ、日本特

許公報データ、日本実用新案公報データ、機械彌訳
データ、代表図面、全図面、PAJ、DOCDB,整 理

標準化データ

米国出w公 開特許データ、米国登録特許データ、米

国公開特許和文抄録データ、米国物許和文抄録テ

キストデー9,機 械翻訳デ→ 、代衰図面、全図面、
DOCDB

欧州特許公開出願公報デーs、 欧州登録特許公報

データ、欧 州公開特許和文抄録テキストデータ、機

械翻訳データ、代表図面、全図面、DQCDB

PCT国 際 出願データ、日本公衰・再公表公報デー
   -              DQCD8

DOCDB,代 衰図面、機楓翻訳データ

3 Japio・GPG/FXの 概 要

(1)蓄 積 デ ー タ

 蓄 積 デ ー タ は 、 各 国 ・機 関 の 特 許 公 報 、 日本 国

特 許 庁(以 下 「JPO」 と い う)及 び 独 立 行 政 法 人

工 業所 有権 情 報 ・研 修 館(以 下 「INPIT」 とい う)

が 作 成 し た 和 文 抄 録 、EPOが 提 供 し て い る

DOCDB等 を使 用 して い ます 。

 以 下 に 、 蓄積 デ ー タの概 要 を説 明 しま す 。

・米 国 、 中 国 、 欧 州 、PCTに 特 許 公 報 全 文 とそ の

英 日機 械 翻 訳 した 日本 語 を蓄 積 して い ます 。 ま た 、

日本 の 特 許 公 報 全 文(日 本 語)と そ の 機 械 翻 訳 し

た 英 語 を蓄 積 して い ます 。

[主要収録国データの提供範囲]

・前述 のDOCDBは 、 主要 国 を含 む100の 国 ・地

域 と機 関 の 特 許 情 報 を収 録 して い ます 。 これ ら

特 許 情 報 に は 、特 許 公 報 の 書 誌 情 報(発 行 国 、

公 報 種 別 、 出 願 番 号 、 文 献番 号 、 出願 日、 文 献

発 行 日、 出願 人 、 発 明 者 等)、 特 許 分 類(IPC、

CPC、 ECLA)、 発 明 の名 称 、要 約 が含 まれ ます。

ま た 、発 明 の 名 称 、 要 約 が 英 語 で あ る場 合 は 、

機 械 翻 訳 の 日本 語 も合 わせ て 蓄積 して い ます 。

・日本 につ い て は 、INPIT作 成 した 整理 標 準 化 デ

ー タ か らFI 、 Fタ ー ム を蓄 積 して い ま す。
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[検索対象国の設定画面]
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(2)検 索

ア.検 索 項 目

 検 索 項 目は 、書 誌 情 報(文 献発 行 国 、公 報 種 別 、

出 願 番 号 、 公 報 番 号 、優 先 権 主 張 番 号 、 出願 日 、

公 報 発 行 日、出 願 人 、発 明者)、 特 許 分 類(IPC、

CPC、 ECLA、 FI、 Fタ ー ム)、 発 明 の名 称(英 語 、

日本 語 、中国 語)、 要約 文(英 語 、日本 語 、中 国語)、

請 求 項(英 語 、 日本 語)、 詳 細 な 説 明(英 語 、 日本

語)で す 。 な お 、英 語 と 日本 語 は機 械 翻 訳 され た

もの も対 象 とな りま す。

イ.検 索方 法

 検 索 方 法 は 、 予 め 検 索 画 面 に 検 索 項 目が 窓 表 示

され た 「項 目検 索 」 と 、質 問 式(ク エ リ)を 入 力

す る 「詳 細 検 索 」 の 二種 類 が あ ります 。

 項 目検 索 で は 、項 目間 はAND条 件(IPC、CPC、

ECLA、 FIの みOR検 索)で 、同一 項 目で はAND、

OR、 NOT検 索 を指 定 しま す。 ま た 、 括 弧 も使 用

可 能 で す 。

 詳 細 検 索 で は 、項 目名 、AND、 OR、 NOT、 括

弧 を用 いて 質 問 式(ク エ リ)を 作 成 ・入 力 します 。

・・◎世罫特許情綴全文検索サービス
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ウ.検 索 回答 表 示 画 面

 検 索 回 答 表 示 画 面 は 、 「一 覧 表 示 」、 「詳 細 表 示 」

と 「公 報 表 示 」 の 三 種 類 が あ りま す。

① 「一 覧 表 示 」画 面 は 、一 画 面10件 単位 で 、発 明

 の 名 称 、 出願 人 、発 明 者 、 出願 番 号 、 出願 日、

 文 献 番 号 、発 行 日、特許 分 類(IPC、 FI、 Fタ ー

 ム)、 要 約 、パ テ ン トフ ァ ミ リー 、代 表 図 面 を一

 覧 形 式 で 表 示 しま す 。 ま た 、 この 画 面 か ら、 検

 索 結 果 の 文献 情 報 に含 まれ る公 報 発 行 国 、分 類 、

 用 語 等 を用 い た 「絞 込 検 索 」 や 、 検 索 式 を手 修

 正 した 「再検 索 」 等 を行 え ます 。

② 「詳 細 表 示 」 画 面 は 、 一 画 面1件 ず つ 、 全 て の

 一 覧 表 示 項 目及 びCPC、 優 先 権 主 張番 号 を 表 示

 しま す。 日本 、 米 国 、 中国 、 欧 州 、PCTに つ い

 て は 、全 て の請 求項 、詳 細 な 説 明 も表 示 し ます 。

 ま た 、 この 画 面 か ら、 全 図 面 、 経 過 情 報(欧 州

 の み)を 表 示 で き ます 。

③ 「公 報 表 示 」 画 面 は 、 特 許 公 報 の フ ロ ン トペ ー

 ジ 又 は 全 ペ ー ジ をPDFフ ァ イル で 表 示 しま す。

エ.検 索 ・表示支援機能

①絞込インデックス

 検索結果に含まれる公報発行国や公報種別、IPC、

キー ワー ド、発明者、出願人の各項 目に対し、絞

込を希望する項 目をワンク リックすることにより、

検索結果の絞込が瞬時にできます。検索用語等が

文献頻度付きで表示されますので、容易に検索結

果の絞込や分析ができます。

②代表ファミリー表示

 同じ発明が複数の国に出願 されたいわゆる 「パ

テン トファミリー」を有する場合、検索回答が重

複して表示されます。この重複表示を避けるため、

「代表ファミリー表示」においては、パテン トフ

ァミリーの中の代表的な言語(英 語、日本語等)

を選択 した表示ができます。 この機能によりスク

リーニングする文献数を削減 し、検索効率を向上

することができます。

オ.そ の他

 Japio-GPG/FXは 、以下の機能も備えています。

45



① しお り付与、表示

②検索履歴の保存、表示、再利用(セ ッション内

 有効)

③検索式の登録、表示、再利用

④ファミリー分析

⑤検索結果のソー ト

⑥ダウンロー ド(最 大1,000件 の検索結果の書誌

 情報及び要約文が対象)

⑦ ファイル出力(全 項目、1件 単位)

⑧翻訳Webサ ー ビス(有 料オプション)

 テキス トデータもしくは公報について、最新の

 Japio辞 書(約200万 語の技術用語か ら厳選 した

 36分 野の分野別機械翻訳辞書)を 使用 してリア

 ルタイムに日英 ・英 日の機械翻訳が行えるサー

 ビスです。

4 Japio-GPG/F'Xの 機械翻訳

(1)二 系統の機械翻訳システム

 Japio-GPG/FXは 、英日 ・日英機械翻訳に 「ル

ールベース方式機械翻訳(RBMT)シ ステム」を
、

中日機械翻訳に 「統計方式機械翻訳(SMT)シ ス

テム」を使用 しています。

(2)ル ールベース機械翻訳(RBMT)シ ステム

 英 日機械翻訳は、市販の特許文献用RBMTエ ン

ジンに、Japio独 自の分野別機械翻訳辞書を組み合

わせることで、翻訳精度の向上を図っています。

この分野別機械翻訳辞書は、英語 と日本語の対応

特許文献から採取 した技術用語対訳データベース

を利用 して作成 し、各分野で最 も使用頻度が高い

訳語を採用することで的確な翻訳結果が得 られる

よ う工夫 しています。また、複合語を多数採用し

て単語 レベルでは適訳語の特定が困難な用語への

対応を行っています。

(3)統 計方式機械翻訳(SMT)シ ステム

 独立行政法人情報通信研究機構 とJapioと の共

同研究により、中国語と日本語の対応特許文献か

ら大量の中日対訳文対を作成 しま した。この大量

の文対を機械学習 させたSMTシ ステムに用いる

ことで、高精度な翻訳を実現 しました。SMTシ ス

テムは、学習データを統計的に処理 して前後の語

とのつなが りの良い訳語を選定 しますので、分野

別機械翻訳辞書がなくても適切な技術用語が選定

される確率が高いという利点があ ります。

(4)RBMTとSMTの 併用効果

 RBMTシ ステムとSMTシ ステムを併用するこ

とにより、情報提供までのタイムラグを短縮 しま

す。例えば中国文献では、SMTシ ステムの中日翻

訳で日本語に機械翻訳 し、数ヶ月後に発行 され る

英文抄録(CPA)をRBMTシ ステムの英日翻訳で

日本語に機械翻訳 します。 これ ら二種類の 日本語

情報を利用することにより、検索漏れが少ない日

本語による検索が可能 となります。

(5)訳 質の改善

 Japioで は、機械翻訳文の訳質向上のため、機械

翻訳辞書や中 日対訳文対の充実や未知語対応など

継続的な改善を図っています。

 例えば、機械学習 と翻訳に時間がかかるSMTの

翻訳結果に残 る未知語 を解決す るため、後処理用

の辞書を作成 して 日本語に置き換えて表示 してい

ます。また、新たに公開された特許文献の対訳文

をSMT学 習に加えて翻訳精度の向上を図ってお

り近日中に中日SMTシ ステムを最新バージョン

に入れ替える予定です。

(6)新 たな言語対への対応

 英 日 ・日英 ・中 日の話 を してき ま したが、

Japio・GPGIFXで はフランス語、 ドイツ語、韓国

語の特許に関 しても、今後対応を予定 しています。

これは外部の機械翻訳資源を利用 しているのです

が、Japioは これ らの言語に関しても特許文献の対

訳文を作成 しますので、SMT翻 訳を利用すること

で、英語 と中国語以外の言語に関 しても、タイム

ラグの短縮 と翻訳品質の向上を実現 して、世界各
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国の特許情報を英語 と日本語で検索 ・参照できる

ように努めます。ご期待いただきたいと思います。

5 Japio-GPG/FX今 後 の 展 開

 Japioで は 、長 年 の 特 許 情 報 事 業 を通 じて 培 っ た

機 械 翻 訳 技 術 を活 か したJapio・GPGを2012年7

月 に提 供 開 始 して 以 来 、 利 用 者 の 皆 様 か らの 叱 咤

激 励 に お 応 えす る べ く蓄 積 デ ー タの 拡 大 と機 能 向

上 を図 っ て ま い りま した。

 公 報 全 文デ ー タ に対 応 したJapio-GPG/F'Xで は 、

検 索機 能 の充 実 に も取 り組 み 、 サ ー ビス の 利 便 性

の 向 上 に も務 め て お ります 。

 ま た 今 後 は 、 外 部 デ ー タベ ー ス との 連 携 機 能 や

原 語 検 索機 能 の 充 実 な ど も予 定 して お りま す。
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一
特許 版 ・産 業 日本 語 の 取組(特 許 ライ テ ィ ン グマ ニ ュア ル につ い て)

     早川 貴之

一般財団法人 日本特許情報機構

1.は じめに

 我が国産業が持続的な発展 ・成長を実現するた

めには、絶え間なく新 しい知的財産を創出 し、そ

の知的財産を無駄なく活用 していくことが不可欠

である。

 研究開発や産業活動の過程で 日々生まれる情報

や知識 を、本稿では 「産業 ・技術情報」と総称す

るが、文書化 されたものを例示すれば、研究論文 ・

科学技術記事 ・特許明細書 ・設計書 ・技術仕様書 ・

製品マニュアル類などが該当 し、インターネ ット

上で流通する膨大なコンテンツも含まれる。 これ

らの情報は、日々大量に生み出されており、多種 ・

多様かつ膨大なものである。

 これ ら産業 ・技術情報は、社会ニュースや一般

ビジネス文書と比べて、文法的に難解 ・用語定義

が不明確 ・言い回しが分野特有などの理由により、

その情報の受け手(利 用者)に 対して正確かつ円

滑に伝達できないことが少なくない。また、コン

ピュータへの伝達がなし得ず、効率的な情報処理

を妨げる要因にもなっている。

 これら産業 ・技術情報を、正確かつ円滑に伝達

できるよう記述する手法が広く実現すれば、誰 も

がその情報へ容易にアクセス して活用でき、知的

生産性の向上が期待できるのではないだろうか。

2.産 業 日本語 プ ロ ジ ェク ト

 これ ら産 業 ・技 術 情 報 に 、「産 業 日本 語 」(「産 業 ・

技 術 情 報 を 人 に理 解 しや す く、 か つ 、 機 械(コ ン

ピ ュー タ)に も処 理 しや す く表 現 す る た め の 日本

語 」 と定 義 され る。)を 用 い る取 組 が 「産 業 日本 語

プロジェク ト」として知られている。

 「産業日本語研究会」を母体として、情報を正

確かつ円滑に伝達できるような情報発信力の強化

と、コンピュータ処理 されやすいような知的生産

性の向上に資する産業や科学技術の記述に用い ら

れ るぺき日本語の枠組みのあり方について議論が

行われている。この研究会は、平成21年 度から毎

年度に 「産業 日本語研究会 ・シンポジウム」を開

催するなど、産業 日本語に関わる提言や研究成果

の公表 ・普及にも取り組んでいる。

[産業日本語研究会ウェブサイ ト]

 http:〃www,tech・jpnjp1

[産業日本語研究会 ・シンポジウム]

 http:11www.tech-jpn.jp/symposium/

 産業日本語の基本的な考え方は、産業 ・技術情

報に求められる機能や性格に応 じて、その情報の

記述に用いる日本語文の体裁 ・構造 ・使用する語

句等を、あるルール(仕 様)の もとで管理 し標準

化することにより、その 日本語文が 「伝 えるべき

情報を正確かつ円滑に伝達する」ことにある。ま

た、これ ら産業 ・技術情報を、機械翻訳 ・情報探

索をはじめとする言語処理技術 を活用 して機械処

理 しやすくすることも目指 している。

3.特 許版 ・産業日本語

 特許分野へ産業 日本語を応用す ることを目標 と

して、一般財団法人 日本特許情報機構(以 下

「Japio」とい う)で は、平成19年 度から 「特許

版 ・産業日本語」の活動を推進している。

 特許明細書をは じめとする特許文書は、複雑な
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係 り受け構造の長文で記述 したり、特許特有の言

い回 しで表記 した り、一般化 された抽象表現を多

用 したりするなど、他分野の文書とは明らかに異

なる特徴を持っている。また、企業活動のグロー

バル化を反映 し、欧米に加えてBRICsやASEAN

諸国など新興国への特許出願が増加 してお り、特

許文書が多言語へ翻訳されるニーズは年々高まっ

てきている。

 つま り、産業 日本語の特許分野への応用は、産

業 ・技術情報の利用性の高度化や効率化を図りや

すい分野であると考えられ る。特許文書を産業 日

本語で作成す る出願人 ・弁理士は、諸外国への特

許出願に伴 う翻訳コス トを軽減できるだけでなく、

特許文書の内容が明晰 ・明瞭 となることにより、

諸外国における特許審査での拒絶を容易に回避 し、

早期の権利化や、権利化後の第三者 との紛争予防

といった大きな利益を得られると期待できる。

 先述の 「特許版 ・産業日本語」では、知的財産 ・

特許翻訳 ・情報工学 ・言語処理等の専門家の方々

のご協力を得て、特許文書の内容が明晰 ・明瞭 と

なる日本語文のあ り方、言い換えれば特許文書ラ

イティング技術の向上を目指 してきた。

 また特許文書は、技術的観点と法的観点からも

明晰 ・明瞭であることが求め られる。実際の特許

審査で通知 された拒絶理由通知書を大量に収集 し、

拒絶理由の適用条文や通知内容の具体的態様の分

析を試みている。これにより特許文書の作成で重

点的に点検すべき課題等を発見 ・整理することを

目標としている。

  「特許版 ・産業 日本語」の活動詳細については

以下の報告書を参照いただきたい。

 [特許版 ・産業日本語委員会報告書]

 http:〃japio・tjp,org/doc.htm1

の一つである 『特許ライティングマニュアル(初

版)』(日本特許情報機構 特許情報研究所 ・平成25

年6月 刊行)を ご紹介 したい。

 このマニュアルは、特許文書を記述する日本語

文を改善するための初期段階 として、日本語文の

言い換え規則を整理 しルール化 したものである。

特許文書を作成す る出願人 ・弁理士に限定されず、

翻訳者 ・知財管理者 ・契約担当者 ・訟務担当者 ・

知財研究者など広 く関係者に利用いただけること

を目指 している。

 この初版は、利用者の負担感を軽減するために、

B5版32頁 の小冊子とした。言い換え規則を大き

く8の カテゴリーに分け、【図1】 に示すように、

それぞれキャッチコピーを付加 している。

蟻 難鷺.懸

4.特 許ライティングマニュアル(初 版)

 ここでは、「特許版 ・産業日本語」での研究成果

磧鯉 翻離懸灘灘灘1灘懸1

嬬

礁顯翻灘羅 難難灘鱒

【図1】8つ の カ テ ゴ リー

 各カテゴリーは、より詳細なルールに細分化 し、

【図2】 に示す31の ルールに整理 した。これ らル

ールは、単に列記するのではなく、改善を要す る

日本語文を例示 し、その 「改善例」を多く盛 り込

むよう心がけた。また、その 「改善例」を一般的

な文構造に置き換える 「構造比較」を補 うことに

より、特許明細書の作成実務に関わる者にとって

も、適用例が分か りやすいように工夫 している。
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修飾要素の近くに」を含んでいる。

【表1】 ル ー ル ー 覧(31ル ー ル)

A

B

C

D

E

F

0

N

Aの1

Aの2

Aの3

Aの4

Bの1

Bの2

Bの3

Bの4

Cの1

Cの2

Cの3

Cの4

Cの5

Dの1

Dの2

Dの3

Eの1

Eの2

Eの3

Eの4

Eの5

Eの6

Eの7

Fの1

Fの2

Gの1

Gの2

Gの3

Gの4

Hの1

Hの2

長文の複文を運文(複 数の短文)に し、各文の因果
関係が明確になるよう言い換える。
前半(原 因)と 後半(結 果)を それぞれ独立 した文
にし、因果関係を示す棲観詞で結ぶ。

長文で列挙 される要素について、その説明を後続の
文で行うように言い換える。

独立した複数事象の複文を運文(複 数の短文)に 言
い換える。

複雑な条件設定表現を分割 し.連 文(複 数の短文)
に言い換える。

主題成分 を先頭に配置 し明示す る構文に言い換え
る。

修飾要素を被修飾蔓素の近 くに置 く表現に言い換え
る。

例示成分の已置を調整し、目的語と述語とが近 くに
なるように言い換える。

主格(主 語)成 分を簡潔にす るため、連体修飾節を

遮用節に言い換える。

省略された主語を明示する表現に言い換える。

省略された目的語を明示するように言い換える。

省略しすぎた衰現を適正表現に言い換える。

一般的過ぎる用語を異体的な用語に言い換える。

指示語をそれが具体的に指すものに言い換える。

格助詞 「の」の多鵜性を解消するために、その意味
を明示する衰現に言い換える。

格助詞 「で」の多藤性を解消するために、その意味
を明示する表現に言い換える。

格助詞 「の」 「で」の多職性を解消するために、そ
の意味を明示する表現に言い換える。

主題成分を明示するために、読点で区切る表現に書
い換える。

条件節(運 用節)を 明示するために、読点で区切る
衰親に言い換える。

長い修飾成分を明示するために、読点で区切る表現
に言い換える。

修飾成分が隣接する名詞と異なる名詞を修飾する場
合は、饒点で区切る表現に言い換える。

文修飾の副詞を明示するために、読点で区切る表現
に言い換える。

複文衰覗において各要素の因果関係が明確になるよ
う言い換える。
一般的過 ぎる動詞の使用 を避ける表現に言い換え

る。

並立表現の並立要素が 同じ表現 になるように整え
る。 (語レベル)

並立衰現の並立要素が同 じ表現 になるように整え
る。 (文レベル)

冗長な表環を簡潔な雍現に言い換える。

語調 を整える衰珊を削除し、冗長衰現を適正な表現
に言い換える。

過剰な補助動詞を削除するよう言い換える。

z複 する衰親要素を整理 し適正な表現に君い換え
る。

難解表現を平易表現に言い換える。

通常表現に言い換える。

各 ル ー ル の 一例 を 【図2】 と 【図3】 で紹 介 す る

と、カ テ ゴ リーA『 長 文 「分 か りに くい 」を避 け る。』

はル ールAの1「 長 文 は 、連 文(複 数 の短 文)に

す る 」 を含 み 、カ テ ゴ リーB『 不 整 列 「雑 然 と した

④ 鑑 謙 りにくも嘘 鮒 る・

姻
艮文の複文 畳逓文{穫 数の煙文}に し、各文 の因 果瞬係が明鍍にな ろよう貫い 簑える。

蔚半{賑 因}と 綾半(総 只}を それぞれ劉血 した文 に し、因果胴 係 を示す擾細臨胃で結ぶ●

*裏 又.述 語が2つ 以上存在了 る文。逐語を中心としたまとまりが膿。

r   、          . 0       9    つ り 乳二 ,

 ・ 「このように、婆振の衰面塾理工程を儂えているΦで、凹凸を取り除くことができる。」

ゆ 「このように、婆板の凛面鱈曝1霞 釜煽えτいるきそのため、凹凸壷取り験くことができる.」

田   ・ 「(躍1}の で.(薗2》.」

   ゆ'〈 文 華〉.そ のため、く文2}.、

【図2】 ルー ルAの1

B
_i'1  ギ

国
1

並 び 」 を避 け る。』 はル ー ルBの1「 修 飾 要 素 を被

劃巳威分聖先蟹に配竃し明示する鷺文に言い簑える.

 億 「効累的に残すような傷遷を支緯欄除塗採用していない.j
l◆「支鰺翻は、効戴的に残すような鷹造を採用していuい 。」

田   ・`( !7)!fi>(主 題戚分)は ～していない。」

   ゆ:(三 鱗議鈴〉捻.(自 惣 〉～していない。」

【図3】 ル ー ルBの1

 本 マ ニ ュ アル は平 成25年6月 か ら冊 子 頒 布 を 開

始 し、平 成26年2月 の増 刷 版 と合 わせ 約800部 を

配 付 した。 ま た 、電 子 デ ー タ提 供 の ニー ズ が 多 か

っ た こ とか ら、 平 成25年8月 か らPDF版 の ダ ウ

ン ロー ドサ ー ビス を 開 始 し、利 用 者 情 報 を 登 録 い

た だ く仕組 み と した が 、 これ まで 約600回 の ダ ウ

ン ロー ドを い た だ い て い る。 の べ1,400人 へ 頒 布

で き、 本 マ ニ ュア ル の 普 及 ・啓 発 に は 、一 定 の 成

果 が得 られ た もの と認 識 して い る。

[特 許 ラ イ テ ィ ング マ ニ ュ ア ル(初 版)]

 http:〃japio・tjp.orglwmanual.ht皿1

5.特 許ライティングマニュアルの改訂について

 前節で紹介 した 『特許ライティングマニュアル

(初版)』 について、さらなる内容の充実を図るた

めに、内容の再検討を進めて、ルールの組替えや
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実例追加など大幅な改訂を予定 している。

 初版は言い換え規則 というルールの記載が中心

となっていたが、改訂版は特許文書の作成者がよ

り明晰 ・明瞭である 日本語文を記述できるような

内容に充実 したいと考えている。

 例えば、実際の特許審査や訴訟で用語の明確性

が争われた事件などの分析を行い、特許文書によ

く現れる用語や言い回 しであって も、翻訳が難 し

い事例や多義的に解釈 され る事例、文法的 ・技術

的 ・法律的に不明確 とな り易い事例等を掲載 した

い。

 具体的には、以下のよ うな内容を掲載すること

を予定している。

(1)特 許特有の用語の分析

 特許文書では、【表2】 に例示する 「二字熟語の

動詞形」(「配設する」、「当設する」等)が 多く用

いることが特徴的である。これ ら用語は、他分野

の文書ではほとんど用い られず、特許分野のみで

慣用される用語が少なくない。

【表2】 特許文書で多用 される二字熟語

挿通

回動

延設

貼着

捕集

拡径

集(第3版)』(日 刊 工 業新 聞社 ・平 成20年8月 刊

行)で は"engage"を 推 奨 して い る が 、"fit"、"latch"、

"
connect"等 と翻 訳 され る こ と も多 い。 翻訳 実務

で は 、翻 訳 者 が 前 後 の 文 脈 に照 ら して 「係 合す る」

の 意 味 を具 体 的 に解 釈 し、 相 応 しい 訳 語 を翻 訳者

が 選 択 して い る。

 多 様 な訳 語 が 与 え られ る用 語 は 、 そ の 意 味 や 定

義 が 翻 訳 で 変 わ らな い よ うに 、 可 能 な限 り別 の 表

現 を用 い る な ど 、 日本 語 文 の 記 述 を 工夫 す る 必 要

が あ る と考 え られ る。 実 際 の 特 許 文 書 を収 集 し、

そ こ で用 い られ る 日本 語 文や そ の 英 訳 文 を 分析 す

る こ とで 明 らか に で き る の で は な い か。 この 分析

結 果 か ら、 注 意 す べ き用 語 を 特 定 ・整 理 し、 マ ニ

ュ アル の 改 訂 作 業 に役 立 て た い。

配設

嵌合

付勢

担持

摺動

混練

当接

出射

立設

螺合

介装

昇温

連通

押圧

挟持

巻回

並設

摺接

係合

延在

延出

軸支

連設

外嵌

載置

係止

突設

入球

画成

開弁

(※2014年 に発行 された約30,000件 の公開特許

公報の 【要約】に出現する二次熟語の動詞形を抽

出し、その出願頻度が高い用語を列挙 した。)

 これ ら二字熟語の動詞形は、特許文書で広 く用

いられるが、各文書における用語の定義が異なる

場合もある。例えば 「摺動する」は、英訳す ると

概ね"slide"で あ り、各文書による定義の違いは

殆 ど見受けられない。

 しか し、例えば 「係合する」は、『特許技術用語

(2)拒 絶理由通知書、裁判例等の分析

 先述 したように 「特許版 ・産業 日本語」活動で

は、特許審査において通知された拒絶理由通知書

の分析を行っている。 このように実際に審査や裁

判で用語の解釈などで争われた事例 を分析 し、得

られた知見等をマニュアルに盛 り込む。例えば以

下のような例が想定される。

<例1>

 特許審査において、特許明細書に記載 された構

成のうち、構成要素間の関係(位 置、方向等)が

明確でないと指摘される事例が少なくない。

 日本語文では、一部記載を省略や抽象化 しても

文意理解に支障ないことがあるが、構成要素間の

関係が明確でないと、翻訳 した英語文で正確に訳

されない原因ともなり得 る。

 技術常識に照らした り、前後の文脈を考慮 した

り、図面を参酌 したりすると、特許発明の構成要

素間の関係を理解できることもあるが、特許文書

に用いる日本語文では、一文だけで十分に理解で

きることが重要である。

 一例として、「遊技球毎に発射信号を送信 し、そ
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の発射信号に基づ く始動入賞球が生 じた場合には

抽選結果信号前記発射信号 と共に送信する信号送

信手段」では、「信号送信手段」が何に対 して送信

するのか明確でない。

報の可能性の拡大につながることを期待 したい。

<例2>

 裁判等において、用語の明確性で争われた事例

に基づいて、拒絶理由にな りやすい用語、権利範

囲に影響のある用語などを掲載 し、このような用

語を用いる際の注意を促 していく。

 一例として、「平均粒子径」の明確性が争われた

ものを示す。

 知財高裁平成20年(ネ)第10013号:粒 子径の

定義が複数存在するにも関わらず、明細書では測

定方法等の具体的な記載がなかった。そのため、

「平均粒子径」の示す意味が不明確であるとされ、

特許無効の判断がなされた。

 このように不明確と指摘 されやすい用語を、拒

絶理由や判例などを分析す ることにより抽出 し、

注意を要する用語として整理することを予定 して

いる。

6.お わ りに

 本 稿 で は 、 「産 業 日本 語 プ ロジ ェ ク ト」、 「特 許

版 ・産 業 日本 語 」 活 動 を ご紹 介 し、 主 要 な 取 組 の

一 っ で あ る 「特 許 ラ イ テ ィ ン グ マ ニ ュア ル 」 に つ

い て 紹 介 した。

 この マ ニ ュ ア ル が 、特 許 文 書 に 関 わ る よ り多 く

の 関 係 者 に利 用 い た だ け る こ とが 当 面 の 目標 で あ

る。 これ に よ り、明 晰 ・明 瞭 で あ る 日本 語 文 を 用

い る特 許 文 書 が 増 加 す る こ と とな り、 そ の 産 業 ・

技 術 情 報 と して の 価 値 が 一層 高 ま る。 そ して 、誰

もが 容 易 に ア ク セ ス して活 用 で き 、知 的 生 産 性 の

向 上 が期 待 で き る。

 ま た 、 「特許 版 ・産 業 日本 語 」 の活 動 が 、他 の産

業 ・技 術 分 野 へ 横 断 的 に広 が る こ と に よ り、 他 分

野 の 文 書 の 価 値 も高 ま り、我 が 国 の 産 業 ・技 術 情
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一
第3回JTF関 西 セ ミナ ー に参 加 して

 内田真弓

関西外国語大学

 第3回JTF関 西セ ミナー(大 阪)が2015

年1月31日(金)、 大阪大学中ノ島センタ

ーの 「佐治敬三 メモ リアルホール」で開か

れ ま した。 あいに くの天候に も関わ らず、

会場はほぼ満員。昼食には 「ビリケン弁 当」

とお茶、 さらにはコー ヒーが提供 され るな

ど、終始、和やかな雰 囲気でお こなわれ ま

した。

 今回は、「機械翻訳 と向き合 うときが来た

一MTを もっと身近 に、現実的に考える一」

をテーマに、企業 、翻訳会社、翻訳者が一

堂に会 し、各立場か らの現状や悩み、課題

が報告 され、 フロアか らの質疑応答 を交え

ての議論が行われ ました。午前中は、3名 の

パネ ラー にモデ レー ター を交 えてのパネル

デ ィスカ ッシ ョン、午後は さまざまな立場

から機械翻訳に携わる5名 による講演、そ

して講演終 了後は懇親会 と、盛 りだ くさん

のセ ミナーで した。

 報告者は、現在、 どっぷ りと翻訳業に使

っているわけではな く、 日常的に機械 翻訳

を利用す るこ とはあ りません。しか し、日々

の翻訳業 と翻訳教育 を行 う中、 目下の関心

は、「機械翻訳は どこで どのように使われて

い るのか」、「大学の授業で取 り入れ られ る

何 らかの情報はないか」 とい う点にあ りま

す。

 セ ミナーの構成は次の通 りで した。午前

中は 「医療分野で機械翻訳は本 当に使 えな

いのか?」 とい うテーマでパネルデ ィスカ

ッシ ョンが行 われ ま した。パネラーは、武

田薬品工業株式会社で翻訳や コーデ ィネー

ター業務 を担 当されている生 田明子氏、ア

ジア太 平洋機 械翻 訳 協会会長 の 中岩浩 巳

氏、そ して、株式会社み らい翻訳の栄藤稔

氏、モデ レーター は株 式会社川村インター

ナシ ョナルの森 口功造氏で した。

 生 田氏か らは、 「機 械翻訳に期待す るこ

と」 とい うタイ トル で、 ここ最近の翻訳業

務の事例 を挙げなが ら、 クライア ン トの立

場か ら現状報告があ りま した。 また、翻訳

業務の発 注時に留意 してい る点についても

指摘があ りま した。具体的には、「ス ピー ド」

「ボ リューム」「品質」 「コス ト」の4つ の

観点が翻訳業者選定時の重要な観点 となる

そ うです。 これ らの観点 に加 えて、製 薬会

社 とい う機 密事項が多 い業務 上、 「機密管

理」が何 よ りも危惧 され る との指摘があ り

ま した。情報 の機密性 を担保で きれば、翻

訳業者 を利用す る機会がます ます増加する

ことが期待 され るとのことで した。そ して、

この よ うに今後 も翻 訳業務 が増加 す るな

か、業務 の効率化 の有効な手段 として機械

翻訳 システムの導 入が果たす役割は大きい

とも指摘があ りま した。

 中岩氏からは、アジア太平洋機械翻訳協

会 が どの よ うな活 動 をお こな ってきたの

か、また、機械翻訳の基礎 と動向について

の報告があ りま した。機械翻訳の代表的 な

手法に、「ルールベース機械翻訳」 と 「統計

的機械翻訳」があ ります。前者は人間が作

成 した大量のルール を用いて翻訳す る方法

で、後者 は既存 の対訳データを統計的に処

理 し、翻訳ルール を 自動的に構築 して翻訳
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を実現 させ るとい う手法です。中岩氏 によ

れば、「統計的機械翻訳」の基盤 として大量

の対訳データの流通を確保 できれ ば、こち

らのほ うが有望 な手段 と位置づけ られ ると

の こと。 とい うの も、「統計的機械翻訳」の

場合、対訳デー タを確保 できれば、機械翻

訳 システ ムを 自動 的 に構 築 で きるか らで

す。それ も、翻訳 システ ムの多言語化 も容

易 となるとい う利 点もあるといいます。「ル

ールベース機械翻訳」 と比較す る と
、ルー

ル作成が不要 とな るため、ルール作成 に必

要な時間的 、金銭 的 コス トを削減で きる と

い う利点もあ ります。

 栄藤氏か らは、 自身が代表取締役 を務 め

る 「み らい翻訳」 の ビジ ョンと展望にっい

てのご紹介があ りま した。「み らい翻訳」は、

機械翻訳技術によって、世界 中の誰 もが国

境 を越 えて交流がで きる社会 を実現す るこ

とを 目指 してお り、NTT DoCoMoを は じめ

とす るさま ざまな企業にサー ビスや技術の

提供 を されています。今後 は、話 し言葉の

機械翻訳やWebサ イ トの翻訳ツール、クラ

ウ ドソリューシ ョンな どの提供を予定 して

い るとの ことです。機械翻訳は、 ともすれ

ば コス ト削減 を目的 として導入 され る傾 向

があ ります が、栄藤氏 は、 これ までに機械

翻訳が使 われていなかった ところへ参入 し

てい く可能性 につ いて も考 え る必要 が あ

る、とおっ しゃっていました。 「機械翻訳の

新 しい常識 をつ くりたい」一そ う話す 「み

らい翻訳」の これか らの動 向か ら目が離せ

ません。

 午後の部は、翻訳会社や機械翻訳を開発

す る側の講演が主 とな りま した。機械翻訳

を用 いる翻訳 は、最終的 に翻訳者 が手直 し

を して完成 させ るのが一般的です。原文を

より正確 に翻訳でき るよ う、機械翻訳にか

ける前 にTM(Translation memory)を 用い

て事前翻訳をお こなった り、あるいは機械

翻訳でよ く見 られ る間違 った言い回 しを一

括で置換で きる ような システムを開発す る

な ど、 さまざまな取 り組 みがなされ ている

ことがわか りました。

 翻訳は完成版 を顧客に提供す ると思い込

んでいた私に とって意外 だったのが、株式

会社十印の翻訳の提供 の仕方で した。十印

では、顧 客が求 める品質 と用途に よって、

機 械翻 訳 を使 う程 度 を変 え る とい うので

す。た とえば、なん とな く意味がわかれば

いいのであれ ば、翻訳者 の作業は、機械翻

訳 の結果を確認す る程度 に留めます。そ う

す ることで、 コス トが大幅 に削減 され、納

期 もぐん と短 くな ります。一方 で、自然な

文章 レベルの翻訳が求め られ る場合 、まず

は機械翻訳で翻訳 、その後、翻訳者 によ り

大幅な修正 を加 えてい くことにな ります。

こ うす ることで、高品質であ りなが ら、す

べてを人間が訳す よ りも短時間で納品が可

能 となるわけです。

 個人的に興味深かったのが、情報通信研

究機構(NICT)の 内山将夫氏による 「統計

的 自動翻訳(SMT)の 実用化」 とい う発表

で した。SMTは 基本的に、集 めた対訳デー

タか ら正 しいアル ゴ リズムを導 き出 し、翻

訳 を行 うとい うもので、対訳データが多 け

れば多いほ ど、翻訳の性能 はア ップ します。

ちなみに、対訳 コーパ スの身近な例 に、ア

ル クの 「英辞郎」があ ります。私 も日常的

に使用 していますが、これは辞書 には載っ

ていない訳語 を探すのに非常に便利です。

 この よ うな大規模 な対訳デー タは2000

年あた りか ら出現 して きま した。翻訳をお

こな うのに必要なデー タ量は、マニ ュアル

翻訳であっても10～30万 文程度、高性能な

特許翻訳 であれば3000万 文程度 は必要に

な るとの ことで、これは個人経営の事務所
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や会社 が扱 える分量ではあ りませ ん。国家

規模 の取 り組 みに して、 日本の翻訳技術 を

飛躍的に向上 させ るべ きだ、 とい うのが内

山氏の見解で した。

 データはそ こら中に散在 していますが、

そのままではデー タとして使用す ることは

できません。そこでNICTが 編み出 したの

が 「みんなの 自動翻訳@TexTra」 です。 「み

んなの 自動翻訳@TexTra」 は誰で も無料で使

用す ることが可能で、散在す る対訳データ

をみ んなで効率的 に集 めることを 目的 と し

ています。対訳デー タの量が増えれば増え

るほ ど自動翻訳 の精度は上が っていきます

か ら、参加者 が増 えるほ ど、両者 に とって

プ ラスになるとい うわけです。 これ はあ り

そ うでなかった取 り組みで、手軽に利用で

きますので、授 業にも何 らかの形で取 り入

れ ることがで きるのではないか と考えてい

ます。まず は自分で使 ってみて、その使 い

心地を実感 してみたいです。

 今回の第3回JTF関 西セ ミナーで、機械

翻訳に関す るイベ ン トに参加するのは2回

目とな ります。今回の講演 を拝聴 し、前回

以上に、機械翻訳 と翻訳者 との棲み分 けが

明確 であることが わか りま した。機械に よ

るデー タの処理 ス ピー ドは、 とて も翻訳者

には真似 できませ ん。 しか し、機械翻訳の

処理において翻訳者 の知識や経験を活用す

ることで、機械翻訳 であっても翻訳者 と同

等の翻訳を 目指せ そ うです。 また、機械翻

訳 の精度を高 めるさまざまな工夫や、顧客

の要望に よって機械翻訳の使 い方 を変える

とい った実務 上 の機 械翻 訳 の活用 法 を伺

い、今回のセ ミナーに参加 した ことで、機

械翻訳 を取 り巻 く環境がよ り明 らかにな り

ま した。
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日本翻訳連盟 関西セ ミナー(2015年1月30日)

み らい翻訳のご紹介

株式会社み らい翻訳社長

  栄藤(え と う) 稔

兼 N]rrド コモ 執行役員 イ ノベー シ ョン統括部長

1.み ら い 翻 訳 の 生 い 立 ち

当社 はNTTド コモ 、 シス トラ ン社 、 フ ユー トレッ ク

社 の 合 弁 会 社 と して2014年10月 に 設 立 され た。

向`7為 εκ

 音直認識     モバイル
・翻訳商用化技術 xサ ービス基盤

       燕
    NTT
白然ヨ語処理・音声入力支援技術 ・

   翻訳基幹技術

doc。m。 esY5τRA閥

企業向け翻訳システム

x多 習語翻訳技術

 X翻 訳データ

げ 塾 一
 多冒語劃訳技術

 x翻 訳データ

フユー トレック社は音声認識技術と情報通信研究機構

(NICT)の 翻訳技術を改良した実用化技術を持つ。 NTT

ドコモはモバイル通信技術としゃべってコンシェルに

代表される超大規模な自然言語サービス基盤構築技術

を持つ。シス トラン社は主に米国、フランス、韓国に

開発拠点があり欧州言語を中核とする多言語翻訳技術、

多種大量のコーパスとその管理学習システムを持って

いる。これ らに併せて 日本電信電話(N'1"1')とMCT

の持つ自然言語処理、音声入力、多言語翻訳、コーパ

スに関する研究成果の提供を受けて、話 し言葉か ら書

き言葉に至る包括的な機械翻訳技術の産業応用(B2B

事業)を 目指すことを目的として同社を設立 した。

2.目 指 す ゴール とア プ ロー チ

機械翻訳の応用分野として多言語コミュニケーション、

データ解析(マ ーケティング、訴訟対応等)、産業文書

翻訳(ロ ーカライゼーション)を 想定 している。現在、

文法が近い同 じ語族間の翻訳、例えば英仏、英独、日

韓の機械翻訳の品質は分野を限定するものの実用 レベ

ルに達 している。日本語を中心としつっ、語族を超え

た翻訳の品質をその レベルまで高めたい。機械翻訳の

品質がある閾値を超えることにより新たな市場(下 図

の矢印部分)が 拓けるものと確信 している。

品質

翻訳会社
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当社 の提 供 す る 基 幹 シ ス テ ム は 以 下 で あ る

1.高 度 に カ ス タ マ イ ズ 可 能 な 産 業 文 書 ・会 話 翻 訳 。

SYSTRAN Enterprise Serverを 改 良 して提 供 。

2.話 し言葉 実 時 間 翻 訳

 コーパスの広が り

(話し言葉)

旅行会話コ

 百貨店会

アプリケー

金融 プ

特 許 アプ リケ ーY3ン '… 噸

公告 コーパス

コーパス の広 が り(書 き言葉 〉

カ ス タ マ イ ズ は 上 図 に あ る よ うに ドメイ ン単 位 で 最 適

な コ ー パ ス(点 線 部)を 切 り出 すGUI付 き シ ステ ム に

よ り実 現 して い る。ま た 大 規模 ク ラ ウ ド利 用 技 術1を 用

い て 高 スル ー プ ッ トソ リュー シ ョン も提 供 す る。 いず

れ も 多 言語 対応 で 、これ らが 当社 の 強 み とな って い る。

1 (htt s:〃www
.39works.net/assetsldcm・cloudconsultin 1)
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一
           Transit NxT最 新 サ ー ビ ス パ ッ ク8に つ い て

目次 由美子

翻 訳 現 場 の ニ ー ズ に則 した 実 践 的 な ツ ー ル と して 定 評

を博 して い る翻 訳 支 援 ツー ルTransit NXTの サ ー ビスパ

ック(SP)8が2015年2月 に リ リー ス され た。 こ の度

の ア ップ グ レー ドで はエ デ ィ ター 操 作 にお け る基 本 的

な既 存 機 能 の強 化 に加 え 、改 訂 履 歴 を追 跡 す る た め の

新 た な機 能 が実 装 され た ば か りで な く 、対 応 フ ァイ ル

形 式 も追 加 され 、機 械 翻 訳 機 能 にお い て は さ らな る進

化 を遂 げ て い る。 代 表 的 な機 能 拡 張 を こ こ に紹 介 した

い。

ま ず 、 作 業 用 の 言 語 が 追加 され た こ とを挙 げ た い。 ビ

ル マ語 や タ ガ ロ グ語 な どの ほ か 「ドイ ツ語(標 準)」 も

加 え られ 、 対応 言 語 は バ リエ ー シ ョン を含 め200を 超

え た。

対 応 フ ァイ ル 形 式 も増 え た。Microsoft Word、 Excel、

PowerPointは バ ー ジ ョ ン2013に 対 応 し 、 InDesign

CC2014とAdobe FrameMaker l 2に 対 応 した。

Transitは グ ロー バ ル 企 業 の コー ポ レー トビデ オや 研 修

ビデ オ な どを対 象 と した字 幕 を翻 訳 す るた めの 機 能 も

装 備 され て い る。従 来 のSubRip、 Textと い う形 式 に加

え て 、WebVTTに も対応 した。

そ してSDL社 のTradosで 作 成 され る 翻訳 パ ッケ ー ジ

SDLPPXに も対 応 。 Transitで の 翻 訳後 に は 返 却 パ ッケ

ー ジSDLRPXを 作 成 で き る。

Transit搭 載 の 再 イ ンポ ー ト機 能 を利 用 す れ ば 、 Trados

で 生成 され た翻 訳 プ ロジ ェ ク トで あ って も、 ユ ー ザ ー

自身 が 蓄 積 して き たTransit形 式 の 翻 訳 メモ リを 効 率

的 に 併 用 す る こ と も可 能。

再インホヒトのオフション

団 コリドランスレーションの牙ヲヲヨ猫

 蓮1すべてのセゲメントをリセゥトq≧)

 (⊃未酬訳セヴメントのみ更新(N

 (:)寸ぺてのセケメントを}更新q」)

  Jイ ン粥一トの統計 情報甚更新

ロ ランゲージペアの再作威③

検索機能も拡張された。単純に用語を検索するだけで

はなく、カウン トやマーキングが可能 となった。さら

に、セグメン トフィルタ機能(検 索用語が含まれるセ

グメン トのみを抽出する)と の連携 も容易になった。

Transitに は 「フ ォ ー マ ッ トチ ェ ッ ク」 と呼 ばれ る 品質

保 証機 能 も装 備 され て い る。 これ に よ りソー ス フ ァ イ

ル(翻 訳 元)と タ ー ゲ ッ トフ ァイ ル(翻 訳 先)の 内 容

が 比 較 され 、 マ ー ク ア ップ や 数 字 が 適 切 に保 持 され て

い るか 、 句 読 点 が 置 か れ て い るか とい った チ ェ ック を

実 行 で き る。 この チ ェ ッ クオ プ シ ョン をセ ッ トと して

保 存 で き る よ うに な った た め 、プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ

ャ と翻 訳 者 間 で チ ェ ック項 目を共 有 で き るの み な らず 、

特 定 の分 野 や 顧 客 向 けの チ ェ ックル ー チ ン を確 立 で き

る よ うにな った 。
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そ して、改訂履歴の追跡も可能となった。セグメン ト

ごとに改訂内容が記録されるのである。直近の改訂は

[セグメン ト情報]ウ ィンドウ内の上部に表示され、

改訂箇所はマーキングにより明示される。

類 馨叢鞍難;輯φ奪寒霧 醗調理を始める前 こ、下記の手順をお続獅 。

に 叢1⑳' で唱L

さらに、【改訂ステップを比較】ウィン ドウに記録され

た改訂内容を一覧表示 させて比較 し、元の翻訳に戻す

ことも可能。

 r 噺翼 零     驚 一=コ1-l
l♂                 霞

嫁1謙 義鱗 欝 羨。二滴
・巳」 1昌 冒 一▼甲∫▼罰                                           ^

囲

♂  罵..湘_ド 函桶 …{一 、遭       駈

また、セグメン トフィルタ機能を利用 して改訂が記録

されたセグメン トのみを抽出表示させることも、有償

オプションの品質レポー ト機能を利用して改訂が記録

されたセグメン トのみをExce且やHTMLな どのデータ

として出力することも可能。

にも、さらにはSTARグ ループで独自に開発 したSMT

エンジンである 「STAR Moses」 にも対応 した。

インポー トMTで はペナルティを与えるオプションの

利用が可能であり、100%マ ッチとして機械翻訳により

生成された訳文をターゲットファイルのすべてのセグ

メン トには挿入 しないようにできる。たとえばペナル

ティに20%が 付与されて生成された「MT訳 例」は80%

の類似率をもつ訳文としてファジーマ ッチウィン ドウ

に表示されることにより、翻訳者 ・ポス トエディター

の手により適切な訳として完成 させるプロセスが実現

可能である。

轟

SP8で は 対 応MTシ ス テ ム も追 加 され た 。

Transitに は2種 類 の機 械 翻 訳 機 能 が装 備 され て い る。

Transitで の翻 訳 作 業 時 に オ ンラ イ ン翻 訳 サ ー ビス を利

用 す る 「エ デ ィ ターMT」 。 対 応 済み のGoogle Translate

とiTransilate4.euに 加 え 、 My Memo1yとMicroso丘

Translatorに 新 た に対 応 した。

も う1種 のMT機 能 は 「イ ンポ ー トMT」 と呼 ばれ る。

翻 訳 対 象 の 文 書 をTransit形 式 に変 換 す る際 、翻 訳 メモ

リと新 規 文 書 の 原 文 テ キス トをセ グ メ ン ト単位 で 比 較

し、100%一 致 す る場 合 は翻 訳 メモ リか ら訳 文 を 自動 的

に挿 入 す る。 この プ ロセ ス に お い て機 械 翻 訳 シス テ ム

に訳 文 を 生成 させ て挿 入 させ る こ とが 可 能。 旧来 対応

して い たSYSTRANとSmartMATEに 加 え 、 AsiaOnline

斬規    一 臥κ)㎜

M曙 尺例 寺 増魔

 D   CKmydemoY2015013◎,麟t¥d猷 麟.Aε×TRρ

FM釈 例   鱒一 ㎞.

銑規    D-丁 酬

RU訳 例   餉生産匿の増大

 80魑  州 欄(イ ンポート、ペナルティ⑳ 瓢)→斡

轍    一 κ》㎜

  離餐     ・撒 嚢 ワ

Transitと 連 動 す る 多 言 語 多 方 向 の 用 語 管 理 ツー ル で あ

るTermStarに お い て もSP8で の機 能 拡 張 が 見 受 け られ

る。特 に 重 複 を制 御 す るた めの 機 能 が強 化 され てお り、

デ ー タ レ コー ドフ ィル タの デ フ ォル トに 【重 複 】が 追

加 され て い る。 これ に よ り、既 存 デ ー タ レ コー ド内 の

重 複 を抽 出 し、不 要 な レコー ドは 削 除 す る た め の操 作

を容 易 に実 行 で き る。 ま た 、新 規 のみ な らず 既 存 の デ

ー タ レ コ ー ドに 対 し て もGUID (Globally Unique

Identifier)を 付 与 す る こ とが 可 能 とな っ た 。 さ らに 、

新 規 用 語 を登 録 す る際 に は既 存 のエ ン トリお よ びサ ブ

エ ン トリ を対 象 に重 複 が 自動 的 に チ ェ ック され る機 能

も搭 載 され た。

Transitは設立から30周 年を迎えたシュタールグルー

プの翻訳事業のスキルとノウハウが凝縮されている完

成度の高い翻訳支援 ツールであるが、今後もさらなる

発展に期待 したい。
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一
これ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVbl.5

機械翻訳課題調査委員会WG1、 WG2

は じめに

 AAMT Forumを 通 じて配信 した メール

マガジンのバ ックナ ンバーをお届 します。

今回は第38号 から第46号 です。

 今回は、2020年 夏季の東京オ リンピッ

ク ・パラ リンピックに向けての様 々なニュー

スがあ りま した。翻訳 を通 じてよ り一層 の

「お もてな し」への貢献が期待 されます。今

後 もメールマガ ジンを通 じて様 々な情報 を

皆様に配信 させていただきます。

 尚、メールマガジンとして配信すべ き情

報 がございま した ら、是非お知 らせ くだ さ

い。 また、 その他 、お気 付 きの点 な ども

AAMT事 務局までお寄せ くだ さい。 よろし

くお願いいた します。

 では、メールマガジン第38号 か ら第46

号を再びお届 けします。

 米グーグルの翻訳アプ リ 「グーグル ・トラ

ンス レー ト」がア ップデー トされます。会話

にほぼ同時通訳のように対応できる 「会話モ

ー ド」機能 と、画像で取 り込んだ文字を翻訳

す る機能 「カメラ翻訳」が加わ ります。

http:〃jp.wsj.comlarticles1SB11258286719

794574597104580400433855858528

■外 国語の音声翻訳 に14億 円 15年 度

予算案に計上

 2015年 度予算案 をめ ぐる12日 の麻

生太郎財務相 と高市早苗総務相の折衝で、

訪 日外 国人 を支援す るため、外国語 の音声

を高い精度 で自動 翻訳す るシステム開発 に

14億 円を計上す ることが決ま りま した。

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

38号(2015101123配 信)

http:〃www.tokyo-np.co.jP!slarticle!201501

1201001494.htm1

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マガ 担 当

です。 大寒 の 厳 しい寒 さが 身 に しみ る この

頃、 い か がお 過 ご しで し ょ うか。 ス トー ブ

や コ タ ツな どの 暖房 器 具 にお 世話 にな って

い るか と思 い ます が 、火 事 には な らな い よ

うに気 をつ け ま し ょ う。 で は、 メー ル マ ガ

ジン第38号 をお 届 け します。

■グーグル翻訳アプ リに 「同時通訳」機能、

カメラ翻訳 も

■NTTド コモ 、 日本 語 と外 国語 での会 話 を

可能 とす るアプ リ 「は な して翻 訳・Jspeak」

のiPhone向 けを提供 開始!

 NTTド コモ は19日 、スマー トフォ ン(ス

マ ホ)や タ ブ レッ トを利 用 して 、 日本 語 と

外 国 語 の 間 での 会話 を可 能 とす る海 外 向 け

翻 訳サ ー ビス 「はな して翻訳 一Jspeak」(以

下、はな して翻 訳)のiPhone対 応 ア プ リを

2015年1月19日(月)か ら提供 す る とお

知 らせ して います。
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http:〃news.livedoor.com/article/detaiU969

0515/

AAnTr Forum メール マ ガ ジン

40号(2015102120配 信)

AAMT Fomm メー ル マ ガジ ン

39号(2015102105配 信)

 こん にち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当

です 。 立春 を過 ぎ、 これ か ら徐 々 に暖 か く

な る この 頃、 いか がお過 ご しで しょ うか。

今 年 もイ ン フル エ ンザが 猛威 を振 る ってお

ります。 外 出 した ら うが い 、手 洗 い を忘 れ

ず に。 では、 メール マ ガ ジ ン第39号 をお届

け します。

 こん にち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当

です 。 春 寒 の候 、い か がお 過 ご しで し ょ う

か。 まだ所 に よって は 雪 が降 る こ と もあ り

ます が、 それ で も春 の気 配 を少 しず つ感 じ

られ る頃 とな りま した。

で は、メール マ ガ ジ ン第40号 をお届 け しま

す 。

■パナ ソニ ックが東京五輪向け展示会 自

動翻訳機 な ど公開

■Twitter、 外 国語 ツイ ー トの翻 訳機能

 Twitterは 、外 国語 の ツイー トの翻 訳 を表

示 で き る よ うに な っ た と発 表 しま した 。

Microsofし の 「Bing翻 訳」 と提 携 して機 械

翻訳 を表 示す る もの で、40超 の言語 に対 応

してい ます。

http:〃internet.watch.impress.cojpldocs!n

ews/20150123685088.htm1

■NTTデ ー タ、技術文書を英文機械翻訳す

る法人 向けクラウ ドサー ビスを発表

 NTTデ ータは2015年1月27日 、製品マ

ニュアルな どの技術文書 を和英1英和で機械

翻訳す るクラウ ドサー ビスを4月 か ら提供

す ると発表 しま した。

http:〃itpro.nikkeibp.cojplatcレnews115101

2700313/

 パナ ソニ ックは10日 、訪 日外国人客に応

対す るための 自動翻訳機 や、決済機能を搭

載 した ウエアラブル端末な どの2020年 の

東京五輪 向けに開発 している

製品や技術 を公開 しま した。

http:〃www.nikkei.com!article1DGXLASD

Z1012N _Q5A210ClTJ2000/

■フユー トレックの子会社 であるATR-

Trekが 、住友 ゴム工業 と

 タイヤ製造業務向けに 「日中音声翻訳 シ

ステム」 を開発

ATR-Trekで は、住友 ゴム工業 と共同

で新規の利用分野に向けて効率的にカスタ

マイズを行い、タイヤ製造業務 コミュニケー

シ ョンに利用 可能な 「日中音声翻訳 システ

ム」を実用化 し、同社中国工場(常 熟、長沙)

において本格的に利用が始ま りました。

http:〃japan.cnet.comlrelease1300933881
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AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

41号(2015103104配 信)

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マガ担 当

で す。 春 眠 あか つ き を覚 えず の快 い季 節 に

な って ま い りま したが 、寝 坊 す る こ との な

い よ うに気 をつ け ま し ょ う。 で は、 メー ル

マ ガ ジ ン第41号 をお届 け します 。

■東京マ ラソン:頑張れ和製翻訳アプ リ 音

声で14言 語対応

 2020年 東京五輪 ・パ ラ リンピックに

向け、外国人 との言葉 の壁 をな くそ うとい

う取 り組みの一環で、最先端の 自動翻訳技

術 が大規模 なスポー ツ大会で初めて導入 さ

れま した。

http:〃mainichi.jp/select!news120150222kO

OOOmO40012000c.html

■翻訳 サイ トの情報漏 えい、悪いのは事業

者?利 用者?

 情報処理推進機構(IPA)は2月20日 、ネ

ッ ト上の翻訳サー ビスで入力 した文章が他

ユーザー も閲覧で きる状態になっていた こ

とを受 けて注意喚起を行いま した。

http:〃news.mynavi.jp/articles/2015!021201

translation/

多 言 語 翻訳 ソ リュー シ ョンを通 して 、九 州

の魅 力 を発信 す るイベ ン ト 「Wonder Japan

Trip・2020年 の観 光 を考 え る一」 を開催 しま

した。

http:〃pc.watch.impress.co.jp/dots!news120

150303690879.htm1

AAMT Forum メー ル マ ガジ ン

42号(2015103120配 信)

 こん にち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当

です 。 春 暖 の候 、 いか がお 過 ご しで しょ う

か。 近 頃 は気 温 も暖 か く、過 ご しや す くな

って き ま した。 一 方 で 花粉 症 の季 節 で もあ

ります ので 、対 策 は しっ か りと して お き ま

しょ う。で は 、メー ル マ ガジ ン第42号 をお

届 け します。

■NTTデ ータ、技術文書 を対象 にした機械

翻訳サー ビスを提供

 株式会社NTTデ ー タは、日本電信電話株

式会社(NTT)が 開発 した機械翻訳エンジ

ン 「多言語統計翻訳プ ラッ トフォーム」 を

採用 した技術文書の翻訳サー ビスの提供 を

4月 に開始 します。

http:〃www.keyman.or.jp/nw/20060736!

■これ さえあれば、外国人 と自由に話せ る!

 パ ナ ソニ ッ ク と九 州 旅 客 鉄 道(JR九 州)

は、3月3日 ～4日 の2日 間 、JR博 多駅3F

の博 多 シテ ィ改 札 口内 スペ ー ス にお い て 、

AAMT Forum メー ルマ ガ ジ ン

43号(2015104101配 信)

 こんに ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当

です 。桜 の花 も咲 きは じめ 、暖 か な過 ご し
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や す い 日が 続 く この 頃 、 い かが お 過 ご しで

し ょ うか。 新年 度 も始 ま り、新 しい 出会 い

が楽 しみ で もあ ります ね。 で は、 メール マ

ガ ジン第43号 をお届 け します 。

■科学技術文献デー タベー スの作成 に 「高

精度 自動翻訳 システム」を導入

 科学技術振興機構(JST)は 、 NICTと 共

同で開発 した英 日自動翻訳 システムを科学

技術文献データベースの作成 ・提供 を行 う

文献情報事業に導入 し、中国文献デー タベ

ース(JSTChina)内 の英語の標題
、抄録が

ある文献記事の和訳 に適用 し、平成27年3

月30日 か ら公開 しま した。

が激 しい時 期 で もあ ります。 体 調 を崩 さな

い よ うに気 をつ けま し ょ う。 で は 、 メール

マ ガ ジ ン第44号 をお届 け します 。

■Skype翻 訳 、 中国語 とイ タ リア 語 をサ ポ

ー ト

 Skypeは4月8日(現 地時 間)、 音声 同時

通 訳 ツー ル 「Skype Translator(日 本 で は

「Skype翻 訳 」)」(プ レビュー)で 中国語(北

京語)と イ タ リア語 をサ ポー トした と発 表

しま した。

http:〃www.itmedia.co.jp/enterprise/articl

es/1504/09/newslOl.html

http:〃www.nict.go.jp/press/2015/03/30-1.h

tml

■外国語の看板 をその場で翻訳、東芝 が基

礎技術 を開発

■Apple WatchTM向 け 翻 訳 ア プ リ 「IHGTM

Translator」 を 提 供

 IHGは このたび 、無 料翻 訳 アプ リ 「IHG

Translator」 のApple WatchTM対 応 版 を リ

リー スす る と発表 しま した。

http:!/prtimes.jp/mairPubmUrd!p10000002

83.000002364.htm1

 東芝は2015年4月2日 、カメラで撮影 し

た看板や標識 、 レス トランの メニュー など

の画像か ら文字列 を検 出す る技術 を開発 し

たと発表 しま した。

http:〃www.nikkei.com/article1DGXMZO8

5381930XOOC15A4000000/

AAMT Forum メール マ ガ ジ ン

45号(2015105101配 信)

AAMT Forum メー ル マガ ジ ン

44号(2015104116配 信)

 こん にちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当

です。 若 葉 の 緑 が 目に も鮮 や か な この頃 、

いか が お過 ご しで し ょ うか。 一 時 は 冬戻 っ

たか の よ うに寒 くな る時 もあ り、 寒暖 の差

 こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担 当

です。薫風の候 、暖かな過 ごしやすい 日々

が続いてお りますね。既 に大型連休 を満喫

されてい る方 もい るで しょうか。休 んだ後

は五月病な どに罹 らないよ うに気をつ けま

しょ う。では、メールマガジン第45号 をお
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届 け します。

■エキサイ ト翻訳140万 語以上の専門用語

を追加

 エ キ サ イ ト株 式 会 社 は 、 「エ キ サ イ ト翻

訳 」に 、2015年4月22日(水)か ら140

万 語 以 上 の専 門用 語 の辞 書 を追加 し、翻 訳

時 に選 択 で きる8系 統106分 野 を設 置 しま

した。

http:〃prtimes.jp/main/htmUrd/p/0000004

50.000001346.htm1

ない よ うに しま しょ う。 で は 、 メール マ ガ

ジ ン第46号 をお届 け します。

■車内案内を"自動翻訳"

 ヤマハ 「お もてな しガイ ド」アプ リ使 い

東急バスで実証実験

 ヤ マハ と東 急 バ ス は 、代 官 山循 環バ スの

車 内ア ナ ウン スに ヤ マハ が 開発 した 「お も

て な しガ イ ド」 を活用 した 実 証実 験 「東 急

バ ス ×ヤ マハSound UD化 プ ロジ ェク ト」

を、2015年5月16日 か ら9月30日 までの

約4か 月間 実施 します。

■ 「コ リャ英和!一 発翻 訳2016for Win」

シ リー ズ(CD・ROM版)を 新発 売

http:〃www.j-cast.com!trend1201510510623

4349.htm1

 ロ ゴヴ ィス タ株 式会社 は、Windows用 英

日・日英 翻訳 ソフ トの最新版 「コ リャ英 和!

一発翻 訳2016for Win」 シ リーズ を、2015

年5月29日(金)よ り発売 します。

http:〃www.logovista.cojp!LUERP!informa

tion/news/2015-0424-kry2016win.html

AAMT Forum メー ルマ ガ ジ ン

46号(2015105115配 信)

 こんにちは。AAMT Forumメ ルマガ担当

です。緑樹の候 、いかがお過 ごしで しょ う

か。先 日は台風6号 が来ま したが、大事な

かったで しょ うか。今年の台風発生数は既

に平年 の3倍 に も達 してお り、台風 の当た

り年になるよ うです。台風への備 えは怠 ら
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一
   UTX変 換ツール正式版の公開

AAMT機 械翻訳課題調査 委員 会WG3(標 準化 ・共有化)

1.UTX変 換 ツー ル の 公 開

 か ね て よ りオ ー プ ン ソー ス と して開 発 を行 っ て い た

UTX変 換 ツー ル の 正 式 版Ver.1.11.0.1を 公 開 した。

 httP:〃utxconv.sourceforge.net/ia/

UTX変 換 ツ ー ル は 、 用 語 集 形 式 の 標 準 規 格 で あ る

UTX(Universal Terminology eXchange)形 式1の フ

ォ ー マ ッ トチ ェ ッ クや 、 各 社 翻 訳 ソ フ トウ ェア の ユ ー

ザ ー 辞 書 との 変 換 を 行 うこ とが で き る ソ フ トウ ェア で 、

誰 で も無 償 で 利 用 す る こ とが で き る。

2.UTX変 換 ツ ー ル の 画 面

 UTX変 換 ツ ー ル は 以 下 の よ う な 画 面 を も つ ソ フ ト

ウ ェ ア で あ る 。
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 今 回 、 日本 語OSで は ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェイ スが

日本 語 に な る よ うに し、 そ れ 以 外 の 言 語 のOSで は英

語 の イ ン ター フ ェ イ ス が 表 示 され る よ うに した 。ま た 、

日本 語 版 と英 語 版 の マ ニ ュア ル を作 成 した 。
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     ・u釈1コ団する観能

      ・UTXファイルの膨式チ署ソク(UTX塞,,,

      ・累止語の抽出

    !      ・繋止露と承鳳閣階のペアの抽出

    、      ・非響準曙と糊 語のベアのM出

    ; ・賢換欄鰻    1  
・UTXとA丁鵬(冨 士㊥ の1一ザ瑠 書('EQJア仙)切 樋 勲

    1    ・UτXと鞘e■訳(粟芝)の1一 ザー辞書('潔ファイル)との姐互賢換

      ・UTXとPα制EO炉A了!LlgY Tenser(クロスラーンゲージ)のユーザー罐書(EJ is°q虞
       フ7イル、JEは'¢にブァイル)との准且互変換
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3.UTX変 換 ツ ール の機 能

 UTX変 換 ツ ール は 現在 、 以 下 の 機 能 を持 っ て い る。

魁囑鵬
0ル

レヲ'

.一灘_、:蕊_㍊ _鵯 羅 】

サ  》  K》!岡ED/PA了廿 ㌃饒鰯 属e〔●のo

1UTX仕 様 に つ い て は 以 下 を 参 照
。

htt:〃www.aamt.info/ia anese/utx/

・UTXに 関す る機 能

 ・UTXフ ァイ ル の 形 式 チ ェ ック(UTX 1.11)

 一禁 止 語 の 抽 出

 一禁止 語 と承認 語 の ペ ア の 抽 出

 ・非標 準語 と承 認 語 の ペ ア の 抽 出

・ 変 換 機 能

 一UTXとATLAS(富 士 通)の ユ ー ザ ー 辞 書(★.txt

  フ ァ イル)と の相 互 変 換

 ・UTXとThe翻 訳(東 芝)の ユ ー ザ ー 辞 書('".txt
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フ ァイル)と の相 互 変 換

・UTXとPC/MED/PAT/Legal Transer(ク ロス

ラ ン ゲ ー ジ)の ユ ー ザ ー 辞 書(EJは ★.optフ ァ

イル 、JEは ★.dicフ ァイ ル)と の相 互 変 換

一UTXか らMultiTerm用 の イ ン ポ ー ト用 テ キ

ス トへ の 変 換

4.UTX変 換 ツ ール の利 用 方 法

 UTX変 換 ツー ル は 以 下 のURLか らダ ウン ロー ドす

る こ とが で き る。

 htt :〃sourcefbr e.netl ro'ects!utxconv!files1

                  ・幽
タ獅 籏 繭 籏「孫 一薫備 万7ヒ 蔭・'%ConveKx BIO..◎

  UTX Converter                 ^

  Formaヒ(onverter of U】XF(照1dヒFile
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1
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 本 校 執 筆 時 点 で の最 新 版 で あ るVer.1.11.0.1を ダ ウ

ン ロー ドす る場 合 は 、 上記 サ イ トか ら以 下 の フ ァ イル

を ダ ウン ロー ドす る。

 utx_converter_1_11_0_1_win32.zip

UTX変 換 ツ ー ル の イ ン ス トール 方 法 は 、ダ ウ ン ロー

ドしたzipフ ァイ ル を展 開 し、 任 意 の フ ォル ダ に置 く

だ けで あ る。

つ い て は 、 オ ン ライ ンで 公 開 して い るマ ニ ュア ル に も

記 載 して い るの で 、 詳 細 につ い て は そ ち ら を ご覧 い た

だ きた い。

 httD:〃utxconv≧sourcefbrge.netlia1

5.今 後の予定

 UTX変 換ツールでは今後、以下のような機能の追加

を予定 している。

・UTXとJ北 京(高 電 社)の ユー ザー 辞 書 との 相

互変 換

一UTXとJソ ウル(高 電 社)の ユ ー ザー 辞 書 との

相互 変換

・UTXとExcelフ ァイ ル の 相 互 変 換

・UTXとTBXの 相 互 変 換

一UTX 1 .20へ の 対応

・そ の 他
、 ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェイ ス の 改 良

6.謝 辞

 UTX変 換ツールにおいて各社ユーザー辞書 との変

換機能 を作成す るにあた り、以下の各社か ら製品を

AAMTに 無償提供いただいた。ありがとうございまし

た。

株 式 会 社 ク ロス ラン ゲ ー ジ

  PC-Transer V21プ ロフ ェ ッシ ョナ ル

株式会社 高電社

  J北 京7ス タンダー ド2

  Jソ ウル9Expert

 UTX変 換 ツ ー ル の 利 用 方 法 は 、 UtxConverter.exe

を ダ ブル ク リ ック で実 行 し、形 式 を変 換 した い フ ァイ

ル を画 面 に ドラ ッグ&ド ロ ップ し、変 換 元 と変 換 先 の

フ ァ イル 形 式 を指 定 し、「実行 」ボ タ ン を押 す だ け とい

うシ ン プル な もの とな っ て い る。

ダ ウン ロー ド方 法 、 イ ン ス トール 方 法 、利 用 方 法 に
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の新 た な 交流 の場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提 供 す るべ く ス ター トいた しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば」、会 員 の皆 さま の ご助 力 を い た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 七 回 を迎 え る こ とが で き ま

した。 今 号 で は 、法 人 会 員 二 社 、個 人 会 員 一 名 の 皆 さ まか らの ご 寄稿 を い た だ い て お りま す。

 独 自のお 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳 研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、 今 回 も貴 重 な ご意 見 を お 寄

せ い た だ き ま した。

 AAMT Journalで は 今 後 も引 き続 き、 会 員 の 皆 さま か らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち してお ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わ せ はAAMT事 務 局(E・mai1:AAMZ`info@AAMT.info)ま で宜 し くお 願 い い た します 。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

GMOス ピ ー ド翻 訳 株 式 会 社

httDs:〃quicktranslate.com1

〒150-8512東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町26-1セ ル リ ア ン タ ワ ー10F

自己 紹 介

 GMOス ピー ド翻 訳 株 式 会 社 が運 営 す る 「ス ピー ド翻 訳by GMO」 は 、24時 間365日 いつ で も発 注 で き る翻

訳 サ ー ビス で す。 「ス ピー ド翻 訳by GMO」 で は 、翻 訳 の 「申 込 か ら納 品 まで 」を ワ ン ス トップ で24時 間365日

い つ で もご利 用 い た だ け ます 。 通 常 の翻 訳 会 社 で は味 わ え な い ス ピー ド感 の あ るサ ー ビス を ご提 供 い た します 。

日本 国 内 外 を 問 わ ず 、 厳 選 され た各 分 野 の 専 門 知識 を持 った プ ロの 翻 訳 者 が 直 接 翻 訳 を お こな い 、 高 品 質 な翻 訳

サー ビス を提 供 して い るLSP(Language Service Provider=言 語 サ ー ビス プ ロバ イ ダ ー)で す 。

翻 訳 した い原 稿 を 自動 見積 りフォ ー ム に入 力(コ ピー&ペ ー ス ト)す るか 、 フ ァイ ル を そ の ま ま ア ップ ロー ドす

るだ けで 、お 見積 り と納 期 を そ の 場 で 算 出 い た します 。 ご満 足 い た だ け る よ うで あ れ ば 、す ぐに ご発 注 い た だ け

ます 。

翻訳料はリーズナブルな従量制(最 低価格:100円 ・税別)か らですので、お気軽にご利用いただけます。

また、お気に入 りの翻訳者をブックマークしておけば、その翻訳者をダイ レク トに指名 して、翻訳が依頼できま

す(指 名翻訳オプション)。企業、大学、研究機関、官公庁など幅広いお客さまからご発注いただいています。
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MT1翻 訳 とのかか わ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

 自己紹介でもご説明させていただきました通 り、GMOス ピー ド翻訳株式会社では翻訳コーディネーターが介在

し役務を提供する旧来の翻訳会社の ビジネスモデルではな く、翻訳に特化 したクラウ ドソーシングをビジネスモ

デル としているため、納品速度、翻訳料、ユーザビリティにおいて一般的な翻訳会社と比較すると優位性の高い

サー ビスとして法人企業を中心に多 くの方にご利用いただいてお ります。 しか しながら、もっとも顧客満足度に

影響を及ぼす翻訳品質においては、従来の翻訳会社と比較すると不安定な要素が課題 として残っており、翻訳品

質を改善していくためのプロセスにおいてCATツ ールの導入やTM・MTの 活用を重要視するようにな りました。

 弊社のサービスを実際に利用する顧客数は年間で2万 件を超えてお り、その数は年々増加 していますが、品質

管理への取組みの過程においてCATツ ールの利用は大前提にあり、更に今後ポス トエデ ィテ ィングの領域に進む

ことを前提 とするのであれば、機械翻訳の導入は無視できないと感 じたところから、AAMTへ の加入を決意 しま

した。インターネ ット(ウ ェブサイ トや人力翻訳API「 現在開発中」)を介 して大量のコンテンツを翻訳できる当

社のプラッ トフォームでは翻訳データの入稿から厳選 された翻訳者による翻訳作業、納品までのプロセスを全て

自動化 していることから、従来の翻訳会社 と比較 して翻訳データが集まりやすい環境にあります。個別の企業か

ら提供された翻訳資源を共有データとして運用 し、再利用することは現在のところ法的な見解から困難ではあり

ますが、セキュアな情報資産の管理を前提 として固有の企業からお預かりする当該情報資産の効率化を行 うこと

は出来ますので、対訳コーパスデータの収集に適 した環境であることは言 うまで もありません。

弊社には実務経験3年 以上の トライアルに合格 した厳選された翻訳者が在籍 しています。専門分野を特定するこ

とや原文データの性質にもよりますが、当該対訳コーパスデータを教師あ り学習をベースに磨きをかけていくこ

とで、機械翻訳の精度向上に貢献できるのではないかと感 じてお り、このような専門知識を持っているAAMTの

加盟企業様や大学の研究室 と積極的にコミュニケーションを行っていければと考えてお ります。

法人名:GMOス ピー ド翻訳株式会社

      役職:代 表取締役社長

         氏名:古 谷 祐一

AAMTへ の要望

GMOス ピー ド翻訳株式会社は 日本翻訳連盟の理事企業 として、翻訳産業の発展のため活動を行ってお ります。翻

訳産業の発展及び活性化のためにAAMTと 日本翻訳連盟の距離を更に縮め、日本国内のコンテンツの多言語化 を

急速に進め、来る2020年 の東京オリンピックで訪 日される外国人や年間1400万 人を越える訪 日外国人の方に良

い体験をしていただく機会を創出していければと思っております。 どうぞ、よろしくお願いいたします。
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろば 」、会 員 の 皆 さ まの ご助 力 をい た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 第 十 六 回 を迎 え る こ とが で

き ま した 。 今 号 で は 、 法 人 会 員 二 社 、 個 人 会 員 一 名 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 を い た だ い てお ります 。

 独 自の お 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の 提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、 今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ き ま した 。

 AAMT Journalで は 今後 も引 き続 き 、 会 員 の 皆 さま か らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち してお ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わ せ はAAMT事 務 局(E一皿ai:AAMTinfb@AAMT.iLlfO)ま で 宜 しくお 願 い い た しま す 。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

株式会社サン ・フレア

http:〃www.sunflare.com

【本社 】 〒東京都 新 宿 区四谷4-7 新宿 ヒロセ ビル 2F-IOF

【西 日本 支店 】 〒541・0042大 阪府 大 阪市 中央 区今 橋4・3・22 淀屋 橋 山本 ビル10F

【北 日本 支店 】 〒039-2245青 森 県八 戸市 北イ ンター 工業 団地1-4・43八 戸 イ ンテ リジェ ン トプ

ラザ 内

【海外 】パ リ駐在 、大連事 務所

自己紹介

当社 は 、 「提案 力」 「言 語 力」 「ITカ 」 「デ ザ イ ンカ 」 「教 育 力」 の5つ の卓越 した 「人 財 力」 を織

りな して オ ン リー ワ ン ソ リュー シ ョンを提供 して います 。 これ らの 「人財 力」 で特許 明細書 、 契

約書 、金 融 ・マ ー ケ資料 、 医薬 、医療 機器 な ど幅 広 い分 野 の翻訳 を提 供 してい てい ます。 また 、

CSR、 CTD、 SOP、 論 文 な どの メデ ィカル ライ テ ィ ング を提供 して い ます。 さ らに、中国 の治験 実施

支援 、薬 事 申請文 書の作 成 な ど中国進 出の ため の様 々な コンサル テー シ ョンを提 供 してい ます。

ま さにサ ン ・フ レア は、 ことばの壁 ・情報 の壁 ・コ ミュニ ケー シ ョンの壁 を乗 り越 え、 世界 に飛

翔す る企 業 を トー タル ラ ンゲー ジサ ポー トし、 『ドキ ュメ ン ト総研 ⑩』 へ と進化 してい ます。
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MT/翻 訳 とのかかわ り

MTお よび翻訳業界に期待すること

現在の機械翻訳(MT)が 検索機の領域か ら抜 け出せない限 り、 自動翻訳 にあっては品質に期待す

るのは難 しいと思われます。しか し、ルールベースのMTを 翻訳支援 ツール として活用することで、

かな りの効果のあることが実証 されています。英文和訳を8時 間で商品 としての翻訳を1000Wし

か翻訳 できなかった翻訳者が、MTを 使 うことで2500W程 度 のス ピー ドにまで達 しま した。一文一

文を完成訳に仕上げ、ポス トエデ ィッ トは していませ ん。ただ し、 リンギス トが未知語(新 語)

に訳語 を付 けて既知語 としてユーザー辞書を作成する必要があ ります。 また、MTは 表現(文 体)

や用語 を統一出来 るので、分散翻訳 に有効です。

問題は、文学者が執筆 ・編纂 した辞書ではなくMT専 用の産業翻訳専用のコンパ ク トな辞書を作成

することが必要なことです。MTは 用語の選択肢の幅 を広げるのではなく、狭めることで、高品質

の翻訳 を担保出来 るからです。

株式会社サン ・フレア ドキュメンテーション部門統括 齋藤 誠

AAMTへ の要望

MTの 研究者 とソフ トウェアベ ンダーだけでな く、翻訳会社、翻訳者が 自由に意見を交換 し、交流

できる場を提供 できるのが、AAMTの 強みだと思います。 これまで 日本語 と英語、 日本語 と中国語

の言語対で評価 システムを構築 して きた成果 もとて も素晴 らしい と感 じています。 これか らは、

MT技 術 を組み込んだ翻訳 ワークフローの標準化やテンプ レー ト化 について啓蒙的役割 を果た して

リーダー シップを発揮 していただ くことを期待 しています。また 日本国内にとどま らず、MT技 術

の先進国の成功事例の紹介 と、MT応 用技術の啓蒙にも尽力 していただきたいと思います。
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N酬T会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面 上 で提 供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば 」、会 員 の 皆 さ まの ご助 力 を い た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス ター トか ら第 十 六 回 を 迎 え る こ とが で き

ま した。 今 号 で は 、 法 人 会 員 一 社 、 個 人 会員 二名 の 皆 さ まか らの ご寄 稿 をい た だ い て お ります 。

 独 自の お 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ きま した。

 AAMT Journalで は 今 後 も引 き続 き 、会 員 の 皆 さま か らの ご寄 稿 を 心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご寄稿 ・お 問 い 合 わ せ はAAMT事 務 局(E-mai1:AAMTinfb@AAMTinfo)ま で 宜 しくお願 い い た します 。

個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

秋元 圭(あ きもと けい)

合同会社 ことばや 代表/株 式会社み らい翻訳 技術顧問 ・アーキテク ト/

AAMT機 械翻訳課題調査委員会WG3(標 準化 ・共有化 ワーキンググループ)委 員

自己紹介

 1976年 東京都練馬区生まれ。濁協大学 外 国語学部 英語学科 及び、濁協大学大学院 外国語

学研究科 博士前期過程 英語学専攻において英語学(認 知言語学)を 学びなが ら、独学でプログ

ラミングを学ぶ。

 2003年 か ら2014年6月 まで11年 にわた り株式会社 クロスランゲー ジ、株式会社クロスラン

ゲー ジアールアン ドデ ィにて機械翻訳 ソフ トウェアや機械翻訳エンジンの開発を行 う。

 2012年12月 よ りAAMT(ア ジア太平洋機械翻訳協会)の 機械翻訳課題調査委員会に参加。

 2015年1月 に合同会社 ことばや を設立。

 2015年2月 よ り株式会社み らい翻訳にて音声翻訳 システムの開発を行 う。

MT1翻 訳とのかかわり

 今思えば、学生時代 に音声翻訳 ソフ トウェアの試作品のよ うなものを作 ったのが、機械翻訳 と

の出会いであった。当時、独学でプ ログラミングを勉強 しなが ら、様々なツール を作っていたの

だが、その中のひ とつに音声翻訳 ソフ トウェアがあった。簡単な機械翻訳 プログラム(と い うか

単なる対訳DB)を 作成 し、 OSに 搭載 されていた音声認識 ・音声合成のAPIと 組み合わせて音

声翻訳 システムを作 って遊んでいた。

 大学院を卒業後、機械翻訳 ソフ トウェアの開発会社である株式会社 クロス ランゲージに入社 し
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た。 入 社 当初 は ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェイ ス 担 当 と してWord/Excel/PowerPoint/Internet

Explorer用 の多言 語翻 訳対応 ア ドイ ンや 、 PDF翻 訳 ツール 、 OCRと 機 械翻 訳 を組み 合 わせ た画

面 キャプ チ ャ翻訳 ツール な どの開 発や 、パ ッケー ジ製 品 の開 発管 理 に従事 した。 そ の後 は翻訳 エ

ンジン担 当 として、ルー ルベ ー ス機 械 翻訳 エ ン ジン と連 携す る多言語 用 例ベ ー ス翻訳 エ ン ジン(多

機 能翻 訳 メモ リエ ンジ ン)の 研 究 開発 、特 許 にお け る機 械 翻 訳利 用 に関す る調 査 、機械 翻 訳 の翻

訳 精度 を 自動 的 に評 価 す る手法 の研 究、機 械 翻訳 エ ンジ ンSDKの 開発 等 を担 当 しつつ 、エ ンジ ン

グル ー プの責 任者 と して機 械 翻訳 エ ン ジン 開発全 体 を統括 しつつ 、 プ ロ ジェ ク トマ ネー ジ ャ と し

て様 々 なプ ロジェ ク トの統 括 を行 った。

 2015年1月 に以 下の 事業 を行 う合 同会社 こ とばや を設 立 した。

   ・言 葉(自 然 言語)の 研 究

   ・ 自然言 語 処理 技術 の調査 、研 究 、評価 及 び実 験

   ・言 語 デー タの収 集 、解析 、 分析 、評価 、作成 、提供 及 び販 売

    ・ ソフ トウェア製品 の企画 、設 計 、開 発 、製 造 、販 売 、導入 及 びサ ポー ト

    ・ ソフ トウェアサー ビスの企 画 、設 計 、 開発 、製造 、販 売 、導入 及 びサ ポー ト

    ・ 自然 言語 に 関す る業務 の コ ンサル テ ィン グ

 現在 は 、株 式 会社 み らい翻訳 に て、音 声認 識 と機 械翻 訳 と音 声合 成 を組 み合 わせ た音 声翻 訳 シ

ステ ムの開発 を行 って い る。

 ま た、2012年 よ りAAMT機 械 翻訳 課題 調査 委員 会WG3(標 準化 ・共有 化 ワー キ ング グル ープ)

委 員 に参加 し、用語 集(ユ ーザー 辞書)の 共通 フォー マ ッ トで あ るUTX(Universal Terminology

Exchange)の 仕様 策 定 を行 って きた。2014年 よ りUTXと 各社 ユー ザー 辞書 の変 換 を行 うツール

で あるUTX変 換 ツール(UTX Converter)の 開発 をオー プ ン ソー ス で行 って い る。 先 日正式版

を公 開 した の でぜ ひ利 用 して いた だ けれ ば と思 う。http:〃utxconvsourceforge.net1よ りダ ウン ロ

ー ドしてい ただ く と、誰 で も無償 で使 うこ とが で きる。

MTお よび翻訳業界に期待すること

 2020年 の東京オ リンピックが決まって以降、機械翻訳のニーズが急速に高まっていると感 じる。

現在 はまだ機械翻訳の精度について懐疑的な意見を聞 くことも多い し、機械翻訳の開発者 として

も実用化の難 しさは実感 している。2020年 まであ と5年 。この5年 で どこまで機械翻訳の精度 を

向上できるかわか らないが、5年 後には、少な くとも観光な ど特定 ドメイ ンの機械翻訳について

は実用化が達成 でき、多 くの人が機械翻訳 を活用 し、言葉の壁 を意識せずに コミュニケーシ ョン

が とれ る社会が実現 してい ると良い と思 う。

AAMTへ の要望

 私 自身がAAMTの 課題調査委員 を務 めてい るので、要望 とい うよ り抱負 となるが、機械翻訳の

精度向上 と普及のために役に立っ活動 を行 っていきたい。標準化 ・共有化 のワーキンググループ

に属 しているが、UTXだ けでなくその他の規格の策定や、現在 あま りお こなえていない 「共有化」

についても取 り組んでいきたい。
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  協会活動報告

(2015年1月 ～2015年4月)

機械翻訳課題調査委員会

2015年1月20日(2014年 度 第9回)

    ① 前回委員会の議事録の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

      (WG 1, WG2)

      ・中日基本文テス トセ ットサイ トの評価

        評価作業発注について(経 緯の共有)

       今後のスケジュール

       サイ ト公開について

      ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会 評価拡大部会について

        状 況の共有

        今後の予定

      ・来年度計画について

       オ リンピックにかかわる翻訳関係テーマの検討

       (WG3)

      ・UTX仕 様に委員の名前 を載せるか検討

      ・UTXフ ァイルの作 り方の説明 とExcel対 策

        Excelフ ァイルの読み書 きのためにライブラリを買 うか、 VBAで や るか検討

      ・UTX Converterの マニュアル作成 について

        費用、公開方法、ファイル形式について

      ・仮の予算配分

      ・用語デー タ

        用語集の追加 について検討

      ・UTX 1.20仕 様

    ③ 全体会議

      ・各WG検 討 内容報告

      ・翻訳祭アンケー ト集計

      ・総務省プロジェク トの状況

2015年2月27日(2014年 度 第10回)

    ① 前回委員会の議事録の確認
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② 各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

 (WG 1, WG2)

  ・中 日基本 文テス トセ ッ トサイ トの評価

    評価作業発注について(経 緯の共有)

    今後のスケジュール

    サイ ト公開について

  ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会 評価拡大部会について

    2015年 度の報告内容

    特許用評価サイ トの作成

    今後の予定

  ・来年度計画について

    利用者側か らの評価 について 具体的な活動

    オ リンピックにかかわる翻訳関連テーマの検討

 (WG3)

  ・UTX Converterの 翻訳

    UIメ ッセージとマニュアルの翻訳について検討

  ・松江ISO会 議

    UTXをISO化 するか否か検討

  ・UTX論 点シー トの検討

  ・UTXの サンプル辞書作成について

③ 全体会議

  ・各WG検 討内容報告

  ・総務省プロジェク トの状況

2015年3月27日(2014年 度 第11回)

   ① 前回委員会の議事録の確認

   ② 各WGの 活動 について(各WGに 分かれて議論)

     (WG 1, WG2)

      ・中 日基本文テス トセ ッ トサイ トの評価

        納品物の確認

        簡単な集計結果

        設問評価 と人間評価の比較

        今後の進 め方

      ・利用者視点からの評価 について(継 続)

        利用者側 からの評価 について 具体的な活動

      ・オ リンピックにかかわる翻訳関連テーマの検討

      (WG3)
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  ・UTX Converterマ ニュアル の翻訳

    懸案事項の検討

  ・次バ ー ジ ョンUTX Converter

   英 日!日英以外の言語への対応(中 国語、韓国語)

  ・今 年度 活動 報告 と来年度 活 動計 画

   昨年版 を もとに文面案を作成

  ・UTX 1.20仕 様(UTX 1.20 beta)

   二部 構成 へ の書 き換 え を検 討

  ・UTX論 点シー トの検討

③ 全 体会議

  ・各WG検 討 内容報 告

  ・翻訳 フ ェア 、総 会 に向 けた情報 共 有

、Systran最 新 版 に つ い て

2015年4月23日(2015年 度 第1回)

    ① 前回委員会の議事録 の確認

    ② 各WGの 活動について(各WGに 分かれ て議論)

      (WG 1, WG2)

      ・2014年 度成果 ・2015年 度 目標の確認

      ・中日基本文テス トセ ッ トサイ トの評価

        評価サイ トの不備修正

        翻訳祭 までの作業

        発表スケジュール

      ・利用者視点からの評価について(継 続)

        利用者側 からの評価について 具体的な活動

      ・翻訳フェアの展示 コーナー準備

      ・オ リンピックにかかわる翻訳関連テーマの検討

      (WG3)

      ・UTX Converter公 開

        プ レス リリースやサポー トについて検討

      ・UTX論 点シー トの検討

        言語共通の品詞設定などについて検討

      ・UTX 120仕 様(UTX Specification Version 1.20(beta))

        beta版 のままで、 日本語訳を作成開始

      ・その他

        変更点一覧 「Summary of changes:UTX 1.11 to UTX 1.20beta」、総会用WG3の

        2014年 度活動報告 ・2015年 度活動計画を確認

    ③ 全体会議
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      ・各WG検 討内容報告

      ・翻訳 フェア、総会に向けた情報共有

インターネッ トWG

    ①総会 ・MTフ ェアに対応 したAAMTホ ームページの更新

    ② 旧コンテンツから新 コンテンツへの誘導の推進

    ③AAMTサ イ トのセ キュ リティー対応

編 集 委 員会

2015年2.月18日(2014年 度 第4回)

    ① AAMT Journal No.58の 記 事状 況 につ いて

    ② AAMT Journal No.59の 執筆 依 頼計 画 につ いて
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AAMT/Japio特 許翻 訳研 究会

2015年1月23日(金)(2014年 度 第6回)

1.議 事 録 の確 認

2.園 尾様 の発表

3.MT Summitに お け るWorkshopに つ い て

4.26年 度AAMT/Japio特 許翻 訳研 究会 報告 書

  26年 度報 告 書の 目次案 とスケ ジ ュー ル

5.そ の他

6.次 回 の開催 につい て

  ・開催 の 日時(場 所)(3月13日(金 曜 日)18:00～20:00)

  ・主 な議題

2015年3月13日(金)(2014年 度 第7回)

1.議 事 録 の確 認

2. 26年 度AAMT/Japio特 許 翻訳研 究 会報 告書 発 表

3.そ の他

4.次 回 の開催 につ い て

  ・開催 の 日時(場 所)(5月15日(金 曜 日)18:00～20:00)

  ・主な議 題

AAMT/Japio特 許翻 訳研 究会 拡 大評価 部 会

2015年1月23日(金)(2014年 度 第3回)

1.前 回 議事録 の確 認

2.報 告 書 内容概 要(各 グル ー プ よ り)

3.そ の他
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一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

             宇津呂 武仁

AAMTジ ャー ナル59号 をお 送 り します 。

今号の巻頭言は、東京大学 大学院情報学環 ・教育学研究科 影浦峡先生より,御 寄稿を頂きました。

理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第五弾を頂きました。

また、近年の統計的機械翻訳技術の動向に関する解説として、奈良先端科学技術大学院大学Graham Neubig先 生

より、特に日本語を対象とした統計的機械翻訳技術に特化 した現象に関する御寄稿を頂きました。

その他、東京外国語大学 大学院総合国際学研究院 佐野洋先生からは、ものごとの捉え方における英語と日本語

の違いに関する御寄稿を頂きま した。

 一 方 、今 号 に先 立 ち ま して 、4月9-10日(木,金)に 、TAUS(Translation AutomationUser Society)東 京 フ ォー ラ ム が

開 催 され ま した 。TAUS代 表 のJaap van der Meer様 に は 、翻 訳 業 界 を め ぐ る動 向 を 、 ま た 、 エ レ ク トロス イ ス ジ

ャパ ン 中村 哲 三様 に は 、TAUS東 京 フ ォー ラ ム の参 加 報 告 を 、 それ ぞ れ 、御 寄稿 頂 き ま した。

また、AAMT前 会長の豊橋技術科学大学 井佐原均先生からは、豊橋技術科学大学多言語翻訳研究本部主催のも

と、経済産業省、テクニカルコミュニケーター協会、日本翻訳連盟、および、AAMTが 後援 して、4月7日(火)

に開催された多言語情報発信シンポジウムの開催報告を御寄稿頂きました。

加えて、関西外国語大学 内田真弓先生からは、本年1月 に開催された第3回JTF関 西セミナーの参加報告を御

寄稿頂きました。同セ ミナーにおけるご講演の内容の うち、特に、株式会社みらい翻訳について、同社社長 栄藤

稔様からの御寄稿を頂きました。

AAMT会 長の名古屋大学大学院 中岩浩巳先生、および、富士通研究所 長瀬友樹様からは、第14回 日中自然言

語処理共同研究促進会議参加報告を御寄稿頂き、AAMT委 員会活動の紹介の様子等についてご報告頂きました。

 日本特許情報機構 早川貴之様か らは、 「特許版 ・産業 日本語の取組について」を、および、長谷川雅昭様、大

塩只明様からは、 「世界特許情報全文検索サービス」をそれぞれ、御寄稿頂きま した。

また 、機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 目次 由美 子 様 か らは 、 「Transit最 新 サ ー ビス パ ッ ク8に つ いて 」 を御 寄稿 頂 き

ま した。
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AAMT内 の 活 動 報 告 と して 、機 械 翻訳 課 題 調 査 委 員 会 か ら、 「UTX変 換 ツー ル 正 式版 の 公 開 」、お よび 、 「AAMT

フ ォー ラ ム メー ル マ ガ ジ ンバ ックナ ンバ ー 」 を掲 載 い た しま した 。

そ の 他 、

た 。

「AAMT会 員のひろば」の企画におきましては、法人会員2件 、個人会員1件 の紹介文を掲載 しまし
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AAMT
Asia・Pac血c Association fbr Machine Translation

AAMT入 会の ご案内

 AAMTは 、機械翻訳の発展を目的 として、機械翻訳の研究者、開発者、製造者、利用者が集まった

任意の組織です。委員会による定期的な調査研究をはじめ、機関誌の発行、シンポジウム、セ ミナー

等各イベン トの開催など幅広 く活動を行っています。

機械翻訳にご関心のあるすべての方にご入会 をお勧 めします。

               **AAMT会 員の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読がで きます。

会員 には、機 関誌 で あるAAMT Journal (年2～3回 発刊 予定)が 送 付 され ます。購 読料 は年会 費に

含 まれてい ます。

2.機 械翻訳 関連 の最新情報 をメー ルでお届 け

会員専用 メー リング リス トで、最新の機会翻訳 関連 の情報 をお届 け します。

MT新 製 品、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポ ジウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連 記事の紹 介

な ど盛 りだ くさん です。

3.AAMTが 組織す る委 員会 や調査活動 に参加 し、機 械翻訳や翻訳 に関心の ある方 との交流 を深 め、

知見 を広 める ことができます。

機械翻訳 に関す る言語 資料 の調査 、広報 、標 準化活 動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介 を行 うことがで きます。

4.関 連機関の主催す る国際会議 に参加 できます。

IAMTの 主催 で隔年開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA*、 EAMT**の 主催す る会議や

ワー クシ ョップに参加 で きます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation

年会費 は以下 の通 りです。

法人会員:入 会金 1口 10,000円

個人会員:入 会金    1,000円

年会費1口50,000円

年会費  5,000円(学 生は学生会費1,000円)

ご関心 の ある方は、事務局 までお問 い合わせ くだ さい。

アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

ホームペー ジ:http:〃www.aamt.info

電子 メール:aamt・info@aamt.info



            AAMT
    Asia・Pac温c Association for Machine Translation

          入 会 申込 書

以下の通り、アジア太平洋機械翻訳協会の会員申し込みを致します。

                   申込日 20  年 月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関するお知 らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コメン ト
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